

































俺、「城」を育てる




～可愛いあの子は無敵の要塞になりたいようです～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大昔、この世界は英雄という存在や、魔王と呼ばれる存在を中心に回っていた。

『呪じゆ気き』により魔王が生まれ、それを討伐する英雄が、神に導かれ強大な力を得る。そして英雄は死後に神の一柱となり、次代の英雄を導いていく。

　そんなサイクルを繰り返す世界に、どこからか、クスノギ・サクという人間が現れる。

　──『ニホン』という名の異世界から来たとされるその人物は、圧倒的な力を見せ、またたく間に英雄となり、そして生きたまま神の位を得たという。




　サクは神になったあと、大量の『神じん器ぎ』と呼ばれるアイテムを生んだ。

　何か目的があったわけではない。他の神と比べても規格外の『神しん力りき』。自らに湧わき上あがってくるそれに精神が耐えられず、その力を消費するためだけの行為だった。




　固有能力の使い方を使用者の脳に流し込んでくれる『錫しやく杖じよう』。会話ができ、言葉で自分の使い方を説明してくれる『刀』。当時の神々が作った『神器』は試行錯誤で使い方を学ぶ必要があったが、サクの『神器』は小さな子どもでも簡単にあつかえた。

　七歳の亡国の皇女。息子の敵討ちを誓う七十五歳の老人。そんな人々がサクの神器を使い魔王を討伐。サクへの信仰は高まっていく。そして他の神々も、彼に負けじと、より良い恩恵を人々に与え、停滞していた世界は繁栄をはじめる。

　──『魔ま神じん』と呼ばれる存在が生まれたのは、そんなころだった。




　誰が何をしたというわけではない。

　魔王が生まれるときに、非常に低い確率で『魔神』が生まれる。この世界が、そんな仕組みになっていただけだ。

　多くの英雄が『魔神』に挑み、敗れ、神器も破壊される。ほとんどの力ある神も消滅し、人類は滅ぶ寸前にまでなった。

　世界に存在した『呪気』と呼ばれる『魔神』の力の源を一時的に断ったものの『魔神』は止まらず、寿命で死ぬまで何百年間も暴れ続けたのだという。




　この世界は、一度『魔神』が生まれると、二番目三番目の『魔神』が生まれやすくなる仕組みになっていた。神々は『呪気』を封じることにする。

　そして、世界には魔王も英雄も生まれなくなった。

　神と人の言葉の仲介に使われていた『呪気』も、ほとんどがなくなる。『神器』がもたらされることも少なくなり……世界は復活したが、その様相は大きく変わっている。

『大崩壊』として知られる『魔神』の悪夢や、それ以前の繁栄の記憶も、今の世界にはわずかにしか残っていない。













　森の木に片手をつく。

（もう足が動かない……）

　疲労のためか。それとも血を流しすぎたせいか。石いし斧おので切り裂かれたワキ腹には包帯を縛しばり付つけてある。しかし、血が止まる様子はなかった。

（完全に失敗した……）

　子供が病気で死にかけているという親からの依頼で、特効薬となる薬草の採取に来た。去年ならば、森の浅い場所で見つかったはずのその薬草が見つからず、つい森に深入りしてしまった。そこで魔物の集団に襲われたのだ。

（やつらを殺せたのは良かったが、このままじゃ血の臭においをかぎつけた他の魔物どもがやってくる）

　できるだけ森の浅い場所へ行かないと。そこならば、手負いの俺でも戦える程度の魔物しか出ないはずだ。

　幸いにも、依頼された薬草はもう見つけている。無事に町へ帰ることができれば、俺は自分と幼い子、二つの命を救うことができる。意を決し、一歩を踏み出すが……

（ダメか！）

　ドサリと音を立て、倒れる体。思ったより怪け我ががひどかったようだ。

　足に力が入らず、右肩から地面に転んでしまう。

「た……立たなくては……」

　力なく漏もれる、自分の声。しかし、その意思に反して、だんだんと意識も遠くなっていって……

「大丈夫？」












　その時、声がかけられた。

　ぴたぴたと暖かい手で頰ほおを触れられる感触。うっすらと目を開けると、そこには人間の女の子の姿が。背中まであるシルバーブロンドの髪に、頭部には装そう身しん具ぐ。目はきれいな金こん色じきに見えるが、多分、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみだろうか。八歳か九歳ぐらいで、貴族の令れい嬢じようやエルフを思わせるような容姿だが、ここは魔物がいる森の中だ。なんで、こんなところに小さな女の子が……

「おっ……」

　ボーっとした頭で、ここは危ないと伝えようとしたのだが、うめき声しか出ない。

　首をかしげた彼女は、ポケットをごそごそと探る。赤い葉っぱを何枚か取り出した。

「レドヒール草だよ。食べると元気になる」

　上級回復薬などの原材料になる葉っぱだ。非常に貴重なものだが、食べるだけで徐々に傷を治してくれる。

「はい」

　彼女が、それを口に放ほうり込こんでくれた。

　俺はそれを嚙かもうとするのだが、咀そ嚼しやくできない。力が入らず、顎あごがうまく動かなかった。

　その様子を静かにながめていた彼女。

　ひとつうなずくと、俺の口に手を伸ばし口の中の葉っぱをつまみ出す。

　その葉っぱを、ひょいと彼女自身の口に放り込んだ。葉っぱが咀嚼される音。

　自分の口に入っていたそれを取り出すと、再び俺の口の中へと放り込んだ。

「これで、呑のみ込こめる？」

　嚙まれた葉っぱは、彼女の唾だ液えきが潤じゆん滑かつ剤ざい代わりになっていたこともあり、簡単に呑み込むことができた。

「大丈夫そうだね」

　新しい、赤い葉をポケットから取り出した彼女。

　同じように自分の口で咀嚼し、俺の口の中に放り込んでくれた。

「あ……ありがとう……」

　葉っぱの不思議な力で少し傷が回復したのだろう。声を出すことができた。

　俺の言葉に少し微笑ほほえんだ彼女は、三枚目の赤い葉を取り出し、嚙み砕くと、それをまた食べさせてくれた。

「手持ちのレドヒール草が、もうないんだけど……、私の家に来れば、新しい葉っぱを採取できる。歩けそう？」

　体を動かすと、どうやら問題なさそうだ。

　よろよろとだが、立つことができた。

　中途半端に回復したことで、麻ま痺ひしていた痛みが今さらながらに感じられるようになっていたが。

「こっち」

　彼女に手を引かれ、森の中を進む。

「ここは……？」

　木々の間から、石で作られた建物のようなものが見えてきた。

　砦とりで……いや、城しろか？　建物の一部が崩れていて廃はい墟きよのようではあったが、どこか優美さを感じるデザインに、そんな感想を抱く。

「私のおうちだよ。レドヒール草は中庭にあるから、来て」

　手を引かれるまま、開いていた扉をくぐり、その小さな城の中に入った。

「ここだよ」

　城内を通り、木の扉を開いた先。中庭には花園があった。

「薬草園だよ。たしかレドヒール草は、ここに……」

　陽光の中、彼女が歩みを進める。

「……あった！」

　にっこりと笑った彼女が、数枚の赤い葉を摘つむ。

　そして、それらを自分の口に放り込むとクニュクニュと嚙み、その咀嚼された葉っぱ達を俺に差し出した。

「はい！　これで食べられるでしょ！」

　……もう自分の力だけで食べることはできそうだったが、貴重な薬草だし、呑み込みやすいようにと葉っぱを嚙み砕いてくれた彼女の気持ちを断わるのも失礼に思えた。

「……うん……ありがとう」

　俺は、その葉っぱをもらい、傷を回復させたのだ。

　疲れていた俺は、地面に座り込みながらあたりを見回す。

「それにしても、ここはスゴイな……」

　彼女が『薬草園』と呼ぶこの場所にはたくさんの小さな花が咲いていて、真ん中にはハスの葉が生えた、小さな池もあった。

　俺が知っている何種類かの薬草も大量に生えている。町で売れば一財産だ。今年は、森から薬草があまり採れない年らしいのに……

「この薬草園は、君か……もしくは君の親おや御ごさんが手入れをしているのかな？」

　俺の問いかけに、首をかしげる少女。

「ん……？　うーん……わたしの力で生えているみたいだから、一応わたしが作ったってことにはなるけどー……、手入れはあんましていないかなー」

「君の……力？」

「うん！　わたしは……ほらっ、このおしろの……精せい霊れい？　みたいなものだから！」

　そう言った彼女が、近くにあった小さな池に向かってジャンプする。

　トンという軽い音をたて、池から飛び出た、二十センチほどの小さなハスの葉の上に立ったのだ。

　八歳か九歳の女の子とはいえ、そんな子が飛び乗れば池に沈んでしまうであろうハスの葉だが、まったく沈む様子がない。

　不思議に思って、透明な池の水に手を入れ、彼女の立つハスの葉をいじってみるが……普通のハスの葉だ。

　くすくす、と笑った彼女が、ぴょこん、と俺に向かってジャンプする。

　驚いて彼女を抱きとめるが……ほとんど重さを感じられない。まるで雲を抱いているようだった。

「信じた……？」

　俺の首に腕をからめた彼女が俺の目を見て聞く。彼女が精霊だという、その言葉。

「……まだ、ちょっと信じられない部分はあるけれど」

　でも、彼女の神しん秘ぴ的てきな容姿もあいまって、俺はその言葉をほとんど信じていた。













　腕の中の少女が、楽しげに体を揺らす。城しろの精せい霊れいということだから、頭の装飾品は、何か城を模もしたものだったのか……。気のせいか、彼女の重さも変わっていて、自在に重さを変えられるのかもしれない。……でも、精霊なのか。困ったな……

「……君が精霊ってことは、もしかしたら、お金とかはいらないのかな？」

「ん……？　たぶん、いらないけど……、何でそんなことを聞いたの？」

「いや、レドヒール草をもらったお礼をしようと思ったんだけどね」

　命を助けてもらったお礼なので、もっと何かないかとも考えたのだが、お金での返礼しか思いつかなかった。

「あと、これと同じ薬草があったから、ちょっと追加で欲しいかなとも思っていて」

　抱きついていたままの彼女を下ろし、背はい嚢のうから、とある薬草を取り出す。

　この薬草の採取依頼を、冒険者ギルドから請け負っていた。

　病気の子供が必要としている薬草なのだが、薬作りの失敗もあるかもしれない。原材料は多く確保しておきたかった。

「欲しいならタダで、いくらでもあげるけど？」

　……不作で市場価値が上がっている薬草を見ての、この言葉。価値をわかっていないのか。もしかしたら、人がいいだけかもしれないが、その場合でも彼女が誰かにだまされないか心配である。

「……ちゃんとお返しはしたいかな」

　その言葉に考え込む彼女。

「うーん、おかえし……、わたしの欲しいものかー……」

　ウンウンとうなっていた彼女。

　しばらくして何か思いついたようで、「そうだ！」と声をあげる。

「お返しなら、魔物の死し骸がいが欲しいかな！」

「魔物の……死骸？」

「ウン！　そう！　魔物の死骸！　ここで一緒に暮らして、それをわたしに運んできて！　薬草、全部あげるから！」

　……俺はＤ級の冒険者だ。一人で、この森の深部で狩りをするのは難しい。強い魔物が出るから。だが、この城のあたりの魔物ならば、どうにかなるはずだ。──あくまで、怪け我ががない状態ならば、という但し書きはつくけれど。

　そう判断した俺はうなずく。

「わかった。それでいいよ。しばらく、ここで暮らして、君に魔物をささげよう」

「やったっ！」

　俺に跳びつき、ほっぺたをこちらの顔にこすり付けてくる。

　その喜びの表現に押されながらも、命の恩人である少女の頭をなでたのだ。

「じゃあ、これからよろしく！　わたしはイェタだよ！」

　しばらくして、感情の高ぶりが落ち着いたらしい彼女が言う。

「イェタ……それは、君の名前かな？」

　コクリとうなずく彼女。

「そうか……、俺の名前はトーマだ。よろしく！」

「トーマだね！　よろしく！」

　にぱっと大輪の花のような笑顔を見せた。

「それじゃあ一緒に暮らすお部屋に案内するよ！」

　手を引っ張って、どこかに連れていこうとする彼女。

「あっ、ちょっと待ってくれ。依頼人を待たせているから……今は一刻も早く、町に行かないと」

　あわてて彼女を止める。

「うん……？　今から町にお出かけするの？」

　首をかしげる彼女。

　俺のわき腹を指して言う。

「トーマ、血をたくさん流していたから、危ないよ」

　傷は癒いえたものの、たしかに万全の体調ではない。体力が減っていて、森の中を行くのは少し危険かもしれないが。

「でも、依頼人の子供が病気で死にそうで……、この薬草があれば命を救えるかもしれないんだ」

「ふーん、そんなに心配するなんて。依頼人さんは、トーマのお友達か何かなの？」

　訊たずねる彼女。

「え？　いや、そういうわけではないけど……」

「知り合いとかじゃないの？　じゃあ、何で、そんなに必死になって……恩人だからとか？」

「えっと、そういうのでもないな」

「……じゃあ、赤の他人？　依頼に失敗すると大変なことになったりするのかな？」

「そ、そんなこともない。でも、これは仕事として請け負ったことだからね」

「ああ、なるほど」

　納得した、とうなずく彼女。

　どうやら冒険者としてのプロ意識をわかってくれたかと思ったんだが。

「トーマは、お人よしなんだね！」

　そんな結論を出されていたよ！

　誰かが死ぬかもと思えば、がんばる人のほうが多いと思うんだけど。

　でも、お人よしって言われることも多いんだよな、俺……

「じゃあ、トーマには、これあげるね！　トーマが欲しがっていた薬草！　あと、レドヒール草と滋じ養よう強きよう壮そうに効く薬草も！　疲れたときとかに食べれば、少しはマシになるからね！」

　身をかがめた彼女。地面から草をいくつか採取したようで、それを差し出してくれた。

「あ、ありがとう……」

「魔物には気をつけてねーっ！　いってらっしゃーい！」

　ぶんぶんと手を振る彼女に見送られ、城をあとにしたのだ。

　北の方角を教えてくれる方位針という魔道具を頼りに木々の中を進み、やっかいな魔物にもあうことなく森を抜ける。

　町の冒険者ギルドについたときには、もう日が落ちかけていた。

「トーマさん！」

　ギルドの入り口で、声をかけられた。

　見ると、薬草採取を依頼した中年の男性で、ここで俺の帰りを待っていた様子だ。

「ど、どうでした！」

　勢い込んで訊ねてくる彼に、俺はにこりと笑って背嚢の中身を見せた。

「ご依頼の薬草は、無事、発見できましたよ」

　薬草を見た男性が、歓声を上げる。

　ここまで喜んでくれると俺も嬉うれしい。

　彼をギルドの受付へと誘導し、薬草担当の女性……サリーさんに声をかけた。

「依頼を達成したので、物品の受け渡しをします。依頼人も、こちらに」

　ギルドから預かっていた依頼書と薬草を見せた。












「よく、見つかりましたね」

　サリーさんが驚いた声をあげ、チラッと俺のわき腹のあたりを見た。怪我をした部分だ。今は夕日が沈むくらいの時間帯で、うすぐらい。そんな中、彼女は俺の服についた血に気がついたらしい。

　俺がギルドカードを渡すと、それ以上何も言う様子もなく、薬草の検分を始めた。魔道具の照明を灯ともす彼女。薬草の状態などに問題がなければ、そこで依頼達成。俺の仕事は終了だが。

「問題ありませんね」

　彼女の検分が終わり、俺への報ほう酬しゆうが渡された。金貨一枚と大銀貨二枚の十二万エーナ。

　薬草の量が多かったので、報酬も大銀貨二枚、二万エーナ多くなった。

　目の前で、ギルドから依頼人へ、薬草の受け渡しが行われた。

「あ、ありがとうございます……ッ！」

　依頼人の感かん極きわまったような声。

「あとは薬くす師しにこれを届けるだけですッ！　トーマさん、ギルドの方も！　本当にありがとうございましたッ！」

　頭を深く下げた彼。別れの挨あい拶さつをしたと思うと、ギルドから駆け出していった。病気の子供に薬を届けなくてはならないから、とにかく時間が惜しいのだろう。

　治るといいんだけど……

　それを見送ると、俺はサリーさんに向き直り、背嚢から別の薬草を取り出す。

「あのー……それで、こっちの薬草も見て欲しいんですけど」

　レドヒール草と、あとイェタが滋養強壮に効くと言っていた薬草の二種類を見せる。

　採取した薬草は、処理をしないと状態が悪くなる一方で、やり方は知っているが、自分で天日干ししたりすると時間がかかるため、買い取ってもらおうと考えていた。調合したほうが効果ははるかに高くなるし、死蔵しているよりも、売ったほうが人の役に立つ。

　手に入れたお金は、傷を治す霊薬などを買うのに使い、あとはイェタへのお土産に使う予定だった。

「これは……レドヒール草と、カーマ草ですか。どちらも貴重な薬草ですが……ずいぶんと状態の良い葉ですね」

　さっきよりも慎重な手つきで、カーマ草の検分を始めた彼女。

　カーマ草というのは、たしか媚び薬やくの原材料の一つ。そして男性用の精力剤として使われる薬草のはずだ。

「……滋養強壮に良いともらった草なんですが……その草が、カーマ草なんですか？」

　俺の質問に、ちょっと頰ほおを赤くする彼女。

「ええ、そうです。体力回復にも優秀な薬草なのですが……。ただ、下半身も元気になってしまうので」

　なるほど。

「こちらがレドヒール草ですね……。最近、こういう貴重な薬草が全然採れないようで、薬がなくて死ぬような人も出てるんですよね……」

　そのレドヒール草の検分も、もうすぐ終わりのようだ。

「うん、問題ないようですね」

　ひとつうなずいて、立ち上がった彼女。薬草を持ってギルドの奥へ。そしてトレイにお金を載せて戻ってきた。

「こちらが薬草の代金になりますが……」

　目の前に出されたトレイの上には、やけにでっかい金貨が。……大金貨か？　ギルドの報酬で見たのは初めてだ。

　枚数は大金貨六枚に、金貨八枚。六百八十万エーナか。

　俺の常宿が一泊五千エーナ、銀貨五枚ぐらいの価値だから、これだけで二年ほど仕事をせず、宿に泊まって、大衆食堂で飯を食いながらごろごろできるぐらいのお金になる。

　渡した薬草はレドヒール草の葉が八枚、カーマ草の葉が十二枚ぐらいなんだが……

　驚いている俺に内うち訳わけを話してくれる彼女。

「レドヒール草の葉が一枚で大銀貨五枚、五万エーナ。今はこの薬草もあまり採れておらず、金貨一枚十万エーナでの買い取りになっています」

　二倍の買い取り価格か……

「カーマ草も貴族の方が買い求められているために値上がりしておりまして。一枚の葉で大銀貨五枚五万エーナだった買い取り価格が、今は金貨五枚五十万エーナでの買い取りになっております」

　十倍かよ。カーマ草の値上がりがすごかったようだ。

　どちらも森の深部じゃないと採取できないものだから……、今年は薬草があまり採れないこともあって、付加価値がかなりついてしまっているんだろう。

　俺が死にかけながら達成した薬草の採取依頼、その報酬が十二万エーナ。

　その五十倍を超える、六百八十万エーナを、あの城からこの町に歩いてくるだけで得てしまった。




　ギルドの受付で薬草の受け渡しを終えた翌日、俺は城に泊まるために必要そうな物品を町で買い集めていた。

　森の中で何週間か狩りをするときに使うものと、だいたい同じだ。

「あとは……薬草図鑑なんかがあると便利かな」

　薬草園には、体調不良の時などに便利な草がいっぱい生えていそうだし、どれがどういう薬草なのかわかると便利だろう。

　本屋に入る。薬草図鑑を探すと、一冊だけ見つかった。大銀貨七枚、七万エーナほど。絵がたくさんついているカラーの本は高い。

「……そういや、精霊についての本ってあんのかな」

　城の精霊というのは聞いたことがなかった。なので情報があればと思ったのだが。

「なさそうだな」

　あきらめて、城の精霊──イェタへのお土産を選ぶことにする。

　絵本や大人が読む恋物語あたりを選ぶか。見た目は子供だが精霊だ。子供が喜ぶものと大人の女性が喜ぶもの、どちらを好むかわからない。

　絵本は一冊が大銀貨一枚、一万エーナほど。恋物語の本は一冊が銀貨三枚、三千エーナほど。タイトルを知っているものを手に取り、数冊購入する。

　次に雑貨屋に行き、飴あめ玉だまや色紙、リボン、アクセサリー等をイェタのために買った。

「こんなもんか」

　あんまり買いすぎると、森で魔物に遭そう遇ぐうしたときに邪じや魔まだ。

「買ったお土産で、喜んでくれるものがあるといいんだけどな」

　俺は宿にもどり荷造りをし町を出る。草原を進み森に入った。

　襲おそってきた狼おおかみの魔物を追い散らす。残念ながら一体も倒すことはできなかったが……。ゴブリンの群れからは隠れたりしつつ、城へと戻ってきた。

「トーマーっ！」

　ブンブンと手を振る幼い少女の姿。どうやらイェタは、城の入り口で俺の帰りを待ってくれていたらしい。

　手を振り返し、彼女のもとへと歩いていった。

「ただいま。お土産も買ってきたよ」

　彼女は「おおっ！」と歓声を上げ、目をきらきらとさせている。

「気に入ったものがあると嬉しいんだけど……落ち着ける場所に案内してくれるかな？」

「うん！」

　元気よくうなずいたイェタに連れられ、城の中に入る。清潔なベッドが置いてある部屋へ案内された。そこで俺は町から獲得した戦利品をイェタに披ひ露ろうする。高いアクセサリーも買ったんで喜んでくれるかなーと思ったんだが。

「これ、キラキラしているし甘いし、すごいねーっ！」

　そう喜んでいるのは、飴玉に対してだ。

　同じくキラキラしているアクセサリーには、まったく興味を示していなかった。

　色紙とリボンもあまり興味を示していなかったから、お菓子が好きなのかもしれない。

　本……特に絵本には興味を示していたから、次回のお土産はお菓子や本を中心にしてみようか。甘いもの、日持ちしそうなクッキーとかも良さそうだ。

「ねーねー、トーマ！　これ読んでよ！」

　両手で絵本を掲げ、俺に見せてくるイェタ。さっき本を見てタイトルを読み上げていたから字は読めるはず。他人に読んでもらいたいのかもしれない。

「もちろんかまわないけど……、魔物は良いのかい？」

　理由はわからないが、彼女は魔物の死骸を欲していた。なので魔物狩りをしようかと考えていたんだが。

　俺の質問に考え込んでしまうイェタ。うーん、うーんと、うなっていたが結論が出たようだ。

「まずは絵本で！」

「……はい、わかりました」

　俺は彼女から絵本を受け取り、ひざの上によじ登ってきた彼女をそこに乗せたまま、絵本を読み聞かせることになった。

　そんなこんなで午後も過ぎたころ、俺は魔物狩りを開始する。

　ここに来るまでの途中、近くでゴブリン達五体の群れを見ていたから、そいつらを狩るつもりだ。

『緑りよく色しよく小こ鬼おに』とも呼ばれる人型の魔物……。人を見ると殺そうと襲ってくるが、子供ほどの大きさで、そんなに強くない。さっきは荷物を持っていたため迂う回かいしたが、ほとんどの荷物を城に置いてきた今なら、問題なく倒せるはずだ。

　ついてきたがったイェタを城に残し、弓と剣を持ち、ゴブリンを見かけた森の場所までやってきていた。

「もう、移動した後か……」

　彼らの姿はすでにその場所にはなかった。だが、足あとが残っている。

　途中、この足あとを見失う可能性もあったが、あいつらは近くの低木などに当たり散らしながら歩いたりする。そのため本職の狩人ではない俺でも追跡をすることは容易だった。足あとを見失っても、折れた低木などを見つければ後を追うことができるのだ。

「行くか……」

　こうしてゴブリン達のあとを追い、しばらく。

（見つけた）

　時間は経たっていたが、五体のゴブリン達はあまり移動をしていなかった。

　獲物を狙ねらいやすい位置で、俺は、静かに弓に矢をつがえる。ヤツらの背中を見ながら、ゆっくりと狙いをつけ……

　──矢を放った。

　ひょう、と飛んだ矢。狙い通り、一体の首筋に突き刺さった。

　どさりと音を立て、倒れるゴブリン。その姿に、彼らは混乱している様子だ。

（今のうちに……）

　俺は二本目の矢を手早くつがえる。

　放たれた二本目のそれは、別のゴブリンの胸に突き立った。二体を仕し留とめたが──

「グオオオッ！」

　残り三体だったのだが、気づかれてしまったか。

　こん棒を俺に向け、咆ほう哮こうを上げる一体。あいつがボスか。

　その声に応じるように、他の二体のゴブリンが、こちらに突進してきた。

（落ち着いて……）

　放った三本目の矢は、少し狙いをそれ、突進してくる一体の肩に突き刺さった。

　近づく、肩に矢が刺さったゴブリンと、無傷のゴブリン。

（もう矢で戦う距離じゃないな）

　俺は弓を捨て、長剣を抜いた。

　無傷のゴブリンが、大きくこん棒を振りかぶる。

　俺はそれをかわすと、すれ違いざまにそいつの首を切り裂いた。

　残りは……

　どうやら、残りの二体はひるんでいる。

「オオオオッ！」

　俺は雄おたけびとともに、剣を振り上げる。

　気け圧おされ、逃げ出そうとした、肩に矢を受けていたゴブリン。

　そいつを切り捨てると、最後に、破れかぶれで突っ込んできた五体目のこん棒を避さけ、そのボスであろうゴブリンの胸をつらぬいたのだ。

「ふう……」

　ボスと部下の二体、合計三体で突進してこられたら、もうちょっと倒すのに時間がかかっただろう。

　安あん堵どの息をついた俺は、近くに茂っていた大きな葉を一枚もぎ、それで長剣の汚れをぬぐった。

　ソロのゴブリン狩りは、森の中を逃げ回りつつ、突出してきた一、二体をちょっとずつ倒すような戦い方がスタンダードだ。ゴブリン達の連携があまりうまくないからこそ取れる戦術なんだが……

　今回は、弓矢でうまいこと敵を倒すことができたので、早めに決着をつけることができたよ。

「……さて、と。このゴブリンの死骸を城まで運ばなきゃいけないわけだが……」

　持ち運べるのは二体ぐらいまでか？

　残りの死骸は、心臓にある魔ま石せきだけもらって、ここに打ち捨てていくしかなさそうだ。ここは魔の森とも呼ばれる場所。死骸は、すぐ他の魔物に食われてしまうだろう。

　こうして、二体分の死骸を背負しよい子こでかついだ俺は、無事、城の近くまで戻ってきた。

「トーマーっ！」

　城の入り口で、ブンブンと手を振るイェタ。どうやら彼女は、そこで俺の帰りを待ってくれていたらしい。

　なんか町から帰ってきたときも、こんなやり取りしたな、と思いながら手を振り返す。

「ゴブリンを狩ってきたよ」

　彼女のいる城への入り口まで歩き背負子をおろす。

「……詳しく聞いていなかったけど、こういう魔物の死骸を何に使うんだい？」

　その俺の質問に答える彼女。

「ポイントにするの！」

「……ポイント？」

　コクリとうなずいたイェタ。トコトコとゴブリンの死骸に近づき、それにポンと触った。

「うお!?」












　思わず声が漏もれる。

　彼女に触れられたゴブリンの死骸。それが光の粒子のようになり、空中に溶けるように消えてしまったのだ。

「わーい、十ポイントだー！」

　喜ぶイェタ。もう一体のゴブリンにも触れ、死骸を光の粒子にしていた。

　……彼女を魔物狩りに連れて行けば、死骸の持ち運びに頭を悩まさなくて済みそうだな。

　危ないからかなり迷うところではあるけれど。

「そのポイント？　というのにすると、何か良いことがあるのかい？」

「うん！　ポイントを使うとお城を直したり、城壁作ったり調理場作ったりできるんだよ！　薬草園も五十ポイントで作ったんだ！」

　ほー、あの貴重な薬草が生えていた場所は、そのポイントというので作ったのか。

「わたし、立派なお城になりたいの！　だから、このポイントがいっぱい欲しいの！　トーマも協力してくれるでしょ？」

　その彼女に俺はコクリとうなずく。

「ああ、もちろん。一緒に立派なお城になろう」

　その言葉を聞いた彼女は嬉しそうに「えへへー」と笑った。

「それで、今はどのぐらいのポイントがあって何か作れたりするのかな？」

　その質問に空中へ目を漂わせる彼女。

「んーと、最初にあったポイントが五十ポイント。それは薬草園で使っちゃったけど、今、トーマからもらった二十ポイントがあって……あと、すっごく前に森で魔物の死骸を見つけていて、そのポイントが五……」

　こくりとうなずいた彼女が質問に答える。

「今あるポイントは二十五ポイントだよ！　調理場か、『オススメ』って書いてある倉庫が作れる！　トーマ、次は調理場作ろうよ！　薬草園の甘い草、火であぶると、もっと甘くなるって書いてあったっ！　調理場作れば火が使えるようになるよ！」

　うん、どこに書いてあるのかはわからないが──

「とりあえず、調理場には『オススメ』って書いてないんだよね？」

「書いてない！」

「……じゃあ、まずは『オススメ』って書いてある倉庫作ってみようか。……ほら、甘い草を火であぶるぐらい、俺の野宿用調理キットでできるから」

　倉庫作成の提案に、『この世の終わりだ！』みたいな表情をしていた彼女。調理キットで火が使えると聞いた途端それが一変した。

「トーマ、火をおこせるの!?」

「うん、できるよ」

「おおおおっ、すっごい！　トーマ、すごいーッ！」

　めっちゃ感動した面持ちで、俺の周囲をぴょこぴょこ跳ね回っているんだが……、この世界の大人なら、誰でもできることだからな。

「……じゃあ、倉庫の作成、お願いできるかな」

「うん！　わかった！　建物の中に作る設備みたいだから、こっち来て！」

　彼女が俺の手を引き、城の中へ。

「どこがいいかわからないから、とりあえずここに作るね！　あとで場所の移動もできるよ！」

　城の一室を指差した彼女が、閉まっている部屋の扉に触る。

「えいっ！」

　キラッと扉が光った。

「できたー！」

　彼女がパカっと扉を開けた。

　中を見ると、そこには所せましと魔法陣が描かれた窓のない部屋があった。

　中心部には台座があり、人の頭ほどもある黒い球体。でっかいオーブが鎮ちん座ざしていた。

「これ、倉庫？」

　魔法にうとい俺でも、なんか変な魔力をビンビン感じるんだけど。

　魔法陣や黒い球……オーブも、うっすら発光している。

「倉庫だよ！　あの黒い球にさわれば、この城の住人なら誰でも使えるみたい！　城の主あるじであるトーマなら、城にいなくても、どんなに離れていても、この倉庫を使えるよ！」

　ほう。……って、主？　いつ城の主になったんだ、と混乱する俺に手を伸ばす彼女。

「ちょっと弓借りるね！」

　俺の弓を持ち、球の近くまで歩いていった彼女が、それに触る。

「この状態で『収納したい』って思えば、倉庫にアイテムをしまえるよ！」

　その言葉とともに彼女の手から弓が消えた。

「トーマも、『倉庫に何が入っているか知りたい』って念じれば、この『倉庫』に弓が入っているのがわかるって！」

　戸惑いながらも、俺は彼女の言うとおりに念じてみる。

　うん……説明するのが難しいが、確かに倉庫（……なのかな？）にさっきの弓が入っているのがわかった。

「トーマやわたしは、この黒い球に触れていなくても、倉庫へのアイテムの出し入れができるって書いてある！　やってみて！」

　念じると、俺の手に弓が現れた。ちょっと魔力を消費したか？

「黒い球に触れていれば、魔力は使わないんだって！」

　魔力があんまり多くない俺にはありがたい。

「生物は入れられないけど、薬草や果物、折った木の枝なんかは入れられるとも書いてある！　魔物の死骸も入れられるよ！　気をつけてないと腐っちゃうけど！」

　なるほど。

「ちなみに、さっきから何か説明書きみたいなのを読んでいるみたいだけど……それって、どこにあるのかな？」

　俺の質問に、彼女は黒い球の方向を指す。

「黒い球の上！　ここに半透明の板みたいなのが浮かんでいて、そこに書いてあるよ！」

　球の……上？

　まじまじと見るが、そんな板はどこにも見当たらない。

「城の設備の上とかに出てくる！　薬草園の薬草も、こういうのが出るのは効果とかわかるよ！」

「……そうなんだ」

　ずいぶんと便利な能力だった。俺にその板は見えないが、多分、彼女にしか見えないものなんだろう。

　しかし、倉庫か。この能力があれば、死骸の持ち運びが、ずいぶんと楽になりそうだ。

　俺が町の近くとかでしまった死骸を、イェタがこの城で取り出せるのならば、町などを拠点に魔物狩りをするのも良さそうだが……、まあ、その必要もないか。

　万全の状態なら、ここら辺の魔物ならどうにかなるはずだし、精霊とはいえ小さな少女の姿の彼女に、ここでの一人暮らしをさせるというのも心配だから。

　……ただ、いつの間にか俺が『城の主』扱いになっていたのだけはビックリだったけれど。──本当に、いつそんなことになっていたんだろうな……




　不思議な倉庫を作り終えた俺達。ゴブリン三体分の魔石もあったのだが、イェタによると魔石だけではポイントにはできないとのこと。残念だ。

　今は夕暮れで、魔物狩りなんかはできない。城の入り口付近に移動し、夕食を作ることにした。火打石を使い焚たき火びをおこす。そして野外での料理を始めた。

「トーマー、トーマー！　薬草園からサラダになる草採ってきたよ！　甘い草もある！」

　スープを作っていると、イェタがやってきた。両手に草を抱えている。

　薬草が、ここでは野菜代わりになるのか。あの薬草園の草だと、すんごく高価な薬草が混ざってそうだ。

「……とりあえず、城にあった井戸から水を汲くんであるから、それで、ざっと洗っといてくれるかな？」

　そう言いながら、俺は調味料を取り出す。お酢すと油と塩で簡易的なサラダ用ドレッシングを作るのだ。イェタも食べるみたいだから、子供向けにお酢は少なめが良いか？

「トーマー！　洗ったよ！　甘い草と他の草も分けた！」

　小さな草の山を指し、次に大きな草の山を指す彼女。

「……甘い草って、こっちの小さな草の山のことかな？」

「うん！」

　力強くうなずくイェタ。

「甘くておいしいから、この草、がんばって増やしてるんだよ！　大好きな草だけど、トーマにもあげるね！　男の人が元気になる草だって！　食べて！」

　……食べてって言われたが、この甘い草、カーマ草なんだけど。

　滋養強壮に良い、下半身にまで効く男性向けの精力剤である。

「……あれ、もしかしてトーマ、これ嫌いだった？　わたし、親愛のあかしのつもりだったんだけど……。きらい？」

　微妙な気分でカーマ草を見ていたら、いつの間にかイェタが涙目になっている。

　し、親愛の証あかしとか言われると断りにくいぞ……

「い、いや、嫌いじゃないよ。ありがとう。とりあえず火であぶろうか」

　ちょっとぐらいなら大丈夫だよね。いらないと伝えることができなかった俺は、火であぶるとさらに甘くなると彼女が言っていた甘い草に、軽く火を通したのだ。

　こうして野外料理を終え、それらを適当に木の皿に盛り付けた。

　メニューは、こちら──

・城の近くに自生していた山菜と、町から持ち込んだ乾かん燥そう肉にくを使ったスープ

・塩の味がする草が混じっていたため、お酢のほか塩も少なめにして作った簡易ドレッシングをかけた薬草のサラダ

・長期保存用の黒パン

・火であぶっただけの、下半身も元気になるカーマ草

　……最後のひとつは、ちょっと不安だが。

「いっただっきまーす！」

　イェタの楽しそうな声を聞きながら、俺も料理に口をつける。

「わー、おいしーっ！」

　スープを飲んだ彼女の感想。

　火をおこせないって話だから、調理された物はあまり食べなれていないのだろう。

「おおおおっ、いつもの薬草が、いつもの薬草じゃないっ!?」

　イェタは、ドレッシングがかかっただけの薬草サラダも気に入ってくれたようだ。

　ちなみに、このサラダ、呑のみ込んだ途端、胃の中がカッと熱くなって体中に力がみなぎったりするんだが……絶対、すごい薬草が混じっているな。

「甘い草も、いつもより甘いよーっ！　トーマも食べてみて！　おいしーっ！」

「う、うん……」

　おそるおそる火を通したカーマ草を口に運ぶ。

　……たしかに果物のような自然な甘みが草から感じられ、おいしくはあった。体の一部が元気になる効能さえなければ完かん璧ぺきなのだが。

「食べたーっ！　おいしかったーっ！　こんなの食べたの初めてだよーっ！」

「ほめてもらえて嬉しいな」

　そう言ってから、つい考えなしに気になったことを聞いてしまう。

「そういえば、イェタは普段、どんなものを食べてるんだい？」

「薬草だよ！」

　薬草って……葉っぱとか？

「甘い葉っぱとかしょっぱい葉っぱとかあるから混ぜて食べるとおいしいんだよー！　今度トーマにも、私が見つけたおいしい葉っぱの組み合わせを教えてあげるね！」

　……思ったよりもハードな食生活を送っていた。こんな小さな少女が。

　ここにどのぐらいいるのかとかも気になるのだが、聞きにくいな……。精霊だし、百年ぐらい生きていてもおかしくない。

　とりあえず俺は、彼女にできるだけおいしい料理を食べてもらおうと、そんな決意をしたのだ。

「じゃー、トーマ！　もう寝ようか！」

「……そうだね。これ片付けて、体拭ふいて、歯を磨みがいたら寝ようか」

　後片付けをしないと明日が大変だ。木の皿などを井戸水で洗うことにする。今は夕焼けが見える時間帯。イェタにも手伝ってもらい、サクサクと寝る準備を済ませていった。

「寝室はこっちだよー！」

　日も暮れ、手に持つランプの明かりが城の中を照らしている。

「ここは……、昼間に入った部屋だね」

「うん！　トーマに絵本を読んでもらったお部屋だよ！」

　コクリとうなずく彼女。

「ここ以外は、窓のガラスがなかったり壁が一部壊れたりしていて、あんまり良くないよ！　だからトーマもわたしも、ここで寝るの！」

　ベッドに上った彼女が、こいこい、と手招きをしている。

　……まあ、彼女は小さいし、間違いは起こりようがない。

　俺が一緒のベッドに入ると、彼女がピタリとくっついてきた。

　……体温を感じられて、ちょうどいい。

　城には簡易的な魔物よけの結界があるそうで安全らしいし、これはすぐ眠れそうだな！　と最初は考えていたんだが。

（……眠れない）

　夕食のカーマ草のせいだろう。もんもんとするのだ。

　何がもんもんとするかは言えないが、とにかくもんもんとする。

「ねー、トーマ、起きてるー？」

　ぶつけどころがない熱い何かに困っていたら、イェタが話しかけてきた。

「……どうしたの？」

「おはなししよー？」

「うん……何か、聞きたいことがあるのかな？」

「……え？　ん……うーん、何か……、うーん……」

　特になく、単に会話をしたかっただけらしい。

　眠れないしちょうどいいから、イェタの欲しいものとかについても聞いとくか。お土産として渡せる、と思っていたら、その前に彼女が何かを思いついたようだ。

「そうだ！　あのトーマが薬草を持っていってあげた依頼人さん、どーなったの？」

　依頼人というと、自分の病気の子のため、俺に薬草採取の依頼をした人のことか。その依頼の途中で死にかけ、俺はイェタに命を助けられた。

「薬草は渡したけど、まだ、どうなったかはわからないかな」

　少し多めに渡したから、多分、薬が足りないってことはないと思うが。

「でも、彼、すごく喜んでいたよ。これで子供が助かるかもしれないって。今年は薬草があまり採れないみたいで、薬もなかなか手に入らなかったみたいだからね」

「……薬草、お外にあまりないの？　でも、ここにいっぱいあるよ？」

「うん……そうなんだけど」

「ここの薬草は、少し残しておけばいくらでも生えるよ。わたしにとって一番大事なのは城の主だけど、町の人も助けられるなら助けたい」

　そして彼女は不安そうに聞く。

「トーマも、そう思うでしょ……？」

「思うことは思うけど……」

　変な人間に目をつけられるとやっかいなんだよな。他人をだましてでも儲もうけを得たいというやつもいる。薬草が大量に生えている『群生地』と呼ばれる場所の情報をめぐり、殺し合いになったという話も聞いていた。ここには薬草が大量に生えているから、同じことになるだろう。

　本当は、信頼できる人間にしぼって、こっそりと薬草を売れれば良いんだけど、俺は、あの町の人間についてあまり詳しくない。入っていたパーティーが解散し、あの町に拠点を移したばかりだったから……

「とりあえず、薬草図鑑なんかで調べて、重要そうな薬草だけ売りにいこうか？　そうすれば、みんな助かるかもしれないし」

　流は行やり病や怪け我が、毒、他に腰痛や心臓病といった持病に効く薬草など、日常的に必要そうな薬草だ。多分、冒険者ギルドなら、ある程度情報の秘匿をしてくれるはず。

　一度、この城で暮らすのに必要なものも買いに行きたいと思っていたから、町へ行くのはちょうどよかった。倉庫の能力がある今なら、かなりの量を持ち運べる。

　明日は町に向かい、途中、魔物を狩る。食料などを購入し城に戻る。急げば一日で往復できるはずだ。













「こっちが肺の病気に効く薬草。おっ、これは疫病の予防薬になるのか！」

　翌日、朝食を終え、俺は薬草園で図鑑片手に薬草の採取を行っていた。

　どれが品不足の薬草なのかわからない。適当に多くの種類を町へ持っていくつもりだ。

「いいのあったー？」

　庭の真ん中にある池、その小さなハスの上を飛び跳ねていたイェタが、こちらに歩いてくる。

　彼女の足に、銀貨八枚のネムラール草とか、金貨二枚のコビトビ草とか、銀貨二枚のトネコ草とかが踏まれているのが気になるものの、この薬草園、足の踏み場もないほど草が生えていて、それが全部薬草みたいだからな。あきらめるほかない。

　まあ、イェタは池から飛び出た小さなハスの葉に乗れるほど体重を軽くできるみたいだから大丈夫だろうか。むしろ薬草にとっては、俺のほうが脅きよう威いだろう。体重を軽くしたりはできないから。

　近づいてきたイェタに、布の袋……その中に入れた薬草を見せる。

「とりあえず、これを持っていってみようと思うんだ」

　ひょい、と覗のぞき込んだ彼女。

「薬草の良い香りがする……。喜んでくれると良いね！」

　笑顔を見せていた。

「じゃあ、いってらっしゃーい！」

　町へ行く支度をした俺は、イェタに城しろの入り口で見送られていた。

「町に行く途中、魔物とかを狩ったら、倉庫に入れておくから。お土産に甘いお菓子とかも買ってくるから、危ないことはしないで待ってるんだよ」

「はーい！」

　ぶんぶんと手を振る彼女に手を振り返し、町への一歩を踏み出したのだ。

　森の中、襲おそってきた狼おおかみの魔物の群れをどうにか追い散らす。

　目の前に現れた、四つ目のイノシシや、角がたくさんある鹿しかの魔物には襲いかかり、死し骸がいを倉庫にしまう。

　戦うと時間がかかりそうな魔物の群れからは逃げ隠れて、そんな風にして、昼ちょっと前には城近くの町へとたどり着いた。

　予定では、薬草をギルドで売って、あと、お土産も買って。多分、暗くなる前には城まで帰れるはずなんだが。

　町の門番にギルドカードを見せ中に入ると、まずは薬草を売るため、冒険者ギルドに向かった。

「あっ、トーマさん！」

　ギルドの中、声をかけてきたのは受付の女性、サリーさんだ。

　薬草依頼の担当者……、鉱こう石せきなんかも彼女だったかな？　前にイェタからもらったカーマ草などを持ち込んだときも、彼女に見てもらった。

　そのサリーさんが受付を出て、入り口近くに立つ俺のところまでやってきた。

「この前の依頼人さん、お薬が間に合ったそうですよ！　お子さんは、まだ体力的にはかなり弱った状態ではあるみたいですが、多分もう大丈夫じゃないかとのことです！　トーマさんに感謝の言葉を伝えておいてくださいとおっしゃっていましたよ！」

「そうですか！　それは良かった」

　イェタに、良い土産話ができた。

「ところでトーマさん、また薬草を持ってきてくれたんですか？」

　そうだけど。

「どうしてわかったんですか？」

「珍しい薬草の香りがしましたから」

　ニッコリ笑ってキュッと俺の手を握った彼女。なんだなんだと思う間に、指が絡み、彼女と恋人つなぎのような状態になった。よくわかんないけど、美人さんと手をつなげたー、と、のん気に喜んでいた俺だったが──

「トーマさんが、今度、貴重な薬草を持ち込んだらお話したいってガルーダさん……ギルド長が言ってたんです。……ついてきてくれますよね？」

　質問の形で投げかけられた、その言葉。ホールドされた俺の左手から、絶対に逃がさねーよ、という彼女の鉄の意思がうかがわれた。

　こうして、女性の肉体的接触には裏があることを学んだ俺は、冒険者ギルドの一室で、その長と面会することになる。

「この町の冒険者ギルドの長をしているガルーダだ。ギルド長と呼ばれるのは好かん。ガルーダと呼んでくれ」

「が、ガルーダさん……ですか」

　いかつい短髪の男。五十代ぐらいだが筋肉質で、素肌にはたくさんの古傷が見えた。元冒険者がギルド員になり、そこからギルド長になったタイプだろうか。

「君が、例のカーマ草やレドヒール草を持ち込んだ冒険者、トーマだな？」

「は、はい」

　うなずいた俺に、鋭い眼光を向ける彼。

「単刀直入に聞くが、あの薬草は、ダークエルフ達から仕入れたものか？」

　ダークエルフというのは肌の黒いエルフ達。イェタの城がある森の奥に住んでいるが、別に人間達と敵対しているわけではない。この国とは相互不干渉の約束をしていたはずだ。

「……なぜ、そう思われたのですか？」

　不審に思って聞くと、ガルーダさんが答える。

「君がカーマ草を売ったときに、誰かから『もらった』というようなことを言っていたと聞いた。それが理由の一つ……。また百年ほど前、同じような薬草の不作の年に、彼らからの薬草の供給が陰であったと思われること。これが理由の二つ目。──あとは薬草の葉の形だな」

「形、ですか？」

「ああ。野生のものと違い、ダークエルフが育てたものは、虫が食べた痕あとなどもない綺き麗れいな葉ができるらしいのだ。伝聞にあるその薬草の特徴と、君の持ち込んだ葉っぱの特徴が一致しているように思えた」

　なるほど。全然、気がつかなかった。葉の形がきれいなのは、イェタの薬草園の能力だろう。ダークエルフが育てるのと同じような、きれいな薬草ができていたようだ。

　どう答えるのが、一番イェタに迷惑をかけないか……

　そんなことを考えていたのだが、ガルーダさんはその沈黙を別の意味に捉とらえたようだ。

「……まあ、言えない理由があるなら無む理り強じいはしない。彼らや、彼らとコンタクトができる冒険者にへそを曲げられても困るからな。……ただ、ひとつ頼みがある」

　部屋のすみに立つサリーさんに、彼が視線を送る。

「こちらを」

　彼女から、俺に数枚の紙が渡された。

「それは供給が足りておらず、価格が暴ぼう騰とうしている魔の森の薬草のリストだ。薬がないために苦しんでいる者……死んだ者もいる。うまく手に入れてくることはできるか？」

　ガルーダさんの言葉を聞きながら紙をめくると、城の薬草園に生えていたものの名前がかなりあった。それぞれの薬草について、レドヒール草の葉百枚など、どのぐらいの量が欲しいのかも載っている。

「えっと、持っていって良いか聞く必要はありますし、全部は無理かもしれませんが。……ただ、薬草を誰がギルドにおろしているのかはわからないようにしていただきたいです」

　薬草園もイェタも特殊な存在っぽいから。変な人間に目を付けられても面倒だ。

　俺の要求を「わかった」と受け入れたガルーダさん。

「ちなみにだが、魔の森の薬草が不足している原因について、君は何か情報を持っているかね？」

「え、いえ」

　俺は首を振る。

「そうか。……あの森の薬草は、ダークエルフ達の『巫み女こ』の魔術儀式により繁はん殖しよく力りよくを強化されている。その儀式が今年は行われた形跡がないのだ」

　俺の顔を確認しながら、そんなことを話していたガルーダさんが首を振る。

「この国は彼らと相互不干渉の約束をしているからか、調べようとすると御お上かみがうるさくてな。もし何かわかったのなら教えてくれ。手を貸せることがあれば協力しよう」

　そう言って立ち上がる、彼。

「じゃあ、サリー。トーマの持ち込んだ薬草を鑑かん定ていしてやってくれ」

　と言葉を残して、部屋から去っていった。

　どうにか無事、終わったか……。俺のバックにダークエルフ達がついていると勘違いさせてしまったが……

　ホッとしながらも、新しく持ち込んだ薬草をサリーさんに差し出す。

「……レドヒール草以上に、かなり森の奥に入らないと採取できない薬草が混じっていますね」

　普通の冒険者では持ち帰れないぐらい森の奥に行かないと採取できない薬草。そんなのが混ざっていたのかもしれない。

「報ほう酬しゆうを持ってきますので、少し待っていてください」

　薬草を持った彼女が部屋から出る。しばらくして、トレイに金貨や銀貨を載せて戻ってきた。その中に、なんか、みょうにでっかい金貨があるんだが。

「王金貨一枚、大金貨八枚の千八百万エーナと、大銀貨九枚、銀貨三枚の九万三千エーナです」

　お、王金貨か。

　依頼人の大商人に一度だけ見せてもらったことはあるが、触るのは初めてだ。

　庶しよ民みんや病気の人に必要そうな薬草を持ってきただけなんだが、昨日の報酬の三倍近いお金を受け取ってしまった。

　指先でツンツンして、王金貨が幻でないことを確かめる俺。それを手に取ってみる。

「重い……」

　そんな俺の様子を見て、クスクスと笑っていた彼女が紙を差し出してきた。

「どの薬草がいくらだったかなどの内うち訳わけはこちらに。どれも大変状態が良い薬草でしたよ」

「ありがとうございます……」

　紙を受け取り、緊張でちょっと震える手で金貨などを小さな袋にしまった。

　俺は彼女に一礼し、その部屋をあとにしたのだ。

「これは、やばいぜ」

　ギルドの一角、人目のないところで『倉庫』の能力を使い金貨などをしまう。

　薬草の報酬は基本イェタのものとし、十パーセントか二十パーセントぐらい手数料をもらおうかとか考えていたが、それでもかなりの金額になりそうな気がする。

「と、とりあえずゴブリンの魔石でも売って落ち着くか」

　昨日、城に死骸を持ち帰れなかったゴブリン三体分の魔石だ。魔石だけだと『ポイント』にできないらしいので、ギルドで金に換える。

　窓口に行き、魔石と俺のギルドカードを渡した。

「ゴブリンの魔石三個で、六千エーナです」

　返却されたギルドカードとともに渡される報酬、銀貨六枚。それなりに苦労して得た魔石なのに、千八百万エーナの後だと、すずめの涙に感じるぜ……

　なんとなく物悲しさを感じながらも本屋へ行く。

　イェタのための絵本を十冊選び、これも喜ぶかなと、適当に、カラフルな絵が描いてある図鑑も五冊購入する。全部で四十五万エーナ。

　俺は十五冊を両手で抱えながら、人目のない路地裏へ行くと、買った本を『倉庫』にしまった。

　この能力便利だな。人前で使うと、すごく目立つけれど。

「ただ、ちょっと魔力を使うんだよな……」

　魔力が低下しすぎると、めまいやふらつきなどが起こるようになる。

　城へ帰る途中、魔物と出くわし、倉庫を使うこともあるかもしれない。俺はいざというときのため、魔力を回復してくれる安い霊薬を購入した。

　さらにイェタへのお土産としてクッキーや飴あめなどのお菓子、ビン入りのハチミツを手に入れる。

「あとは生活雑貨かな……」

　倉庫があるから家具なんかも持ち運べるが、家なしの冒険者が買うと奇妙に思われるだろう。適当に小さな雑貨を購入する。

　食料も欲しい……。日持ちのする野菜やキノコ、乾かん燥そう肉にく、いろんなものを作れる小麦粉、今日の夕食にするブロック肉やパン、卵スープ用にいいかなと卵なんかを買う。

　最後に、武器屋で矢を購入すると、町をあとにする。

　草原を行き、森に入る。

　狼の魔物二体が襲ってきたので倒し、倉庫に入れる。さらに歩いていくとゴブリンが一体ウロウロしているのを見つけ、逃げられる前に襲い倉庫に入れた。戦うと時間がかかりそうな魔物からは逃げ隠れし、俺は日が落ちる前に、城に帰り着くことができたのだった。

「トーマーっ！」

　城の入り口で、かがんでいたイェタが俺に気がつく。彼女の足元には、なにやらキラキラするものが落ちていて……

　あれは……金貨に、銀貨？

「……何をしていたんだい？」

「おはじき！　『倉庫』に入っていたのでやってた！」

　……多分、俺が町で『倉庫』に入れた金貨や銀貨をおはじきに使ったのだろう。

　倉庫は、皆で共通のものが一つあるだけ。俺が町で入れた物を、城のイェタも取り出せる。

「このおっきいの、すごく強いよ！」

　イェタが指差すのは、一千万エーナの王金貨で。うん……この金貨は、一番大きくて重い硬貨だからね。

　でも、どっかに転がってなくなると怖いので、それをおはじきに使うのはやめてね！

　あと、俺が戦闘や町で使うアイテムは、あんま出し入れしないでね！

　そんな説得を、がんばって彼女にすることになった。

　今度町に行ったら、彼女のために、キレイな『おはじき』を探したほうがいいだろうか……




　お金をおはじきに使わない約束などをとりつけ、ホッとしていると、イェタが俺の腕をゆさぶってきた。

「ねー、トーマ！　今日こそ調理場を作ろう！」

「……ポイントは足りているのかい？」

「うん！　今日トーマが倉庫に入れてくれた魔物五体が、三十ポイントだったから大丈夫！　『ごー、ごー、ごー、ごー、じゅー』だった！」

　……今日はイノシシの魔物一体と、鹿の魔物一体、狼の魔物二体、ゴブリンを一体倒し倉庫に入れている。それらを、すでにポイントにしたらしい。

　全部で三十ポイントの獲得か。多分、ゴブリンが十ポイント。その他の魔物が一体五ポイントかな。

「わかった。それなら、調理場で良いんじゃないかな。二十五ポイントで作れるんだね？」

「うん！　『倉庫』と同じポイントで作れる！」

　地面のおはじき（……というか、お金だな）を回収した俺は、イェタに手を引かれて城の一角へ。

「じゃあ、ここに作るよっ！」

　ピカッと光った部屋が一変する。割れていた窓ガラスなどが修復され、部屋の中の土汚れなども一掃された。調理用の魔道具かな？　そんなのも置かれている。

「……この魔道具、どこに魔石をはめるんだ？」

　すみに置いてある、人の身長ほどもある四角い箱型の魔道具を調べながらの質問。

「この城の魔道具、魔石は必要ないみたいだよ！」

　え……、燃料となる魔石が必要ないって、空中や大地とかから魔力を吸収してるってことか？　それって、とんでもなく高価な魔道具なんじゃ。

　普通の魔道具でさえ、貴族や大商人が買うものなのだが、ここの調理器具は、一部のもの好きな王族とか高位の貴族が買うようなものになってしまう。

「ちなみにトーマがいじっているのは、『冷蔵庫』っていう名前の魔道具だよ！　箱の中が冷たくなってるの！　お肉や野菜なんかを入れて保存するみたい！」

　……ようするに氷ひ室むろとか冷暗所か。

「あっちはノブをいじると火が出る『コンロ』っていう魔道具！　こっちの水場にあるのは、ひねると水やお湯が出る『蛇口』っていう名前の魔道具だよ！」

　実演してくれるイェタ。火や水が出た。

「あと、『石がまオーブン』って魔道具もあるよ！」

　壁に埋められた石がまを指す。あれもコンロみたいに、何かをいじると火がつくんだろうか。

「調味料もあるよ！　使っても、ある程度は自動でビンの中に補給されるんだって！」

　部屋の棚に置かれたビン類に歩いていくイェタ。彼女が塩が入った小ビンかな？　それを取る。逆さにすると、ビンの大きさからは考えられないほどの塩が、イェタの足下へザラザラと落ちていって……

　彼女のヒザ下ぐらいまでの塩の山を作り、やっと空になったようだ。

「毎月一回ぐらい、これと同じぐらいの塩の山が、小ビンの中に補給されるんだって！」

　ほー、それはすごい。それはすごいんだが……この塩の山、誰が片付けるの……？

「お料理のレシピブックもあるよ！　『天ぷらにすれば、たいていうまい』って書いてある！」

　本の表紙とかには書かれていないから、イェタにしか見えない謎なぞの板に、そんなことが書かれているのだろう。……でも、『天ぷら』って何よ？

　疑問に思いながらもレシピブックをめくると、中の絵が異様にリアルなことに気がついた。油絵などを、もっともっと精せい巧こうにしたような感じ。

　中の文章では、絵のことを『写真』と呼んでいるようだが、これはスゴいな。神懸かっている……

「トーマ、トーマ！　今日は天ぷらっていうの食べてみようよ！　レシピは本の、ここにあるって！　薬草も天ぷらにできるみたいだから、わたし薬草採ってくるねっ！」

　絵に圧倒されている俺を残し、イェタが脱だつ兎とのごとく部屋を飛び出していった。

　彼女が指差したレシピを見る。天ぷら粉というのを作るのに、最低限、卵と小麦粉が必要になるようだ。

　卵は、たまたま買っていた。小麦粉もたしか町で買ってあるな……

　この天ぷら粉に野菜などの食材をまぶし、熱した油に入れるだけらしい。

「あと必要な調味料は……」

　部屋の棚にあったビンを調べ『しょうゆ』という名の謎の調味料を見つける。黒い。

『みりん』という調味料も見つけ、さらに『けずりぶし』という名の、茶色くてふわふわした謎の食べ物も見つけ出した。

　この三つで、『天つゆ』という名の調味料を作るのだとか。

　塩でもいいのだが、この『天つゆ』に天ぷらを浸ひたして食べてもおいしいのだそうだ。

「……まあ、とりあえず、やってみるか」

　鍋なべに蛇口からお湯を入れ、それをコンロという魔道具の上に置き、火をつける。

　沸ふつ騰とうしたところに『けずりぶし』というのを大量に入れ、『だし汁』というのができた。

　量は多いが、余った分は冷蔵庫で保存できるそうだ。

　ざるなどを使い、中のいらない『けずりぶし』を取り去る。

　なんでも、『しょうゆ』と『みりん』を混ぜ、それをこの『だし汁』で薄め、鍋などで一ひと煮に立たちさせると『天つゆ』になるのだとか。

「トーマーっ！　薬草とって来た！」

　油を温めつつ、卵を割り、計量カップというものを使い、天ぷら粉というものを作っていたらイェタが戻ってきた。

「ありがとう。そこに置いといて」

　そう頼み、俺は『倉庫』から町で買ったキノコや野菜を取り出す。

『蛇口』という魔道具のところにいき、薬草と一緒にそれらを洗う。そして、水気をタオルでしっかりと取りのぞくと、さっきの天ぷら粉の中に投入。よくからませた。

　レシピブックのやり方で、ピチピチ鳴っている油の温度を確かめる。適当そうな温度になったらコンロの火を弱め、食材をトングでつまみ、熱した油の中に投入した。

「おおう!?」

　ジュー、という音に、イェタが声を出してビビる。

　俺も無言でビビっていた。しかし、男は度胸だからな。

　次々と食材を投入し、できたっぽいものから順にトングでつまみ、用意していた油を切るための網の上に置いていった。

「あとは、これか……」

　イェタが薬草を採っていた間に、町で買った生肉に塩と胡こ椒しようで下味をつけ、料理酒に浸していた。それも天ぷら粉にまぶして油に入れた。

　レシピブックにあった『肉の天ぷら』の、一番簡単なヤツだ。できた順に、油を切るための網の上に置く。

「トーマー、お皿ーっ！」

　イェタが持ってきたお皿の上に天ぷらを盛り付け、『天つゆ』も作る。こうして夕食になった。

　テーブルについた俺達。早速、食べてみるが──

「おおおおっ！　これ、おいしいねーっ！」

　サクサクと音を立て、薬草の天ぷらを嚙かむイェタ。

「肉の天ぷらもボリューミーだな」

　肉体が資本の冒険者には、なかなか嬉うれしい。

「なんか、キノコも野菜も、いくらでも食べられるよーっ！」

　作った天つゆの味も、けっこう良かったのだろう。天ぷらは、またたく間に俺達の胃に消えていった。

「すっごく、おいしかったね、トーマ！」

　ニッコリと笑う彼女。

「じゃあ、満腹になったし、もう寝よっか！」

　……いや、後片付けはしないとダメだよ？　君が床にぶちまけた塩もあるからね？　食を優先して放ほうっておいたけどさ……

　昨日もそうだったが、彼女には、後片付けをすっ飛ばそうとする傾向があるようだ。

　──そうして、食後……

　お皿などを洗った俺たちは、今は床の塩の後片付けをしていた。

「きれいな部分はすくって、袋に……」

　イェタの広げる袋に、手ですくった塩を入れていく。こっちは、まだ食べられるな。適当に自分が野宿をするときの料理にでも使うつもりだ。

　床に近い汚れてしまった部分も別の袋へ。こっちは……どうするかな。石の床は、なかなかキレイだから問題ない気もするが。

　そんな作業をしながら、俺は彼女に質問をする。

「……そういえばイェタ、今日、冒険者ギルドで薬草が欲しいって言われたんだけど、中庭の薬草を持っていっていいかな？　要求された量が多いんだけど」

「ん？　別にいいけど。ただ、あんまりとりすぎると薬草なくなっちゃうよ？」

　彼女が言う。

「カーマ草とか、全部食べたらけっこう長い期間、薬草園に戻ってこなかった。絶滅だよ。根っこ残しておいたのに」

　ああ……。薬草の群生地とかも、根っこを残していても、全部刈り取っちゃうと全滅してしまうからな。魔力を葉っぱから吸えなくなるのが問題って話を聞いたことはあるが、よくは知らない。とりあえず、冒険者が薬草の群生地で採取をするときと、同じ方法を取れば大丈夫だろうか。

「わかった。一応、薬草は、間引く感じで半分ほどを刈り取る予定だよ。根っこは土の中に残す。根っこが必要な薬草の場合は、採取する数は少なく……。ここら辺を守れば大丈夫かな？」

「うん、それなら大丈夫だよ！　二、三日後には、みんな復活してる！」

　そんな断言をもらったのだ。

　翌日──

　町で買ったパンとハム、適当な野菜サラダで朝食をすませた俺達は、城の中庭で薬草採取をしていた。

「こんな感じかな……」

　採取していたのはレム草という薬草。根っこは土の中に残してあるが、半分は刈り取らず、そのままにしてあった。

　薬草園は、一種類の草だけが密集して生えている区画や、何種類もの薬草が交じり合って生えている区画などがあり、なかなか多彩だ。

　俺が今立っているのは、レム草だけが密集して生えている区画だな。

　真ん中に立っていても、一歩か二歩歩けば、他の薬草が生えている区画についてしまうぐらいの大きさだ。

　そんな俺に、同じように薬草を摘つむイェタから質問が来る。

「ねーねー、そういえばトーマはさー。レドヒール草とか、怪け我がをしたとき用に持ってかないの？　ここにある薬草は、いくらでも持っていっていいんだよ？　お金にして自由に使ってもいいんだからね？」

　……ここの薬草を予備に持っていければ便利かなとは思っていた。傷を癒いやす霊薬も、町で品不足気味らしい。入手できない場合もある。

　薬くす師しの知り合いがいれば、直接、薬草を持ち込んで霊薬を作ってもらえるのだが。

「それに、あんまり生えてないけど、イール草もあるよ。けっこう便利なんじゃない？」

　イール草か。名前だけは知っている草だ。

　薬草図鑑にも絵が載っていなかった貴重な薬草で、人にも効果はあるが、魔物への効果が特に高い毒薬が作れた。少量なら薬草にもなるらしい。

　毒物全般は、山賊などへの流通を警けい戒かいしてだろう、国が取り締まっていたので、俺は持ち歩かないようにしている。Ｃ級冒険者になれば、一部の麻ま痺ひ毒なんかはギルドで購入でき、衛兵などにも捕まらないで持ち運べるようになるんだが……

　今は、せいぜい鼻がいい魔物を追い散らすための、唐とう辛がら子しに魔力を混ぜて作られた液体の霊薬を持つぐらいだ。

　どうするか……。そう迷っていたら、イェタが俺の手に触れてくる。

「トーマ、わたし、トーマが死んじゃったらって思うと怖いよ……」

　……うん。ちょっと迷うが、命には代えられない。

　この毒を持ち運ぶのは違法ではあるが、この城の辺りには強い魔物がいる。

「剣とかも傷むから、あんまり使いたくないけれど、そういう毒も『倉庫』に入れといたほうがいい気はするな」

　あそこに入れとけば、誰かに見つかるということもないだろうし。

「うん！　……じゃあ、トーマ、今日は毒つくる？　薬草採取はわたしがやっとくよ？」

　といってもアルコールに一晩浸すだけらしいから。

「そうだね、薬草採取が一段落してから作るよ。心配してくれてありがとうね」

　そう言うと、彼女は照れくさそうな笑顔を見せていた。

　イェタとそんな会話を交えつつ、午後──

「おっしゃ、作業完了だー！　……けっこう採れたな」

　あと二回か三回、これと同じ作業を繰り返せば、ギルドが欲しいと言っていた薬草は全すべて彼らに渡すことができるだろうか。

　イェタによると、今日採った分ぐらいは、三日か四日でまた生えてくるってことだ。そのときにまた、今日と同じ作業を繰り返すことになるだろう。

　ちなみに、レドヒール草や、魔力や毒なんかの状態を回復してくれる薬草、毒を消してくれる薬草などももらい、長期保存できるように天日干ししているぞ。

「トーマ！　トーマ！　今日はカーマ草でパーティーしよう！」

　その言葉に振り返ると、根っこがついたカーマ草を大量に持つイェタがいた。

「……どうしたんだ、それ？」

「抜いた！　困っている人たち、カーマ草以外の薬草が欲しいんでしょ？　カーマ草を少なくすれば、そのぶん他の薬草を育てられるよ！」

　カーマ草が群生していた一角を見ると、そこがずいぶんと小さくなっている。薬草園に生えていた、七割か八割のカーマ草を抜いてしまったんじゃないか？

　甘くておいしいからとイェタが増やしていた草だったが、たしかに冒険者ギルドが欲しがっていた薬草に、あの草は含まれていない。

　あれは精力剤となり、さらには媚び薬やくの原材料の一つとなる草。それ以上に優先すべきものが多いのだろう。

「そうか……、みんなも喜ぶよ。ありがとう」

　頭をなでると、彼女も嬉しそうにした。

　……カーマ草の半分は天日干しにして、長期保存できるようにしようか。それで四分の一は、調理場にある『冷蔵庫』の中に入れてみよう。あっちでも、それなりに保存できるはずだ。

　最後に残った四分の一は、今日イェタに食べさせる。俺は食べず、とにかくイェタに食べさせる。──けっこう効き目がある精力剤をしこたま食らうと、夜、大変なことになるからな！

　調理場のレシピブックによれば果物の天ぷらとかあるみたいだし、甘いカーマ草も天ぷらにしてみれば意外においしいかもしれない。

　そんな風にして作った、カーマ草づくしの料理達。全部あげようと思ったのだが、優しいイェタは当然のように俺に分けてくれ、結果ベッドの中でもんもんとする夜を過ごすことになった。

　──好意で分けてくれると、断れないんだ。

　カーマ草は、普通に食べただけでは女性には効果がないみたいで、イェタは幸せそうに眠っていたよ。




　翌朝──

「いってらっしゃーい！」

　ブンブンと手を振るイェタに見送られ、俺は町へと出発した。

　魔物を警戒し、方位針で進む方角を確認しつつも、ひたすら歩く。……この道程にもなれてきた気がするな。

　しかし、いつもの道のりの半分程度を過ぎたころだった。

「これは……」

　俺の目の前に、何本ものなぎ倒された木々が現れたのだ。魔物か何かか。獲物を追って、木をなぎ倒しながら進んだのだろう。

　よく見ると、地面に血のあとのようなものもある。追われているほうが、手負いなのかもしれない。

　木々をなぎ倒した何かは町の方角へ進んでいる。このまま進むとそいつと出会ってしまいそうだな。

「……ここは、ちょっと遠回りしていったほうが良いか」

　俺が、そんな判断を下したときだ。その『何か』が進んだのであろう方角から、人の悲鳴らしきものが聞こえてきた。

「……様子だけ、見るか」

『倉庫』から先端が黒くなった矢を出す。今朝作った毒矢だ。うっかり素手で触れると、手がめちゃくちゃヒリヒリする。

　毒矢を弓につがえると、悲鳴の元へと静かに走り出した。

　しばらくし、目に入ったのは、魔物に襲われている冒険者の少年たちで……

　敵はオーガか！

　数は一体だが、二メートル半以上の巨体を持つ、二本角の鬼だ。

　赤銅色の肌を持ち、人肉を好んで食らう。心臓に魔石を持つ、魔物だった。

　対するのは三人の少年。二人は地面に倒れていて、たった一人しか立っていない。

　弓の射程に入る前に、オーガがこん棒を振るい、その立っていた少年も吹き飛ばされた。

　のっそのっそと倒れた少年たちに近づくオーガ。

　とどめを刺そうというのだろう、こん棒を振り上げた。毒矢は持っているが、うまくできているのかわからない。

　見捨てたほうがいいのかもしれないが、──しかしヤツは今、弓の射程内だ。

　迷いながらも、俺はオーガへと矢を放った。

「ガァァァ！」

　オーガの悲鳴。毒矢は見事、首筋に刺さったのだが……

「くっそ、普通に動いてやがる！」

　俺に気がついたオーガが、重い足音をたて走ってくる。

　巨体に気け圧おされながらも、新しい毒矢を『倉庫』から取り出す。

　一本で足りなければ、二本だ。

「効いてくれよ……」

　祈り、放った矢はヤツの胸に突き刺さった。

「どうだ！」

　──止まらない、オーガ。

　ヤツがこん棒をふるい、俺は、それを、地面に転がってどうにかよけたのだ。

（効いてねーっ！）

　毒の作り方が悪かったのか!?

　立ち上がりつつ、『倉庫』から、今度は薬ビンを取り出す。

「なら、こっちなら──」

　うまく割れてくれよ、と祈りながら投げた薬ビン。

　胸のあたりに飛んできた、そのビンを、オーガの目がとらえる──

「グオオオッ！」

　咆ほう哮こうとともにふるわれた、ヤツのこん棒。それが見事に薬ビンをとらえた！

　パリーンという音とともに砕けるビン。

　ビンの中身は、唐辛子に魔力を混ぜて作られた液体。鼻がいい魔物を追い散らすために持っていた、刺激臭をばら撒まく霊薬だ。

「グオオオッ!?」

　オーガの悲鳴。刺激臭のせいで、目からポロポロと涙を流している。ちょっと離れたところにいる俺まで目が痛いから、あいつの痛みは相当なものだろう。

　ここはオーガに近すぎる──

　涙を流しつつもオーガから離れ、三本目の毒矢を取り出した。

（今度こそ！）

　放たれた毒矢は、ヤツの肩口あたりに突き刺さった。足音をできるだけたてないように移動。

「グオオオッ！」

　目を刺激臭にやられたオーガは、矢が飛んできた方向に向けてブンブンとこん棒を振りまわすが、その範囲に俺はいない。

「グオオオッ！」

　こん棒が届く範囲に俺がいないことを察したヤツは、さっきまで俺がいたあたりに突撃していた。

（うん……目が見えないにしては、なかなか勘が良い。まあ、俺が弓を放った場所からは、ちょっとずれた場所だが）

　背中を見せてくれたオーガに、毒矢をもう一発放った。

（動きが遅くなっている。毒矢が効いているのだろうか）

　そんなことを考えながら、『移動→毒矢を放つ→移動』のサイクルを繰り返し、毒矢が切れれば『倉庫』から毒ビンと矢の束を取り出し、新しい毒矢を作った。

　そうして、さらに五本ほどの毒矢をヤツに叩たたき込こんだころだろうか。

「グオオオッ……」

　動き回っていたヤツの動きが、とうとう止まった。──毒が回ったのだ。

　頭から地面に倒れたオーガ。その体を観察しながらも、追加の矢を『倉庫』から取り出すと、毒矢を一本だけ作りヤツに射た。

　……ピクリとも動かなくなったが、もうちょっと放っておくかな。

　死んだと思った魔物に近づいて殺される。そんな冒険者の話はいくらでもあるから。

　だが、イェタがくれた毒草のおかげで、どうにか倒すことはできたようだ。本当か知らないけど、普通の矢なら、百本食らっても生きてたって話がある敵だからな……

　オーガを倉庫にしまいたくはあるが人命優先だ。俺は、倒れている三人の少年のところへと向かった。彼らを見る。年齢は、十三歳から十五歳ってところか？

「大丈夫かい？」

　戦っている間に目を覚ましたのだろう。少年の一人が、震える体で立とうとしていたので、傷を癒す霊薬を渡した。

　さらに他の二人を調べる。一人は脈がない。もう一人は、ただ気絶しているだけのようだ。

「に、兄さんとテッドは……」

　少年は、渡した霊薬を飲み終えたようだ。

「うん、こっちの子は気絶しているだけみたいだけど、こっちの子は……」

「そんな……兄さん……」

　彼が、死者にヨロヨロと近づく。信じられないというように動かなくなった兄の体を揺さぶった。

「うう……」

　もう一人の少年も目を覚ましたようだ。

　たしかテッドと呼ばれていた。さっき調べたときは、出血も止まっていて、特に体に問題はなさそうだったけれど。

「大丈夫かい？」

　うめき声をあげた彼に、俺は霊薬を渡そうとする。

「あなたは……？　それにビリー、なんで泣いてるんだ？」

　俺を見て、次に涙を流している友人の姿に気がつく。

「そうだ、オーガが！」

「その魔物なら、すでに死んでいるよ、安心していい」

　ボーっとしていた頭がハッキリしたのだろう。魔物のことを思い出し、飛び起きようとする彼をなだめ、その手に霊薬を握らせた。

「さあ、飲んで。傷を癒す霊薬だ」

　ゆっくりと霊薬を飲む彼が、地面に横たわる少年の死体に気がつく。

「ウィ、ウィルのやつは……」

　死んだ少年の名前なのだろう。俺は「残念ながら……」と首を振った。

　彼は、俺の目の前でオーガに殴り飛ばされていた。あの一撃に耐えられなかったんだろう。

「ごめんなさい、兄さん……」

　いまだ涙を流しているビリー。「僕の足が遅くて」と漏もらしているから、自分のせいでオーガに追いつかれてしまったと、そんな風に思っているのかもしれない。

「……泣くな、ビリー。お前がいなきゃ薬草は見つからなかった」

　テッドが、なぐさめる。

「お前たちの母さんに、薬草を届けるんだ」

　地面に落ちた袋、そこから飛び出て散乱している薬草を彼が入れなおす。……あれは、心臓の持病の薬草だったかな。多分、心臓の持病を持つ母親のために、この薬草を採りに森に入ったのだろう。

　今年は薬草があまり採れない年だから、森の浅い部分で薬草が見つからず、ついオーガが出るようなところにまで踏み入ってしまったのかもしれない。

　……自分を助けるために森に入った息子が、そのせいで死んでしまったんじゃ母親は悲しいだろう。彼女の気持ちを考えると、複雑な気分になった。

「あ、あの……」

　声をかけてきたのはテッドだ。

「どうしたんだい……？」

「いえ……霊薬やお礼のお金とかを払いたいんですが……」

　お礼も含めて、どのぐらい払っていいのかわからないのかな。

「銀貨七枚ちょっとの霊薬だし、あのオーガの死体でいいよ」

　倒れて動かない魔物を指す。

「で、でも、あれ、俺たちが倒したわけじゃ──」

「俺も、他の冒険者に助けられて霊薬をタダでもらったことがある。気にしないでくれ」

　……まあ、助けたお礼として、けっこうな金を要求されることも多いみたいだが。

「それより、薬草は手に入れたんだろう？　彼の遺品を持って、早く帰ったほうがいい」

　ビリーの兄の死体を示すと、テッドは「すみません」と頭を下げた。

　彼らはギルドカードやお金、武器、遺髪などを遺品として持ち、村への帰路についた。

　村の名前なども告げられ、来てくれればお礼をすると言われたが、果たして行く機会はあるのか……。本当は、送っていったほうが良いのかもしれないが、彼らの村と俺が行きたい町は微妙に方向が違った。オーガなどは基本、魔力が強い森の奥にいるはずだ。この辺の魔物なら彼ら二人でも問題なく対処できるそうだから大丈夫だろう。

　彼らの母親のように、薬草を必要としている人は多そうだな……

　彼らを見送った俺は、オーガの死体に近づいた。

　頭から地面に倒れたせいで、片方のツノが折れている。折れたツノと死骸を『倉庫』に入れた。

　ウィルの死体も倉庫に入れて、あとで墓を作ってやることはできるが、城の近くに埋めると魔物が来そうなんだよな……

　町と違って、火葬する設備もない。イェタから求められていたのは魔物の死骸だけだし、説明もなく、少年の死体が『倉庫』から出てきたら彼女も驚くかもしれない。

　俺が襲って殺したとか思われても大変だしな。

　迷いながらも結局、少年の死体は森に放置することにした。

　そして道中、狼の魔物を倒したりして、町の冒険者ギルドまでやってきた。建物の中へ。

「トーマさん！」

　最近いつもお世話になっている受付の女性、サリーさんが俺に気がつき、挨あい拶さつを交わす。

「こちらへ」

　個室へと入った。

　ギルドには『大量の薬草を誰がギルドに持ち込んでいるのかわからないようにしてくれ』というような要望をしている。その要望を叶かなえるため個室で取引を行うようだ。

「確認をお願いします」

　部屋の中、薬草の束が入った袋を彼女に渡す。

「す、すごい量ですね……」

　ちょっと笑顔がひくついているな。

「別の部屋で査定をしますので、少々お待ちください」

　彼女が部屋から出て行った。そのすぐあと──

「おうっ、トーマ、待っていたぞ」

　部屋の扉が開き、男性が入ってくる。この冒険者ギルドの長、ガルーダさんだ。

「受け取れ」

　彼が、何かを俺に投げた。こちらに飛んできたそれを、あわてて受け取る。

「これは……ギルドカード？」

　俺の名前などが書いてあるが、ランクがＣ級となっている。

「薬草を大量に持ち込んでもらっているからな。今はＤ級だったろう？　ワンランク昇格だ」

「おおっ」

　ほとんどイェタの薬草のおかげだが、すごく嬉しかった。あっ、でも。

「『試験』とかは受けなくていいんですか……？」

「ああ。Ｃ級になってくれると、なんかあったときにお前さんをかばうのが楽だからな。ギルド長の権限で、時間がかかる戦闘試験は免除した」

　ちょ、ちょっとコネを使い倒した感じがして罪悪感があるぞ。

「まあ、トーマの達成した依頼などを見る限り、Ｃ級で購入できるようになる魔物用の毒を使えば、Ｃ級下位としてじゅうぶんやっていけると判断できたのもあるしな」

　そうなのか……

　俺は、前にいた町のギルドでは、もうすぐＣ級と言われながらも『冒険者としては性格が甘すぎる』という理由でランクアップを見送られ続けていたんだよ。

　その後、信頼していたパーティーメンバーに金を持ち逃げされたりして、もう何もかもイヤになってしまった。心機一転、拠点をこの町に移して正解だったな……

　Ｃ級は経験を積んだ冒険者である証あかし。村や小さな町だと、トップのランクがＣ級であることも多い。

　試験を突破しての獲得でないのは残念だったが、ひとつの壁を突破したような実感はあった。

「──お待たせしました」

　感かん慨がいに浸っていたら、薬草の査定を終えたらしい彼女が戻ってきた。

「王金貨三枚か……」

　トレイに載った金貨銀貨を見てガルーダさんがうめいた。

　一枚一千万エーナの王金貨が三枚。その他、金貨銀貨も載っている。

「聖せい剣けん晶しよう貨かも用意しておいたほうが良いか……？」

　彼がつぶやいた聖剣晶貨とは、一億エーナの価値がある硬貨。見たことはないが半透明の宝石っぽいお金らしい。この国の初代王、『聖剣の英雄王』にちなんだ名だ。

　今回持ち込んだ薬草は庶民向けや冒険者向けのものが大半だった。貴族向けの高い薬草を持ち込めば、この三倍以上、一億エーナ近くの報酬を得られるかもしれない。

「それと、こちらを」

　サリーさんが小冊子を渡してくる。

「ガルーダさんからＣ級昇格の話はあったと思いますが、今の薬草の他に、Ｃ級クラスの魔石……、もしくは、こちらの魔物素材を納品し続けていただければ、Ｂ級昇格への後押しができますので」

　見ると魔の森で狩れるＣ級冒険者用の魔物や、そういう魔物から取れる薬とかの素材のリストか。このギルドが昇格した冒険者用に独自に配っている小冊子らしい。

　──ここに載っている魔物を狩りつつ、その魔石か魔物素材をギルドに売れば良いみたいだが、死骸はイェタに必要だからな。載っている魔物も、ほとんどがパーティーで対たい峙じすべき魔物だ。

　……あっ、でも、ここに『オーガの肝』ってあるな。強い毒を使ってしまうと、使い物にならなくなるようだが。

『オーガのツノ』も納品できるのか……。ツノには血管がないから、こちらは何の毒を使って倒しても大丈夫らしい。

　町に来る途中、オーガの死骸やツノを手に入れていた。『倉庫』に入れた物品を意識する。オーガの死体は消えていたが、ツノは残っている。死骸はイェタがポイント化したのか？　ツノぐらいなら、取ってしまっても問題なくポイント化はできる様子だ。

　まあ、麻痺毒も持っていないはずの元Ｄ級冒険者が、これをギルドに納品するとおかしく思われるかもしれないが……

　魔石を取り除いた死骸でもポイントにできたりしたら、ギルドに魔石の納品もできるかもしれない。そこらへんは、一度イェタに相談してから試してみるか。

　考え込んでいる俺に、ガルーダさんが声をかける。

「トーマが戦闘試験を突破できるかはわからんが、Ｂ級になってくれるとこちらも便宜を図りやすい。ただ、無理はするなよ」

　……Ｂ級となると、首都や大きな町でのトップ達だ。顔役であることも多い。

　多くの冒険者が目指すランクではあるが、あくまでも命優先だからな。

　ガルーダさんに「はい」とうなずき、王金貨なんかを小さな袋へと入れた俺は、お礼を言って部屋を出る。そして人目のないところで、お金を『倉庫』にしまった。

　ついでにギルドカードを出し、Ｃ級以上の冒険者しか買えない、例の麻痺毒を受付で買ってみることにした。

「ひとつ六万エーナになります」

　おお、本当に買える。

　親指ほどの大きさの小ビンで六万エーナは、けっこう良い値段だ。──麻痺毒の矢を五つか六つ作れば終わってしまうんじゃなかろうか？

　ただ、この毒が高性能なら、大量にあるお金をここに使うのも良いかもしれない。

　プロが作ったものだし、俺が自分で作ったものより、使い勝手が良い可能性がある。

　一応、霊薬……人の魔力を混ぜ入れ、使い勝手や効果をよくしたり、能力を変質させたものなのだろうか？　見分けがつかないが。

　とりあえず、イェタからお金は好きに使って良いとは言われているし、夜にでも麻痺の毒矢を作って、明日試してみるか。

　そう結論を出し、麻痺毒の小ビンを五つほど購入した。オーガのツノを売るのは次に町に来たときだ。

　俺はギルドを出て、夕食の材料や毒で剣が傷んでしまったときのことも考え、武器の予備を購入。使った霊薬なども補給した。

　今日はオーガ戦でも時間を使ってしまっていたから他の店にはよらず帰路についた。













　途中、イノシシや鹿の魔物を仕し留とめ、日の出ているうちに城まで帰り着く。町の中をあまりうろつかなかったおかげだ。いつもの見慣れた城だが、なんか、城の外で迎えてくれているイェタが手をパタパタさせて興奮している。なんでだ？

「トーマ！　トーマ！　あの、おっきい魔物すごかった！　四十ポイント！　あと狼おおかみで五！　イノシシで五！　鹿しかで五！　六十ポイントになったーっ！」

　なるほど。俺が倒して倉庫に入れた魔物が、なかなかのポイントになったのか。

　行きに倒したオーガが四十ポイント。それ以外の三体の魔物を合計して十五ポイント。これだと全部で五十五ポイントだが、前回未使用分の五ポイントがあり、総計六十ポイントとなったらしい。

「五十ポイントで、今は『鍛か冶じ工房』や『布革工房』『木工工房』が作れる！　六十ポイントで『城レベルアップ』もできちゃうよーっ！」

　おお……

「いっぱいあるな。『城レベルアップ』っていうのが、よくわかんないけど」

「なんか、お城が立派になるって書いてあるよ！」

　へー……

「ちなみに、もう一個『薬草園』を作るとかは無理なのかな」

　薬草は今、町で必要とされているものだが。

「うん！　『薬草園』は中庭にしか作れなかったし、『調理場』や『倉庫』も二つ目作れないから……」

　複数の『薬草園』を作るのも無理かもしれないのか。

　……しかし、そうすると四つのうち何を選んだら良いかわからない。

「イェタは、何か作りたいのとかあるのかな？」

「ん？　んふふー、どーかなー。当ててみて……」

　……どうも選びたいものがあるようだ。何だろうな。

　ずいぶんワクワクしているようだし間違いたくないぞ。そう思いながら、おそるおそる考えを口にする。

「えっと……、きれいな服とかが作れそうな、布革工房なんかは」

　あっ、イェタの口が『へ』の字になった！　ちょっと涙目だし、これは違う！

「──良さそうなんだけどイマイチかなー？　じゃ、じゃあ、鍛冶工房もあるのかー」

　無意識にだろう、首がイヤイヤというように横に振られているから、これも違う、と。

「木工工房のほうは」

　絶望している彼女の目から、一筋の涙が流れた。

「木工工房もあんまり役に立たなそうだよな！　でも、この城レベルアップは……」

　ぺかー、と期待に輝くイェタの顔。

「けっこう良さそうな気がする！」

「うん！　うん！　そうだよね！　わたしが立派なお城になったらトーマもうれしいよね！　しかたないなー、トーマもそれ選びたいんならしかたないなー。じゃあ、お城レベルアップ選んじゃおっかなー！」

　ど、どうにか正解できた。

　そういえば、イェタは前に『立派なお城になりたい』とか言っていた。あせらなければ、当てられる問題だった。

「じゃあ、イェタ。その城レベルアップ、頼むよ！」

「うん！」

　彼女が手を挙げる。城を淡あわい光が包み、それが消えた。

「おお、これは……」

「やったー！　お城、きれいになったー！」

　イェタがはしゃいでいる。

　窓が割れていたり、建物の一部が崩れていた場所などが修復されている。

　くすんでいた色も全体的に白くなっていて、ちいさな白はく亜あの城……『宮殿』って感じだ。森の中で、ちょっと目立っている気はするが……

「なんか新しい設備もできたみたい！　来て！」

　彼女に引っ張られて、きれいになった城の中へ。

　いつも俺達が一緒に寝ている部屋へと連れてこられた。

「たぶん、トーマに嬉うれしいのは、この寝室かな。わたしのお城以外では使えないけど、ベッドが魔法のベッドになった！　寝ていると傷や体力、魔力なんかが早く回復するって！」

　何それスゴい。

「あと、あっちに小さい部屋があって、そこはトイレ。使った後、魔力を流すとキレイになる！」

　へー、『浄化』の魔法みたいなのがかかってるのか？

　大きいほうや小さいほうをした後、そこに『浄化』の魔法をかけると、大きいのなどが消えるらしい。するときに城の外へ出て行かなくて良いのは楽だ。

「あと客間とか、住人用の仮眠室、住人用のトイレなんかがあるよ！」

　イェタが、それらの部屋を案内してくれる。

『城の住人用の仮眠室』というのは、ちょっとせまい。二段ベッドが並んでいる。

　トイレには手を洗うための水場があった。調理場にもあった『蛇口』という魔道具がついている。

「あと、トーマ！　ここが、すごいんだよ！　じゃじゃーん！　だいよくじょーう！」

　イェタが最後に案内したのは、でっかい浴場……風ふ呂ろ場ばだった。

「他にも遊ゆう戯ぎ室とかイロイロあるみたいだけど、どうでもいいよね！　お風呂入ろう！」

　ぽんぽーん、と服を脱いだイェタ。止める間もなくお湯にバシャーンと飛び込んだ。

「トーマも一緒に入ろうよーっ！」

　いや、良いけどさ……

　できれば全部の説明を終えてからにして欲しかった……




　そうして風呂を終えた俺たちは、調理場に移動していた。食事のためだ。

　作ったのはレシピブックに載っていた『フライパンで簡単！　お好み焼き』という料理。イェタに前々からリクエストされていたものだ。そして、できた熱々の『お好み焼き』に『ソース』と『けずりぶし』というのをかけたのだが……

「なんだ、これ……」

　お好み焼きの上に載せた『けずりぶし』が、モジャモジャ動いている。

　まるで魔界の生き物のような……

　前に使った『けずりぶし』は、こんな動きはしていなかったと思うんだが。

「わー、けずりぶしが、おどっているねー！」

　踏み台に乗って、それを見るイェタは楽しげなのだけれど。

「こ、これ、けずりぶしが踊るっていうのか？」

「うん！　たぶん、そう！　レシピブックの『らんがいコラム』に書いてあったから！　ここ！」

　あっ、本当だ。

「いっただっきまーす！」

　躊ちゆう躇ちよしないイェタが、フォークを持ち、フライパンから直接お好み焼きを食べる。

「あついー！　でも、おいしー！　トーマも食べてみてー！」

　フォークでザクリとお好み焼きを刺し、俺の口にそれを運ぼうとするイェタ。

　──もじゃもじゃと蠢うごめく、けずりぶしが載るお好み焼きを……

　くっ……どこの誰だ。こんな悪魔のような食べ物を考えついたのは！

「はい、あーん！」

　半泣きになりながら、それを食べると……

「ん……、あれ？　これ、すごく、おいしい」

　ふわとろアツアツの、今までにない味だった。

　このレシピブックの料理、どれもスゴイな……

　そんな風にして食事を終え、今は後片付け中──

「ねーねー、トーマー、今度ポイントが貯たまったら、石壁とか投石機つくろうよー。そうすると、お城っぽくなるー」

　イェタが、おねだりする感じで話しかけてきた。

「……石壁とか投石機なんかも作れたのか」

「うん！　城レベルアップするときに、そういうのが新しく作れるようになるって書いてあった！　あと宝物庫とか調合室とか、いろいろ新しく作れるようになるみたい！」

　へー。

「他には、どういうのが作れるようになったかとかは、わかんないのかな？」

「うん！　わかんない！」

　……なるほど。実際にポイントを獲得すれば、確認できるようになる感じだろうか。

　彼女が挙げた施設の中で、個人的に気になったものがあったのだが……

「調合室ってのは、薬草関連の調合ができる部屋なのかな？」

「ん？　トーマは、調合室が気になるの？」

「うん……、持っている毒を強くできればいいなー、と思ってね」

「おー……、……そうすると、トーマ、魔物いっぱい倒せる？」

「わからないけれど、強い魔物をいっぱい狩れるようにはなる」

　彼女に言う。

「ポイントのことだけ考えると、ゴブリン中心の狩りでも良いのかもしれないけれど、いざという時のために冒険者ギルドのランクも上げておきたいんだ」

　Ｂ級になるといくつか特典があり、問題が起こったときもギルドから、かばってもらいやすくなる。また、強い魔物を倒せば、それによる身体能力の強化も望める。

　Ｃ級に上がった人間がオーガを安定して狩れるようになるのにはかなり時間がかかるというが、それでも強くなればイェタを守りやすくなると、そんな説明をしようと思ったんだが。

「うん、いいよ！」

　あっさりと、うなずく彼女。

「トーマのこと信頼してるし、トーマがそう言うんなら、わたしも調合室、試してみたい！」

　……正面から『信頼している』と言われると気恥ずかしく感じるものの、嬉しくもある。

「……じゃあ、あとは冒険者に、この城が見つかったときの対策かな」

　前々から思っていたのだが、森の中にある城っぽい建物は目立つ気がする。

　周囲の木々で隠されているから、意外に見つけにくくはあるんだが。

「んー？　それなら大丈夫だよー」

　彼女は、こてん、と首をかしげた。

「城の住人や、城の中にいる生き物が招かないと、普通の生き物は、この城のことに気がつけないよー」

　そうなのか……。城が目の前にあるのに、そのことに気がつけない。そんな認識阻そ害がいの結界のようなものがあるのだろうか。

「なんか、ダークエルフさんが自分たちの薬草園にかけているのと同じような強い魔法なんだってー」

　たしかに、それはすごそうだな。噂うわさでは、ダークエルフ達は、魔法の優秀な使い手だって話だから。




　翌朝。魔物狩りに出発する俺は、城門でイェタにお見送りをされていた。

　今日は、まず毒の強さについて、『冒険者ギルドで買った麻ま痺ひ毒』と『イール草から作ったオーガを倒した毒』、二つを比べる予定だ。

　帰ってきたら『体の一部が欠けた魔物の死し骸がいでも、ポイント化できるのか』を調べる。──こちらについては、ツノぐらいなら欠けていても大丈夫というのはわかっているのだが。

「それじゃあ、いろいろ実験したいことがあるから……、今日は魔物の死骸のポイント化はしないでおいてね」

「うん！　わかった！　無事に帰ってきてねーっ！」

　元気いっぱいの彼女に手を振り返しながら、ちいさな白亜の城をあとにした。

　獲物を探し、森の中を歩く。

　罠わななどを使えれば、そこを巡回すればいいだけなのだが、魔物の中にそういうのを解除するのが得意なヤツがいたり、ゴブリンに死骸を奪われたりなどで、この森ではどうも使いにくいから……。そんなことを考えながら、しばらく──。城から近いところで、俺はゴブリンの通った跡を見つけていた。

「……今日はついているな」

　こん棒で、腰ぐらいの高さの木を叩たたいたようだ。木の枝が大量に折れている。獲物が見つからないときに、ゴブリンなどがよくやるクセだが……

「足あとは……。これか」

　追跡をする。そして、すぐ近くで、何かを探すようにうろつく二体のゴブリンを発見した。……二体か。これもラッキーだ。イェタの薬草園で採ったイール草から作った毒と、冒険者ギルドで買った麻痺毒。二つの毒を、二体のゴブリンで試し、比べることができそうだ。

（まずは薬草園の……イール草の毒だ）

『倉庫』から出した毒矢を弓につがえ、一体に狙ねらいをつけたのだが……

「グオ？」

　──今日は、あまりついていない日のようだ。

　そのゴブリンが、たまたまこちらを見て、俺たちの目がバチっとあってしまった。

（くそー！）

　心の中で罵ば声せいを浴びせ、俺は矢を射る。

「グオオオッ!?」

　手で体をかばうゴブリン。矢がヤツの手のひらに当たる。

（くっ……、あそこじゃ、毒があってもダメか？）

　なんて思っていたんだが……

「ギュゥゥッ」

　そんな聞いたこともない声をあげたゴブリンが、バタンと倒れ一瞬で動かなくなってしまう。

「グオオオッ！」

　もう一体のゴブリンも俺に気がついたようだ。

（毒の効果に驚いているヒマはないな）

　今朝作った麻痺の毒矢を取り出すと、走ってくるゴブリンに射る。今度は肩に当たった。

（おっ、理想的な場所だ！）

　そんな風に喜んでいたのだが──

「グオオオッ！」

　ゴブリンは止まらず、俺の元へ来る。元気良く手に持つこん棒を振り回した。

（効いてねーっ！）

　こん棒を、飛びのいて避よける。

　弓を『倉庫』にしまうのは、少し集中がいる。腰の長剣を抜くため、手に持つ弓を捨てようとした瞬間に異変が起こった。急に、目の前のゴブリンが倒れたのだ。

（あっ、麻痺の毒が効いたのか）

　地面に倒れたゴブリンは、動かない体でいまいましそうに俺をにらみつける。

「グオオオッ!!」とひときわ大きな咆ほう哮こうをあげ、動かなくなった。

「グオ？」「グオグオ？」「グオ」「グオー」

　そんな鳴き声が聞こえ、四体のゴブリンが姿を現した。

（足跡は二体だけだったが、仲間がいたか！）

　まあ、人間でも薪まき拾ひろいのためとかで二人だけ別行動するなんてこともある。

　俺は、真ん中でえらそうに指示を出しているヤツに毒矢を射ると、逃げ出した。

「グオーッ！」「グオグオ！」「グオオオッ！」

　リーダーっぽいのは仕留めたが、残り三体は逃げない様子。

　木々の中を逃げ回りながら、一体ずつ確実に仕留めていき、やつらを全滅させた。

「終わったか……」

　ゴブリンの相手は慣れているから、逃げ回る中、麻痺毒の矢を使ったり、イール草の毒矢を使ったりして、毒の効果を確かめることもできた。

　やっぱりギルドで買った麻痺毒は、効くのにほんのちょっとの時間がかかる。

　イェタの薬草園で採った薬草から作ったイール毒のほうが、効果は高いようだ。

「麻痺毒は、しばらく使わなそうだな……」

　ちょっと残念に思いながら、ゴブリンを『倉庫』に入れる作業を開始した。

「あれ……？」

　リーダーっぽいやつを倉庫に入れようと近づいたところ、そいつがこん棒を持つのとは逆の手に、何かを抱えているのに気がついた。

「これは……『ブラウニー』か？」

　手のひら二つ分ぐらいの背の高さを持つ、耳がとがった小人……一応、心臓に魔石を持つ魔物だ。このブラウニーは、小麦色の肌を持っている。

　今は目を閉じているからわからないが、目は白目の部分も含め、黒一色だったはず。

　臆おく病びようだが、好奇心は旺おう盛せいというよくわからない魔物。──手先が器用で、森に仕掛けた罠などを、遊び感覚で解除してしまうという。

　ゴブリンたちの今日の食べ物だったのだろうが……

「こいつは、『従じゆう魔ま』の首輪をしているのか」

　星型の紋章がある首輪は、魔物使いにより慣らされた魔物である証あかし。人の味方だ。

　ただ、この首輪、革ではなく、木で作られている。

　エルフは、小鳥の『従魔』とかにツタから作った首輪をつけるって聞いたことがあるが、もしかして、ダークエルフとかの従魔なのだろうか。

「しかし、グッタリとしているな……」

　ゴブリンの腕からブラウニーを救出し、様子を確かめる。……胸の骨が折れているのかな？　思ったより重傷だ。

　飲むよりもかなり効果は薄くなるが、霊薬を体につけて回復力をあげることにする。

　いつも持ち歩いていた包帯に霊薬をかけ、怪け我ががヒドそうな場所に巻いた。これで出血などは止まるはず。ブラウニーの従魔はおとなしいことで有名だから、連れ帰っても大丈夫だろう。

　衝撃を与えないよう、その子を抱えると城への帰路についた。

　そして、城に気絶したままのブラウニーを持ち帰ったのだ──

　入り口で、手を振っているイェタの姿。彼女に、『そのブラウニーも、ポイント化したい！』とか言われたらどうしようと、ちょろっと心配したのだが……

「なに、その子！　かわいい！」

　余計な考えだった。ブラウニーを見て目を輝かせている。

「寝てるの？」

「多分、気絶をしているんだと思う。ヒドい怪我をしているから」

「……じゃあベッドの上に寝かせる？」

　……俺たちが夜に使っているベッドか。

　使用感が抜群なのだが、上に乗っているだけで傷や体力、魔力などを回復させる効果もある。

「そうだね、それが良い」

「うんっ！　あっ、じゃあ、わたし、体に貼る薬草採ってくるね！」

　タタタターっと走っていくイェタ。レドヒール草を採りにいったんだろう。あれは、よくもんで傷口に貼り付けても効果がある。

　俺は寝室にブラウニーを運び、ベッドの上に寝かせた。様子を見ると、霊薬をしみ込ませた包帯代わりの布が乾いてしまっていた。これじゃあ、もう効果は望めない。包帯を取り患部や体を清潔にした。

「薬草とって来た！」

「ありがとう」

　イェタが採ってきた薬草をよく揉もんでから、彼……彼女か？　とにかく、その子の体に貼り付けて、上から新しい包帯で縛った。

「……できるのは、このぐらいかな」

　作業は終わったし、そろそろ死骸のポイント化をしようか、なんてことを言おうとしたのだが……

「かわいいねーっ」

　とろけたような笑顔で、イェタがブラウニーを見ている。

「……魔物を狩ってきたんだけど、もうちょっと、ブラウニーを見ているかい？」

　その言葉に、ちょっと迷った様子で、でも最後には「うん！」と元気よくうなずいたのだ。

　今日はブラウニーを見つけ、すぐ帰路についた。日が落ちるまでじゅうぶんな時間がある。ブラウニーの薬草の交換もしたいし、イェタが満足するまでつき合うか。

　そして、けっこうな時間が経たった──

「……そ、それじゃあ、ポイント化の検証をしようか？」

　イェタは、まだブラウニーを見ていたかった様子だが、午後も半分過ぎてしまった。

　彼女を促し、ゴブリン六体のポイント化のため、城の外に出ることにした。

　服も汚れても良いものに着替える。強い毒も使ったから、俺もイェタも、血が素肌にかからないように気をつけないと……

「体の部位が欠損した魔物のポイント化ができるかを調べたいと思うんだけど」

　……持って帰ってきた魔物、特に欠損がないんだよな。

　イェタの目の前で、切断作業とかするのか……

　さっき、やっとけば良かったと悩んでいたらイェタが首を、こてん、と傾かしげて聞いてきた。

「わたしも、うで、もぐの手伝う？」

　そんな作業は、させられない。

「……イェタは魔物の解体とか目の前で見るのは大丈夫かな？」

「大丈夫ーっ！」という応こたえ。「トーマのお手伝いしたいー！」なんて嬉しいことも言ってくれて……、じゃあ、やってみるかな。気持ち悪そうにしていれば、やめれば良いし。

　こんな感じで、魔物の解体作業とポイント化が開始された──

　──そして作業の結果。

「……どうやら欠損部位は、ある程度までなら大丈夫みたいだな」

　肝を取った死骸など、いくつか試してみて、ポイント化は問題なくできた。

　ポイントになっても肝などは消えずに残り、いつも通り十ポイントを獲得できていた。

　これならば、オーガの肝を採取したり、カニの魔物の足を半分ぐらい採取しても大丈夫そうだ。問題なく残りの死骸からポイントを獲得できる。

　冒険者ギルドへの魔物素材の納品も可能そうだった。

　ただ、残念なことに、魔石を取ってしまうとポイント化ができない様子。

　魔石のない人間やエルフ、動物などもポイントにできないのだと思われる。

　魔石を体内に戻してやればポイント化はできたが、損傷が激しいせいか、かなり集中が必要と言っていた。

　同じく、損傷が激しいバラバラになったような死骸も、ポイント化が難しい可能性がある。

　試してみたいのだが、そんなものをイェタに触れさせるのは気がひける。

　それはそういう死骸ができたときに考えればいいやと、そんな結論を出した。

「手伝ってくれてありがとう。とりあえず、持って帰った死骸も六つ全部使っちゃったし、後片付けして体や服を洗おうか」

　その言葉に「うん！」とイェタがうなずいた。

　ポイント化の検証を終えた俺たちは、後片付けなどを済ませ、風呂にも入りさっぱりした。

「トーマ！　施設どうする？　五十ポイントで調合室が作れるみたいだから作る？」

　今日は六体のゴブリンをポイント化できている。それだけで六十ポイント。じゅうぶんに調合室分のポイントをまかなうことができていた。

　この調合室があれば、持っている毒を強化することができるかもしれないのだが。

「……ちなみに、今、作れる施設ってどんなのがあるの？」

「鍛冶工房と布革工房、木工工房！　これは前と同じ！　新しく石工工房、調合室が作れる！　全部、五十ポイントで作れるよ！」

　ほー。

「同じく五十ポイントで、調理場のレベルアップができる！　調理器具が増えて、レシピブックにあった『おこめ』っていう名前の食材なんかが定期的に支給されるようになるって！」

　あー、町でも見つからなかった食材か。

　イェタも食べたことがないので、食べてみたいと言っていた。

「あと、城を囲む石壁が、二十五ポイントで設置できる！　これを設置すると、作れる施設がいくつか増えるみたい！　すごいね！」

　なるほど、迷うな。

「あとは魔ま動どう投石機、魔動大型連れん弩どっていうのを五十ポイントで作れる！　かっこよさそうだね！」

　……彼女は、城壁や防ぼう衛えい兵器が欲しいみたいだ。

　食事も好きだから、調理場のレベルアップもやりたがっている気がする。

「……調合室じゃなくて、他のを設置しようか？」

　その言葉にフルフルと首を横に振るイェタ。

「強い毒があればトーマも安全になるかもしれないし、調合室がいい！」

　そうか……

「じゃあ、調合室の作成、よろしく頼むかな？」

「うん！」

　一緒に近くの空き部屋へと移動。

　閉じている部屋の扉に彼女が触ると、そこが光った。

「できたよー！」

　パカっとイェタが扉を開く。

「薄暗いな……」

　部屋には、なにやらよくわからない金属やガラスの機材が所せましと置かれている。

「薬品とかの自動濃のう縮しゆく機、ここにあるって！」

　俺の背ぐらいある、円筒状の銀色の箱を指差すイェタ。

「魔力を加えて、薬品の中の水とか、いらないものを消したりするみたいだよ！」

「……とりあえず、使ってみるか」

　円筒状の機械には扉がある。開けてみたが、ここからどうしたらいいかわからない。

「中に薬品や霊薬を入れたビンを置いて、このボタンを押せばいいみたいだよ！　ビンのフタは閉めてても開けててもいいって！」

　なるほど。

「じゃあ、この城で採れたイール草から作った毒を二つぐらい置いて」

　……そういえば麻痺毒とかもあるな。

　さらに傷を癒いやす霊薬とか、唐とう辛がら子しから作られた刺激臭を出す霊薬なども持っていた。

「予備があるものは、ためしに一つずつ置いてみるか」

　俺は毒や霊薬などが入ったビンを置き、魔道具のフタを閉める。

「じゃあ、ボタン押すよー！」

　イェタがボタンを押すと、ブーン、というかすかな音が魔道具から聞こえ始めた。

「大体、一時間か二時間ぐらいでできるって！　この赤いランプが青くなってチンって鳴ったら終わり！」

　そのぐらいか。

「……じゃあ、その間に夕食くっちゃうか？」

「わーい！　食べるー！」

　一緒に調理場へ移動し、適当にハムカツというのを作りパンにはさんで、薬草のサラダやスープと一緒に食べた。レシピブックにあった料理だ。

　サクサクしたハムカツは初めて食べる味で……、王都にこんな食い物を出す料理屋があれば行列ができそうだな。




　食事をとった俺たちは寝室へ戻る。寝かせていたブラウニーの様子を見るためだ。

「かわいーねー」

　ベッドの上のブラウニーを見て、とろけた表情のイェタ。

「まだ目覚めていないみたいだね」

　そう言いながら、怪我の様子を見る。

　ベッドの回復効果とレドヒール草のおかげで、かなり良くなっているようだ。

　この様子なら、もう大丈夫そうだな……

「じゃあ、俺は、ちょっと毒の様子見てくるよ」

「わたしも行く！」

　二人で、濃縮中の、毒薬や霊薬の状態を見に行った。

「終わってるね！」

　青いランプが点灯し、ブーンというかすかな動作音もなくなっていた。中を見る。

「……傷を癒す霊薬は、丸い飴あめのようになっているな」

　ビンのフタをあけて中の飴みたいなものを取り出す。指で揉んでみると、なんか弾力があった。

「うまくできたみたいだね！　『グミ状になっている』って書いてあるけど、……ぐみって何？」

　彼女にしか見えない、謎なぞの板の文字を読んだイェタが、首をかしげている。

「……そんな名前の果物があった気がするけど、何なんだろうな」

　俺も首をかしげながら、とりあえず、そのグミ状になった霊薬を試してみることに。

　ナイフを取り出し自分の腕を軽く切る。グミ状の霊薬を口に入れ咀そ嚼しやく。呑のみ込こんだ。

「おお、問題なく治ったな」

「……この麻痺毒も『ぐみじょう』になっているね。トーマが作った毒は良い感じに黒くトロっとした濃縮毒になっているよ！　もう一回やったら『ぐみじょう』になるって」

『倉庫』から踏み台を出したらしいイェタが、それに登り毒の状態を見ている。

　ギルドで買った麻痺毒は、グミ状になっちゃったのか。剣や矢に塗りにくそうで使えそうにない。一方のイール草から作った毒は良い感じだ。量は二分の一ぐらいになっているが、これは次の狩りのときに効果を試してみよう。

「あと……唐辛子の霊薬がすごいことになっているみたいだけど……」

　……本当だ。なんか液体が、赤く輝いている。その輝く液の中、小さな稲妻のようなものも走っていた。

「投げて割ると、良い感じに大炎上するって！」

　……これは近くに燃え広がるもののない川辺とかで試さないとダメそうか。

　この森の木は、豊富な魔力のせいか燃えにくくはあるのだが、森林火災の可能性もありそうだ。

「とりあえず、全部『倉庫』にしまうか」

　イール草の濃縮毒や、唐辛子の濃縮霊薬などを『倉庫』にしまった。

「毒とか唐辛子の霊薬は危険だから、『倉庫』から出さないでね」

　念のため、イェタにそんな注意をしたのだ。




　翌朝──

「きゅっ？　きゅう？」

　いつもの寝室の中、そんな耳慣れない何かの鳴き声で、目を覚ました。ブラウニーの鳴く声だ。──小人のような外見だが、しゃべれる魔物は少ないからな。

　目を開けるとイェタももう起きていたようだ。なんかブラウニーと見つめ合っている。

「おはよう、イェタ」

「おはよう！」

「ブラウニーも、元気になったか？」

「きゅっ？」

　話しかけられたことがわかったのだろう、俺を見てブラウニーが首をかしげている。

　怪我はもう大丈夫そうだが、念のため傷を回復する薬草を与えよう。

　俺は『倉庫』からレドヒール草を出し、それをあげた。

「きゅっ！」

　両手でレドヒール草をつかみ、もぐもぐと食べるブラウニー。

「あっ、わたしもあげたい！」

　イェタが、カーマ草を取り出し与えようとしていたので、あわてて止める。オスかメスかわからないのに、男性にめちゃくちゃ効果のある精力剤を与えるのはマズい。

　代わりにクッキーを取り出し、イェタに渡した。

「わーっ、クッキー食べてるー！　かわいいーっ！」

　イェタの手から、直接クッキーを食べるブラウニー。












　もともとおとなしい従魔だが、ずいぶんと人に慣れている。

「じゃあ、とりあえず朝食でも食べようか？」

「うん！」「きゅっ？」

　彼女達を連れ、調理場に移動し、バターを引いたフライパンでハムと薬草を炒いためる。塩と胡こ椒しようで味付けをし、その野菜炒めをパンと一緒に彼女達に出した。

「薬草がしゃきしゃきするねーっ！」

「きゅっ！　きゅっ！」

　食用の薬草に、ちっちゃなニンジンっぽいものや、ちっちゃなキャベツみたいなものがあった。それを材料にしたせいか、思ったよりおいしくできたようだ。

「食べたーっ！」

「きゅっ！」

　食事を終えた俺達は薬草園へ。

　そろそろ採った薬草も復活しているはずだ。

「おー！　元に戻ったねー」

「今日は薬草採取して、明日またギルドに薬草を売りに行く感じかな……」

「きゅっ？」

　そんな感じで、俺達は薬草採りを開始。お昼ちょっとすぎまで、作業をした。

「終わったー！」

「きゅー……」

　今日は、前よりも手早く終えることができた。途中からブラウニーが参加してくれたおかげだ。

　ブラウニーの従魔は器用で、家の使用人として使われることも多い。薬草採取の手伝いも問題なくこなせた。

　それじゃあ、あとはどうするかな。この時間帯なら、少しだけ魔物狩りができるかもしれないが……

「トーマー！　遊ぼうっ！」

　イェタに声をかけられたので、そちらを見ると、彼女が箱のようなものをいくつか持っていた。

「……何、それ？」

「おもちゃ！　城の遊戯室にあったから『倉庫』に入れといた！」

　あー……

「それもいいかな……。ちなみに、魔物狩りのほうは──」

「遊ぼう！」

　断言をされたため、城の寝室に行き、『おもちゃ』とやらで遊ぶことにした。

「三つある！　『リバーシ』に『ジェンガ』に『すごろく』！　どれからする？」

　聞きなれない名前のゲームに戸惑う。イェタも初めて遊ぶゲームのようだ。

　説明書を読解しつつ彼女と遊ぶことになった。

　イェタにあわせて、ハンデとかつけたほうが良いのかな、と思いながら一通りやってみたんだが──

「きゅ、きゅう！」

　積み上げられた、『ジェンガ』のブロック。その一つを片手でツンツンし、抜いたブラウニー。

「きゅう！」

　イェタに渡すと、彼女がそれをジェンガの一番上に積んだ。

　イェタは『すごろく』以外どれも弱かったため、ジェンガのときはブラウニーに勝負を手伝ってもらうことにしたようだ。

　そして、このブラウニー、ジェンガがめちゃくちゃ強かったんだよ……

　背の低さのせいで上のほうのブロックは抜き取りにくそうだが、それでも『そこ絶対くずれるだろ』ってとこに挑戦し、見事にブロックを抜き取っていく。

　罠を解除する能力がある魔物だから、手先が器用なんだろう。

「トーマの番だよ！」

　……なんか、どこ狙っても崩れそうなんだよな。崩れてしまうと負けだ。気をつけないと……

　俺は一つのブロックに狙いを定め、それを指で静かに押した。

「あっ」

　悲鳴とともに、ぐらぐらと揺れるジェンガ。しばらくし、どうにか揺れが止まる。

「おおー」

　感かん嘆たんの声をあげながら、取りかけの一本だけ突き出たブロックをつんつんとするイェタ。グラングランしてるから、やめて……

「……しかし、これ、もう無理なんじゃねーかな」

　そんな弱気な発言をしながらも、その一本をどうにかこうにか抜いた。

「次は、わたしの番だよ！」

　そう言いながら、ジェンガの近くにブラウニーを置く彼女。

「きゅっ！」と応じたブラウニーが、ちょんちょんちょんとジェンガのあちこちをつっつく。それでバランスが整ってしまったのだろう、ブロックの一本に狙いを定め、軽々と押し抜いていた。このブラウニーが強すぎる……




　翌朝──

　今日は、冒険者ギルドに採取した薬草を売りに行く日だ。弓を持って外に出ようとしたのだが……

「きゅっ！」

　なんかブラウニーが俺の背中に登ってきた。一緒についてこようとしているのか？

「……今日は町に行く日だから、君はお城で待っていてね」

　まあ、それ以外にも、道中いくつかの実験をするつもりだが……

　俺はブラウニーを抱き上げ、イェタに渡した。

「じゃあ、イェタ。このブラウニーの様子を見ていてあげてね。一応、冒険者ギルドについたら、行方不明のブラウニーがいないか聞いてくるから。多分、ダークエルフたちの従魔だとは思うんだけど」

　……ダークエルフの従魔だったら、どうやって主人を見つけてあげればいいのか。

　彼らがいそうな森の奥まで、こいつを連れて行けばいいのだろうか。

「うん、わかった！　まかせて！　トーマも気をつけてね！」

　それに「うん」とうなずいて、彼女に見送られながら町へと歩き始めた。

　そして途中、森の中を流れる川へとたどり着く。

「ここなら大丈夫かな」

『投げて割ると、良い感じに大炎上する』という唐辛子の濃縮霊薬。それを試したいと思っていた。森で試すと、木に火が燃え移りそうだが、開けた石の川原のようになっているこの場所なら平気なはず。

　慎重に、燃えるもののなさそうな場所を見定める。できるだけ川に近い位置がいいか。

　唐辛子の濃縮霊薬を『倉庫』から取り出すと、そこに向かって「えい！」と投げた。

　パリーン、というガラスが割れる音のあとに、ボン、という爆発するような音が続く。

「おおお!?」

　そんな驚きの声が思わず漏もれた。

　ビンが割れた場所から広がった円形の炎が予想以上だったのだ。

　六メートルぐらい先の大岩めがけて投げつけたんだが、そこから俺の足下近くまで、火が来ている。ついでにかなり離れたところにあった木の近くでも火が燃えていて──

「水ーっ！」

　木のバケツを『倉庫』から取り出し、あわてて消火活動を始めた。

　霊薬の力か、川の水をかけても、なかなか消えなくて困った……。魔力が尽きるまでの二十秒か三十秒、ひたすら燃え続けていた。

「これは森では使いにくいな」

　今回はたまたま問題なかったけれど、下手すると森林火災が起きそうだ。

　二つ三つお守り代わりに持っていてもいいのかもしれないが……

　火種が残っていなさそうなのを確認し、俺は川原から離れた。

「あとは、イール草の濃縮毒を試したいんだけど」

　そんな風に思いながら歩いていたら、単体で活動するゴブリンを見つけた。

（よし……）

　濃縮毒を塗った矢を弓につがえ、気がつかれないように静かに近づく。

　狙いをつけ放った毒矢は肩に突き刺さり、一瞬でゴブリンの命を刈り取っていた。

（……でも、普通の濃縮していないイール毒でも、一瞬でゴブリンを倒せるからな。正直どのぐらい毒が強くなっているのかわからない）

　悩みながらも死骸を回収。剝はぎ取とるべき素材は無いので、そのまま倉庫行きだ。

　移動を再開し森を抜けると、昼には町にたどり着いた。

「サリーさんは……」

　冒険者ギルドで、いつもの受付嬢を探す。どうやら、他の冒険者への対応を終えたばかりのようだ。彼女は、すぐに俺に気がついた。

「こちらへ」

　彼女に案内され個室へ。いつも通り袋に入った薬草を納品した。

　そして彼女が薬草の鑑かん定ていをするため別の部屋へ行き、しばらくが経ち──

　ガチャリと扉が開き「よう！」とギルド長……ガルーダさんが入ってきた。

　……なんか、これもいつもの風景になってしまったな。

「ちょっとトーマに聞きたいことがあるんだけどよ」

　そう言って彼が紙を一枚、手渡してくる。

「かなーり珍しい薬草なんだがな。どうにか、そいつをダークエルフ達から手に入れられねーか？」

　……紙には、彼が欲しい薬草についての情報が書かれていた。

　サフ草という植物の根っこ部分にできる『実』のようなものを、いくつか欲しいらしい。

　サフ草というのは、ハスに酷こく似じした薬草で、池などに生える水草だそう。ハスの根の部分には、『レンコン』という名の根菜ができるのだが、この『実』のようなものも、それと同じ部分にできるのだとか。

「ハスに酷似した植物……ですか」

「ああ、酷似というか、根っこのとこを掘ってみないと違いはわからないそうだが」

　それを聞いた俺の脳裏に浮かんだのは、薬草園にある池。そこに生えるハスの姿だ。

　イェタが時々、上に乗って遊んでいた葉っぱだったが、あそこの薬草園にある植物は、ほとんどが薬草だった。あれもハスじゃなくて、サフ草なんじゃないだろうか？

　これは、俺が持っていた薬草図鑑にも載っていなかった薬草だが……

「どうだ？　手に入れてこれそうか？　知り合いのお偉いさんに渡す品として、あるとありがたいんだが」

　ギルド長のガルーダさんは、それを知り合いへの贈ぞう答とう品、もしくは賄わい賂ろとして欲しているらしい。

「確約はできませんが、もしかしたら」

「そうか、そいつはよかった！　もし手に入れたら、薬草を納品するときにでも一緒に持ってきてくれ！」

「はい」と、うなずく。

「あと、もう一つ質問なんだがよ」

　真剣な様子の彼。

「トーマは、ここ以外には薬草を売ってないよな？」

　……高価な薬草をいくらでも手に入れられることが周囲に知られるとトラブルが起こりそうだ。うまくごまかしてくれる、この町の冒険者ギルド以外と取引するつもりはない。

「ガルーダさん達にしか、薬草は売っていませんよ」

「そうか……」

　その返答に考え込んだ様子で、ゆっくりと話を続ける。

「……実はユモン・スカルシアという貴族が、どこからか魔の森の薬草を大量に手に入れたみたいでな。そいつが他の貴族達に、薬草を売りまくっているみたいなんだが」

　俺の顔を、じっと見る彼。

「……あいつは王族に気に入られているが、ダメ貴族だ。もしダークエルフ達が、あれにかかわっているようなら手を引くように伝えてくれないか？」

　……ガルーダさんは、俺がダークエルフ達から薬草を手に入れていると思っている。

　ダークエルフ達は過去、薬草が品しな薄うすになったとき、裏でこっそり人間の社会に薬草を供給していたことがあったそうだ。そのときのように、そのダメ貴族にもダークエルフ達からの薬草の供給があったと考えたんだろう。

　俺に言えば彼らにも伝わると思ったんだろうが……、俺、ダークエルフとは何の関係もないんだよね。

「……王族が気に入っているのにダメ貴族って珍しいですね」

　どうしたら良いのかわからず、話をそらしてしまった。

「……ああ、この国の王族は、代々、皆がちゃんとしているからな。ただ、古い歴史を持つ貴族……この国の初代王である聖せい剣けんの英雄王には、庶子がいたんだが……そいつらが興おこした貴族家に、みょうに甘いところがあるんだよ」

　そうだったのか……。そういうところは古くからある家だし、強い力を持っているところも多い。おかしな人間が産まれれば、その分、大変なことになるだろう。やっかいだな、と思っていると部屋のドアがガチャリと開く。

「お待たせしました」

　サリーさんだ。薬草の鑑定が終わったよう。手に持つトレイには、王金貨が五枚に、その他の金貨銀貨が載っている。

「……あれ？　この前の報ほう酬しゆうは、王金貨三枚ぐらいじゃありませんでしたっけ」

　たしか、前回と同じ薬草しか持ってきていなかったはずなんだが。

「ええ。今回は、貴族様が欲しがる薬草が混じっていましたので、その分報酬が高くなっていますよ」

　首をかしげながら彼女が答える。

　……そういえば、今回はブラウニーが手伝ってくれたんだよな。そのときに採取するつもりのなかった薬草まで、混じってしまったのかもしれない。

「報酬は王金貨五枚か。……そろそろ王金貨も十枚ぐらい貯まったんじゃないか？　何なら聖剣晶しよう貨かに両替するか？」

　ガルーダさんは、そう言うが、持っている王金貨は九枚だ。

　他の大金貨やらを足せば、王金貨十枚……聖剣晶貨一枚分ぐらいになっているだろうか。一億エーナだから、物価の低い村とかなら、悠々自適で仕事をせず生活できそうな金額だ。

　薬草が採れず、買い取り価格が二倍以上、ものによっては五倍とかになっている物もあったから、そのせいもあるだろう。

　だが両替は……

「細かいままのほうが使い勝手がいいので遠慮しておきます」

　そう断ると、ガルーダさんが残念そうな顔をしていた。

　……この前、『聖剣晶貨も用意しておいたほうが良いか？』なんてことをつぶやいていたから、わざわざ俺のために用意してくれたのかもしれない。

「あっ、あと質問なんですが、行方不明のブラウニーとかの情報ってありませんかね？」

「保護したのか？」

「ええ、森で」

　ガルーダさんに、うなずく。

「行方不明のブラウニーを探している方は、今のところいなかったと思いますが……。もし情報が入ったら、トーマさんが冒険者ギルドに来訪されたときにお伝えしますね」

　サリーさんが、そう言ってくれたので「ありがとうございます」とお願いをする。

　用事を終えた俺は、二人に挨あい拶さつをして部屋を出て、ついでに受付に行き『倉庫』に入れっぱなしのオーガのツノを売ることにした。

「これは……途中から折れてしまっていますね。もう少し根元から折り取るか、抜き取っていただかないと」

　鑑定してくれた人の言葉だ。

　まあ、オーガが地面に倒れたときに、たまたま折れたものだから……

　このせいで買い取り価格は半額になったが、それでも銀貨五枚、五千エーナになった。俺がよく使っていた宿の一泊分と同じ値段だな。

　そうして冒険者ギルドを出て、町の中、霊薬など必要そうなものを買っていった。イェタの好きそうな食べ物や、ブラウニー用の道具類なども見つけたぞ。

　今日は川原によったりで、ちょっと時間を使ってしまっている。森の中で日が暮れると面倒だ。用事を済ませると、すぐ帰路についたのだ。

　途中、イノシシの魔物を見つけ襲い掛かったり、狼の魔物の群れに襲いかかられたりしながら明るいうちに城にたどり着いた。

「トーマっ！　トーマっ！　ポイントが二十五ポイント貯まったよーっ！」

「きゅっ！　きゅーっ！」

　出迎えてくれたイェタとブラウニーが興奮している。

　イェタは、新しい施設を作れるのが嬉しいんだろう。

　ブラウニーが興奮している理由はわからないが、イェタの興奮が感染したのかな？

　今日倒したのはゴブリン一体に、イノシシの魔物。それと狼の魔物四体に襲われ、他のやつらには逃げられたものの、二体を返り討ちにしていた。前回の十ポイントも残っているから、合計で三十五ポイントを彼女は持っているはずだ。

「たしか、二十五ポイントで『石壁』が作れたんだっけ？」

　イェタが欲しがっていた城壁だ。

「うん！　外敵の攻撃を、すっごく防ふせぐ石壁だよ！　人よけの結界なんかも効果範囲が広がったり、いろいろ良くなるんだって！　作って良い？」

　ワクワクしている彼女にうなずく。

「もちろん」

「やったーっ！　じゃあ、作るよ！」

　彼女が手を挙げると、城の周囲が、ぼんやりと光り始めた。

　その淡い光に包まれた周囲の木々が、次々と消えていく。

　そしてゴゴゴゴゴと静かな音を立てて、石壁が地面からせり上がってきたのだ。

　──目の前に生えた、城を囲む、俺の首ぐらいの高さがある石壁。

　城壁というには、かなり低い。村とかにある、魔物対策の防護壁みたいな感じなんだが……

「うわー！　うわーっ！　わたしに城壁ができちゃったよーっ！」

「きゅっ！　きゅっ！　きゅーっ！」

　……喜んでいる彼女に、そんなことを言うことはできない。

　まあ、調理室もレベルアップできるみたいだし、それと同じで石壁もレベルアップできるかもしれない。あまり気にしないことにしよう。

「ねーねー、トーマ！　わたしの城壁の位置、あそこでいいかな！　もっと城に近い位置に移動することもできるみたいなんだけどっ！」

　そんな彼女の言葉。

　今は、城と石壁の間に、宿屋五軒分ぐらいの隙すき間まがある。

　城と石壁の間にあった森の木々は全てなくなっているので、石壁を動かすときに、木々が邪じや魔まになることもなさそうだ。

「……もしかして、壁を城の近くに移動させると、何か良いことがあるのかな？」

　小さくなることで、人よけの結界が効きやすくなるとか、そんなことがあるのかな、と思ったんだが。

「特にない！　わたしが楽しいだけ！」

　……そうですか。

「まあ、何かに使えるかもしれないし試してみるのはいいかもね」

　それに「わーい！」と喜びの声をあげ、彼女は石壁を動かしていた。

　念動力じゃないけど、遠隔で操作できるようだな。

　ずいぶんと、ゆっくりとした動きだが、ズゴゴゴゴゴ、と静かな音を立てて、近くに来たり遠くに行ったりする石壁は、なかなかありえない光景だった。

　ブラウニーもイェタも、それを見て喜んでいたよ。

「あっ、そうだ、イェタ。今日、冒険者ギルドでサフ草っていうのを手に入れられないかって聞かれたんだけど」

　遊び疲れたらしい彼女に、ハスの葉によく似ているという例の薬草について訊たずねる。

　彼女は薬草園に生えている草について、全部ではないが、ある程度名前や効能などがわかると言っていた。何か知っているんじゃないかと思ったんだ。

「……サフ草って、薬草園のお池に生えている草のこと？」

「ああ。やっぱり、あれがそうだったのか」

「んー……、でも何種類かあるみたいだから」

　そうなのか？

　ガルーダさんからもらった、サフ草の特徴が書かれた紙を改めて取り出す。

「ハスに酷似した池などに生える水草で……、根っこのところに、紫のレンコンみたいなのができるみたいなんだけど」

「……一応、グリーンサフ、パープルサフ、シルバーサフ、ゴールドサフっていう名前の草が生えているよ」

　紫ってことだから、パープルサフかな？

「それぞれ、どんな特徴を持っているんだ？」

「んーと、グリーンサフは他のサフの生存に必要で、水をキレイにするんだったかな？」

　なるほど。

「パープルサフも水をきれいにして、消臭剤になったりするんだって。異性を誘惑するフェロモンの力を高める香水の原材料とかにもなったはず」

　……金持ちが好きそうな薬草だ。

「シルバーサフは魔法儀式などに主に使われるって書いてあったかな？」

　ほほう。

「ゴールドサフは、この中で一番貴重で……聖なる金こん色じきに輝くお酒ができるって書かれていたよ！」

　……気のせいか、一番貴重な割には、けっこうどうでもいい能力な気がする。

「とりあえず、掘り起こしてみるか」

　そう決断した俺。薬草園に移動し、池に入る。

　イェタに聞きながらパープルサフやシルバーサフを掘り起こしてみたところ、やはりパープルサフは紫のレンコンのようなものを根元に持っていた。シルバーサフのレンコンのようなものは銀色だ。多分、このパープルサフで当たりだろう。念のため他のも収穫しておいたほうが良いだろうか？

　サフ草の納品については、他の薬草と一緒で良いと言われていたから、次にギルドへ行くときに持っていくつもりだ。




　翌朝──

「きゅっ！　きゅっ！」

　魔物狩りのため、城の外に出ようとする俺の背中に、ブラウニーが登ってきた。

　昨日も、こんな感じだったな、と思いながらブラウニーをおろそうとするのだが……

「きゅっ、きゅーっ！」

　抵抗して離れないぞ……

「……どうしたんだ？」

　一緒に外に行きたいのか？

「ダークエルフのところにつれてって欲しいとかかな？」

　そんなことを考えていたが、どうやら違うようだ。

「この子、魔物狩りのお手伝いができるみたいよ！」

　イェタから、そんな情報がもたらされた。

「……わかるのか？」

「なんとなく！　町は人が多すぎて嫌いみたいだけど……森で狩りをするだけなら、連れてってあげれば？」

　ブラウニーというのは臆病な魔物だ。狩りの手伝いができるというのは珍しい。

「わたしも、一緒についてく？　つうやく！」

「……とりあえず一度連れて行ってみて、コミュニケーションが取れないようならお願いしようかな」

　その言葉に、イェタは残念そうな顔をしていた。一緒に行きたかったんだろう。

　そんな風にして、ブラウニーを背中に乗せたままイェタと一緒に石壁まで歩く。

　出入り口にあった、意外に軽く感じるでっかくて分厚い木の門を開いた。

　そして「いってらっしゃーい！」と声をあげる彼女に手を振り返しながら、小さな従魔のブラウニーと魔物狩りに出発したのだ。

　森の中、俺の背中から飛び降りるブラウニー。俺を先導し、「きゅっ、きゅっ」と鳴きながら進み始めた。

　小さな背中を追って、四十分ほど歩いたころだろう。木々の中を導いていた、その歩みがピタリと止まった。

　ブラウニーが指差す先──。そこにイノシシの魔物の姿が。

（すごいな、もう獲物を見つけてしまった）

　感嘆しながらも、手に持っていた弓から毒矢を放つ。

　まだ、こちらに気がついていなかった魔物を仕留めた。

「きゅっ！」

　胸を張るブラウニーを褒ほめ、イノシシを『倉庫』に入れる。

「獲物がいる位置がわかるのかな？」

　その質問に、「きゅっ」とうなずくブラウニー。

　……気配か何かでわかるのか？

　野性のブラウニーは、姿を見つけることが困難だ。こういう能力を使って人間などから逃げ隠れしているのかもしれない。

　こんな風にして森の中を進み、午前だけで鹿の魔物一体とゴブリン二体を仕留めることに成功。異変が起きたのは昼を過ぎて午後に入り初めたくらいのころだった。

「きゅっ？」

　ピタリと動きを止め、ある方角をじっと見るブラウニー。

「どうしたんだ？」

　その質問に反応せず「きゅーっ」と、どこか警けい戒かいしたような声を出している。

「……もしかして、強い魔物がいるのか？」

　うなずくブラウニー。強い魔物か。ここら辺だと……

「オーガか？」

　その質問にも、うなずく。

　二メートル半以上の巨体を持つ、二本のツノを持つ鬼。一度、イール草の毒を使って倒したことがある。あの時、使ったのは『濃縮』していない毒で、けっこう苦労した。こいつを安定して狩れるようになると、立派なＣ級の冒険者だが……

「オーガは、たしか二体前後で活動することが多い魔物だったな」

　二体なら森で追われても問題なく逃げられる。三体なら逃げるのに苦労するだろう。

「一体なら濃縮毒を試すのに、いい魔物なんだけど」

　その言葉に「きゅっ？」と驚いたように、ブラウニーが俺を見た。

「……もしかして、オーガの数、一体なのか？」

　ブラウニーが「きゅっ」と、うなずく。

「よし、ちょっと濃縮毒を試してくるから、離れたところで待っていてくれ。やばそうなら先にイェタのところに帰ってるんだぞ。オーガ一体なら、問題なく逃げられるから」

　そう伝えてから、イール草の濃縮毒を塗った矢を取り出す。そしてオーガのいるという方角へと進んだ。

（……あれか）

　木の根元に座り、眠りこけているオーガを見つけた。

（チャンスだな……）

　前に戦ったときと違い、オーガ狩りのやり方も知っている。

　Ｃ級昇格のときに冒険者ギルドからもらった小冊子に、いくつかのやり方が書いてあった。

　なんでも、麻痺の毒を塗った槍やりなどで、内臓まで届く深い傷を作ればいいのだとか。

　あとは、体の深い場所に入った毒が全身に回るまで、ひたすら逃げ回るのだそうだ。

　町で槍を買い、それにイール草の濃縮毒も塗りつけてある。準備だけは万端だ。

（くらえやーっ！）

　とりあえずの先制攻撃として、イール草の濃縮毒を塗った矢をそいつへと放った。

「グオオッ!?」

　肩口に突き刺さる毒矢。驚いたオーガが目を覚ました。

（あそこだと、ちょっと毒が効きにくいかもしれない）

　毒矢の場合、首筋や目玉などを狙うのが普通みたいだ。

（しかし、もう一回ぐらいなら矢で攻撃できそうだ）

　立ち上がったオーガは俺を探し、鋭い目であたりを見回している。

（今度こそ！）

　首筋を狙い、放たれた矢。

「グオッ！」

　途中で気がつかれ、腕で防がれた。

「グオオオッ！」

　俺を見つけて突撃してきたオーガなんだが、なんかおかしいな。動きに元気さがない。

　もしかしてイール草の濃縮毒が効果を発揮しているんだろうか？

　肩と腕、二ヶ所に濃縮毒の矢が刺さっただけなんだが……

　俺は倉庫から毒槍を取り出すのをやめ、毒矢だけで戦うことにする。

　森の中を逃げ回り、追加で二本の毒矢を当てたころだった。

「グオオオッ……」

　ズシン、と重い音を立て、倒れたオーガ。地面にうつぶせになり、ピクリとも動かなくなった。

「おー、勝っちゃったよ……」

　この前は、九本ぐらいの毒矢が必要だったのに、今回は、たった四本で勝利してしまった。しかも一本も急所に当たらなかったのに。

　この濃縮毒、スゴいな。これなら二体、三体のオーガでも問題なく相手にできる。オーガ狩りに限ってだが、俺一人で、熟練のＣ級冒険者のパーティーと同等の働きをすることもできそうだ。

　驚きながらオーガを見ていたら、足元から声が聞こえてきた。

「きゅっ？」

　うちのブラウニーだな……。待っていてくれと言ってあったのだが、ついてきてしまったようだ。

「きゅっ！」

「あっ、待て！」

　止める声を聞かず、トテテテーと、オーガに走っていくブラウニー。

　近くによって、ツンツンとオーガを突っついている。

　ブラウニー達は『臆病だが、好奇心は旺盛』という性格と聞いていたが、こいつには臆病さが見当たらない。

「死んだフリとかしていたら危険だぞ」

　そんな風に伝えながらも恐る恐る近づいて、剣をオーガの首筋にブスっと刺す。

　解体用の道具を出し、オーガのツノ二本を採取すると、死骸を倉庫にしまった。

「それじゃ、こんな感じで狩りを続けようか。オーガは一体だけで活動しているヤツがいれば案内してくれ」

「きゅっ！」

　こうして追加のオーガ一体、イノシシの魔物一体、鹿の魔物二体を狩った。

　もうちょっと森の奥に行かないと、オーガの数は少ないみたいだな。

「トーマ、お帰りーっ！」

　城の石壁にある門。そこで俺達の帰りを待っていたらしいイェタに手を振り返す。

「ポイント、全部で百三十五ポイントになったよーっ！」

　興奮する彼女。

　ツノが残ったままのオーガや、染せん料りようでバツ印をつけた魔物はポイント化しないように伝えてあるが、今日はそういう死骸はない。いつも通り、全部の魔物をポイント化したようだ。

　狩れた獲物はイノシシの魔物が二体、鹿の魔物が三体、ゴブリン二体にオーガが二体。あまっていたポイントも十ポイントあって、合計百三十五ポイントになった。

　ブラウニーの獲物を見つける能力のおかげで大たい猟りようだ。

「とりあえず、投石機と大型連弩を作るための百ポイントは超えたんだ」

「うん！　無人で動く『魔動投石機』と『魔動大型連弩』を作れるよ！」

　彼女がうなずく。

「それに『樹木園』や『地下鉱こう石せき採取所』！　『謁えつ見けん室』『宝物庫』『宿舎』『兵舎』が七十五ポイントで作れるみたい！」

　……なんか、いろいろ作れるみたいだな。

　まあ、この前イェタが欲しがってた魔動投石機、魔動大型連弩を作るつもりなんだが。

「どうする、トーマ？　謁見室とか面白そうなんだけど……」

　そうなの？

「どんな施設なんだ？　なんか、玉座みたいなのが置いてある部屋はあったよね？」

「うん！　あの部屋を強化する感じになるんだって！　城の主あるじとしての特殊能力もいくつか付加されるって書いてある！」

　ほー。

「例えば魔力を使って、自分や城の住人の能力なんかを一時的に上げられるスキルとかがもらえるってあるよ！」

　あっ、魔力を使うのか。

「……あんまり魔力は多くないから、俺向きの能力じゃないかもな」

　作ってみないと、わかんないけど。

「あと宿舎、兵舎っていうのは、城の『住人』に技術や知識なんかを与える施設みたいだけど……トーマは『城主』だから当てはまるのかな……？」

　わかんないな。

「まあ、今回は魔動投石機とかで良いんじゃないかな？　城に俺がいないことも多いから、イェタ用の防備もあると安全かなって思っていたし」

　招かれていない人や魔物に対応する、人よけや魔物よけの結界のようなのはあるらしいが、それ以外にも何か欲しいと思っていた。無人で動く連弩なら、ちょうどいい。

「……なくても大丈夫なはずなんだけど……いいの？　『魔動投石機』と『魔動大型連弩』作っちゃうよ？」

「いいぞ！」

「やったーっ！」

　バンザイをした彼女がピッ、ピッと城の近くと石壁のあたりを指差す。

　その二ヶ所がキラキラときらめいて、後ろに箱みたいなのがついた投石機と、上に四角い箱のようなものがついた大型弩が現れた。

　どちらも、なんかカラクリがついているな。後者が魔動大型連弩だろう。魔動投石機は地面の上、魔動連弩は石壁の上に備え付けられている。

　急に現れた兵器に、足元のブラウニーも「きゅっ？　きゅっ？」と驚いている。

「トーマ！　魔動大型連弩とか動かしてみて良い!?」

　ワクワクした目で問いかけられればうなずくしかない。

「わーい！」と喜んだ彼女が無人で動くという魔動連弩に指令を出した。

「行けーっ！」

　ボボボボボという音を出しながら、連続で撃ち出される槍のような矢。城の外にある木々に向かって撃っている。

　門の辺りから様子をうかがっていたのだがすごいな。木々がへし折られていく。そして音もすごい。

「きゅー」と鳴いたブラウニーが、俺の体にしがみついてきたので抱き上げてやる。

「しかし、なんか矢の発射される間隔、異様に短くないか？」

　絶え間なく、つねに矢が撃ち出されているんだが。

「うん！　毎分二百十発の矢をばらまくって書いてあった！」

　一秒に三発半──つまり、二秒に七発、槍みたいな矢が撃ちだされているわけか。

　連弩っていうぐらいだから、連続で矢が次々に発射されるんだろうなとは思っていたけれど、これは思った以上だ。

「矢は一日に二万五千発まで撃てるって！　射出した矢は十分ぐらいで消えちゃうみたいだけど！」

　敵に再利用されないという意味でも、射出した矢が消えちゃうのは便利なのか？

　長いのか短いのかよくわからないが、百二十分ぐらいで、二万五千発全ての矢を撃ちつくしてしまう計算になる。

　ちなみに矢は、大型弩の上についている四角い箱から落ちてきているようだ。とても二万五千発が入るような大きさの箱ではないが、この城の設備だからな……

「魔動連弩は、城の屋根の上とか石壁の内側……地面の上とかにも設置できるみたい！」

　そう言った彼女が、城の屋根の上を指差す。

『石壁』の上に設置されていた魔動大型連弩がキラキラときらめいて消える。そして城の屋根の上に、その魔動連弩が現れた。

「他の施設と同じく、設置場所の移動もできるのか……」

「うん！　あと車輪や、移動用の機械もついているから、地面に設置したものは前後左右に！　壁の上などに設置したものは左右に動いて、壁を一周できるって！」

「おお、そうなのか。命令すれば動く感じなのかな」

「そうみたい！　動きはゆっくりみたいだけど！」

　なるほど。その機能を使えば、俺でも兵器の設置場所を調整できそうだ。

「今は、わたしやトーマが命令すると、攻撃対象に向かって矢をばら撒まく設定になっているよ！」

　そんな説明もしてくれた。

「あと、ある程度、兵器の近くにいないとダメだけど、魔動連弩からどんな風景が見えるかもわかるって書いてある！」

　へー、と思い、目をつむって意識を集中する。

　城の上にある魔動連弩がどんな風景を見ているのか、それが脳裏に浮かんだ。

　……自分自身の姿が眼下に見えるってのも、変な感じだな。けっこう魔力を使う。

「ちなみに、あっちの城近くに置いてある魔動投石機は、どんな感じの攻撃をするんだ？」

　目を開けて、そんなことをイェタに聞いてみる。

「トーマも命令すれば動かせるよ！」

　じゃあ、やってみるか……。石壁を作ったときに、人よけの結界が広くなったりしている。城の周囲なら派手にやっても大丈夫だ。

「あそこの岩に向かって、投石をしてみてくれ！」

　石壁の外の大岩を指差すと、魔動投石機が勝手に狙いをつける。ブオン、という音を立て、俺の頭ほどある大きな石が射出された。

　俺の首ほどの高さがある石壁を飛び越え、岩にぶつかると、標的の岩をバラバラに割り砕いていた。

　……直径四メートルぐらいの大岩だったんだがな。当たった石も、なんか爆発したように見えた。

　ブラウニーも、「きゅー」と驚いているぞ。

「魔動投石機は、四秒に一発の間隔で『爆ばく石せき』っていう石を撃ち出すことができるみたいだよ！　一日に五千発ぐらいまで撃てるって！」

「……すごいな。命中率もいいみたいだし。……っていうか投石機って、こんなに簡単に、石を標的に当てられるものなのかな？」

「なんか、魔動大型連弩も、けっこう命中率良かった！」

　……そうなのか。

　ちなみに魔動投石機はどんな風景を見ているんだろうかと集中してみたら、投石機の上、二、三メートルに浮かんであたりを見下ろしているような風景が脳裏に浮かんだ。視点も上下に動かすことができる様子。普通なら石壁に隠されて見えない敵も、この高さからなら問題なく見下ろすことができそうだ。

「城の主であるトーマが近くで魔力を込めてあげれば、『魔動投石機』は次の爆石一発の威力が！　『魔動大型連弩』は連射性能がけっこう上がるんだって！」

　……『けっこう』上がっちゃうのか。

　試し撃ちをして見ないとわからないが、俺の少ない魔力さえどうにかすれば、下手すると無敵の兵器になりそうだった。




　魔動投石機や魔動大型連弩を設置した次の日は、薬草の採取をして、すごろくやジェンガで遊んだ。今日は採取した薬草を冒険者ギルドに売りに行く日だ──

「昨日の天ぷら、おいしかったねー」

「きゅー」

「今日も、天ぷら食べたいねー」

「きゅー」

　イェタ達がそんな会話を交わしながら、チラッチラッとこちらを見てくる。

　二日連続天ぷらは胃がもたれるんじゃないかな……。食べたいのなら作りますけど。

「……帰ってきたら作ってあげるから、おとなしく待っているんだよ」

「わーい！」

「きゅー！」

　そんな会話を寝室で交わした。

　町が苦手だというブラウニーは、城でお留守番。俺は彼女達に見送られながら、町へと出発する。

　森の中を周囲を警戒しつつも踏破。途中ゴブリン二体やイノシシの魔物を倒し、町につく。冒険者ギルドに入った。

「こんにちは、ガルーダさんから頼まれていたものを持ってきたんですが」

　いつもの受付の女性、サリーさんに声をかけ、そんな説明をしていたときだった。

「おっ、なんだ、もう来てたのか！」

　ギルド長のガルーダさんが、俺に話しかけてきた。受付の近くにいるのは珍しいが、もしかして俺を待っていたのかな？　三日に一回、いつもこの時間に来るから、行動パターンを読まれていたんじゃないかって気がした。

「早速、談話室に行こうぜ！」

　彼にグイグイと押され、いつもの個室へと入る。指名依頼のときや、ギルドから直接何かを頼まれたとき、また一部の品の買い取りなどで割とよく使われる部屋。いつものサリーさんも一緒だ。

「それで、サフ草を持ってきてくれたのか!?」

　キラキラした目のガルーダさんに、うなずく。

「はい。これが、パープルサフというサフ草です」

　紫色のレンコンのようなものを出す。間違っていたときのため、シルバーサフなど色違いのものも出せるように準備だけはしていた。

「……拝見しますね」

　サリーさんが検分を始める。

「うん……大丈夫そうです」

「よっしゃ！」

　ガルーダさんが喜んでいる。

「他の薬草の鑑定もしてきますが……もし、オーガの素材を売るつもりなら、そちらも一緒に鑑定しますよ？」

　ニッコリと笑ったサリーさんが、そんなことを伝えてくる。

　……この前、オーガのツノをここで売ったからな。情報が共有されているようだ。

「……よろしくお願いします」

　俺は、Ｃ級冒険者が使うことを禁止されているような強い毒を使っている。そのことはバレていないといいんだが。

　そんな思いを抱きながら、ツノと薬草を渡した。意外に饒じよう舌ぜつなガルーダさんと世間話をしながらサリーさんを待つ。戻ってきた彼女が持っていたトレイには王金貨六枚と、その他の金貨銀貨が乗っていた。

「サフ草の報酬が、王金貨三枚になります」

　……あのレンコンが？

「存在をほとんど知られていない薬草だがな！　基本、手に入らない貴重品だから、うまい具合に買い手を見つけられれば、このぐらいの値段になるんだ！」

　レンコンが三千万エーナになったことに驚きよう愕がくする俺に、ガルーダさんが、解説をしてくれた。すごいな……

「あと、今回のぶんでトーマさんに頼んでいた薬草は全て納入となりましたよ」

　彼女からも、そんな情報がもたらされた。

　レドヒール草の葉百枚など、どんな薬草がどのぐらい欲しいのか、リストをもらっていた。それを全部、ギルドに渡し終えたようだ。

「おー……。二、三ヶ月ぐらいで終わってくれればと思っていたんだが、一週間で終わっちまったか」

　ガルーダさんが感嘆していたんだが……二、三ヶ月かけて良かったの？

「これだけ薬草があれば、あとはどうにかなります。ただ常に品薄の……庶しよ民みんに必要な薬草もありますから、ここら辺をたまーに持ってきてくださるとありがたいですね」

　サリーさんから新しいリストを渡される。こちらはたまーに持って来れば良いようだ。

「こんなに早く終わるとは思っていなかった。何か追加の報酬を考えて渡すぜ！」

　ガルーダさんの言葉。薬草の代金は毎回もらっているんだが、彼の想定より早く終わったようだからな。ボーナスをくれるようだ。

「ありがとうございます」

　ラッキーだな、と思いながらお礼を言う。ギルドの外へと出た。

「……イェタは朝、てんぷらが食べたいとか言ってたな」

　卵が冷蔵庫の中に少ないので、少し多めに買う。本屋に寄ったら新しい絵本が入荷していたので、それも購入。喜んでくれると良いな、と思いながら町を出た。

　森に入り鹿の魔物を倒し倉庫に入れ、さらに森を進んで……

　──異変が起こったのは、そんな風に歩いていた最中のことだった。

　ガサガサ、という茂みが揺れる音。魔物か、と警戒する俺の耳に聞きなれた声が届く。

「きゅーっ！」

　飛び出てきたのは木製の首輪をしたブラウニー。

　イェタと一緒に城にいるはずの従魔の姿だった。

　何で、こんなところに……。気配を感じる能力があるから、町の方向へ進めば俺は発見できるのかもしれないが。

「きゅっ！　きゅっ！　きゅーっ！」

　必死で何かを伝えようとしている様子。

「どうしたんだ……？」

　いつもと違う様子に不安を覚える。

「……もしかして、城で何かあったのか？」

　イェタから、手紙でも入っていないだろうか……

　そう思って『倉庫』を意識する。

　すると、けっこう前に倒したはずの鹿の魔物が、まだ『倉庫』に残っていることに気がついた。

　──いつもなら、『倉庫』に入れてしばらくすれば、イェタによりポイント化されているはずなんだが……。彼女に何かあったのか！

「城まで案内してくれ！　魔物とぶつからないように！」

　俺の声に応じて駆け出すブラウニーを走って追いかける。城についた、俺──

「イェタっ！」

「ああっ、トーマーっ！　なんかブラウニーちゃんが、いきなり走って外に出てっちゃったんだよーっ！」

　……なんか、イェタが、普通に石壁のところでおろおろとしていた。

「あっ、ブラウニーちゃん戻ってきた！　もーっ！　心配したよーっ！」

「きゅっ！　きゅっ！　きゅーっ！」

　抱きしめようとするイェタの手を逃れ、ブラウニーが門の中に走る。

　城の外、地面に設置してある投石機のあたりで、こっちに来いというように鳴き声をあげている。

「……どうしたんだ？」

　足が疲れたぞ、と思いながらブラウニーのところに行く。

「きゅーっ！　きゅっ、きゅーっ！」

　うん。何を言っているのか、わからない。

「イェタは、この子が伝えたがっていることがわかる？」

「『こっち来て！　こっち来て！』って叫んでいる思考が伝わってくるよ！」

　もう、そばにいるんだけどな。

「とりあえず卵だけしまってくるか……」

　傷むとイヤなので、町で買った卵を調理場にある冷蔵庫にしまおうとしたんだが。

「きゅっ！　きゅっ、きゅーっ！」

　……城の中に入ろうとするのを止められた。う、動けねー。

「しかたない。なんか様子がおかしいし、こいつが満足するまで、ここで待ってるか。イェタは中に入っていてくれないか？　……ついでに『倉庫』の中の卵とか生肉を冷蔵庫の中に入れておいてくれるかな」

「うん、わかった！」

　トトトー、と城の中に走っていったイェタが、トトトー、と走って戻ってきた。

　冷蔵庫の中に食材をしまった彼女。ブラウニーの様子を一緒に見守ることにしたようだ。

　両手を組んでヒザをついた、祈るようなポーズのブラウニー。

　そろそろおなかがすいたし、野外用の調理キットで料理でも作ろうかな、と思っていたころだった──

「……なんだ、この音？」

　木々がへし折れるような音に、何かの鳴き声……？

「あっ、ねー、トーマ……。もしかしてさ……、『こっち来て』ってブラウニーちゃんがずっと叫んでいたんだけどさ……、あれ、あっちのほうにいる人に言っているのかも」

　イェタが指差す先。俺たちのところからでは、まだ何も見えないが。

　目をつむり、城の上に取り付けてある魔動大型連弩の『目』を借りる。

　視界に真っ先に入ったのは、大地を走る巨大な竜の姿だった。

　ぶっとい首にゴツゴツとした分厚いうろこ。

「もしかして、洞どう窟くつ竜りゆうか!?」

　全長七メートルほど。

　森の深部に棲すむという、ツバサが退化した地を走る暴ぼう竜りゆうだ。

　普通は、こんなところにいる魔物じゃない。

　火は噴かないし空も飛べないものの、その代わりに圧倒的な肉体の力を誇る。

　目の部分も透明なウロコに守られているそうで、弱点がないとか。

　人間の町ぐらいなら一体で滅ぼすことができるというが──

「……誰かを追っているのか？」

　洞窟竜に人間かエルフかドワーフか、人の集団が追われていた。

　だが、おかしいな。その集団は、まるでこの城を目指しているように、まっすぐこちらに走ってきていた。この城には、人よけの結界がある。エルフもドワーフも『人』だから、彼らにも効くはずなのだが……

「……なんか、ブラウニーちゃんのお母さんみたいな人……ご主人様かな？　が、あの追われている中にいるみたい。ブラウニーちゃん、その女性をずっと呼んでいたみたいなの……」

　……人よけの結界に他人が入るには『城の住人や、城の中にいる生き物が招かない』といけなかったはず。

　ブラウニーが彼らの中の誰かを呼んでいることで、結界が無効化されたのだろう。

　多分、あの様子がおかしかったときからずっと、テレパシーみたいな能力で、自分の主人を呼び続けていたんだと思う。

　ブラウニーの主人はダークエルフの可能性が高いのだが……。よく見ると、追われている集団の中に黒い肌を持った者が一人いた。

「……魔物よけの結界もあったよな？」

　味方の魔物には効果がないのかもしれないが、あの洞窟竜は違う。

「効いてないみたい」

　……洞窟竜が強すぎるのだろうか。

「……だとすると戦うしかなさそうか」

　その言葉に、イェタが俺の服を握ってくる。洞窟竜が怖いのかな。

　彼女の手をポンポンと叩き、心配させないようできるだけ落ち着いた声で問いかける。

「イェタ、二台目の魔動連弩なんか作れないかな」

　調理場や薬草園は二つ目を作れなかった。

　二台目の兵器も作れない可能性があったのだが。

「作れる！　今のポイントは六十だから、魔動投石機か魔動大型連弩を作れるよ」

　よし……

「あそこらへんに、魔動連弩を作ってくれ」

「うん！」

「あとは城の中で待っていて欲しいんだけど」

　ギュっ、としがみついてきた。

　空を飛べない暴竜は、もうすぐ射程距離に入る。説得する時間はなさそうだな。

　追われている人たちと洞窟竜の距離は十分にあるが、魔動連弩は使いにくい。追われている人たちが射線上にいる。

「このまま撃つと、あの人たちを巻き込んじまうな」

「きゅっ」

　困っていると、足元のブラウニーが鳴く。それとともに追われている集団の逃げる方向が変わった。テレパシーで伝えたのか？　あの位置なら大丈夫そうだ。

　魔動連弩に、洞窟竜が射程に入り次第、攻撃を開始するように伝える。

　次に、魔力を回復する霊薬を用意し、魔動投石機に触れた。

　──城の魔動投石機は、『城主』である俺の魔力を注ぐことで威力が上がる。

　四メートルの大岩を割る『爆石』は、強化されることで、直径八メートルを超える大岩を砕いた。

　一発ごとに魔力を回復する霊薬などを摂取する必要はあるが、その威力は強大だ。

　洞窟竜が射程距離に入る。

　──ここだな。

「撃てッ！」

　魔力を注ぎこんだ爆石が発射。見事、洞窟竜に当たったんだが……

「普通に走ってやがる……」

　爆石は体の後ろ側に当たり、尻尾しつぽを吹き飛ばした。しかし、それだけだ。

　せいぜい怒りの矛先が、追っていた人々の集団から、こっちになったぐらいか。

　俺のほうに向かってくる洞窟竜。

　姿が肉眼でも確認できた。

　魔動大型連弩二台も攻撃しているのだが、効果がないようだ。

　木々をへし折る槍のような矢、それがヤツのゴツゴツとしたウロコにはじかれていた。

　魔動連弩は魔力を込めても連射速度が上がるだけ。それでは、あのウロコを貫けない。

　魔力を込めるなら、やはり威力が上がる魔動投石機か。

　洞窟竜に『炎の吐息』などの遠距離攻撃がないのと、魔力を注いでいない魔動投石機の爆石も警戒して、それを避けているのが救いだった。

　回避行動のおかげで、少しは時間が稼げている。

　まあ、回避行動のおかげで、魔力を込めた『爆石』も当たりにくくなっているのだが。

「イェタ、城の中に入っていてくれ」

　観察しながら、魔力を回復させる薬草を、魔力を回復させる霊薬で、胃の中に流し込む。このぐらい魔力を回復させれば大丈夫か……。もう一度投石機に魔力を注ぎ始めた。

　魔力を込めた『爆石』なら、あの竜を倒せるはず。

　──できるだけ近くに引き寄せ、避けられない距離からぶち当ててやる。

「だ、大丈夫だよ……石壁があるもん」

　震える声で、そんな風に強がる彼女。

　俺の首ほどの高さしかない石壁だ。全長七メートルの洞窟竜は、簡単にまたぎ越すことができる。

「城の中で縮こまっていれば、洞窟竜もどこかに行ってしまう可能性もある。だから──」

　イェタに強い声で、避難するように言おうとしたときだ──

「きゅっ！」

　ブラウニーの鳴き声。

「あっ」

　イェタの驚きの声。

「……魔法か？」

　ダークエルフのものだろうか。

　洞窟竜が走る前方の地面から、大量のツタが、まるで爆発したかのように生えてきた。

　足をとられ、転倒した洞窟竜。そこにツタが絡みつき、完全に動きを止める。

「これなら──」

　これなら、投石も外しようがない！

「撃てっ！」

　魔動投石機に下した命令。

　洞窟竜に向かって放たれた魔力を込めた『爆石』は、見事、頭部に命中した。だが。

「──止まらないのか！」

　半分に吹き飛んだ頭のまま、めちゃくちゃに暴れている！　なんて生命力だ！

　ブチブチと自らを拘束するツタを千切ったヤツが、立ち上がった。

　──俺達のほうに走り、そして跳び上がる！

　石壁を、またぎ越そうというのだ。

「イェタ！」

　彼女だけでも守らなければ。

　イェタを抱え、洞窟竜の進路から逃げようとする、そのときだった。

　──『ゴン！』という、どこか間が抜けた音が、あたりに響いた。

　そして俺の目の前。

　そこには、何か見えない壁に当たったかのような洞窟竜の姿が……

「うん……石壁のバリア、思ったより強かったね。あの体当たりで、全然ダメージを受けてないみたい……」

　呆然としたイェタの声が聞こえてくる。

　石壁のところにあった見えない壁だろうか……？　それにもたれかかったような姿の洞窟竜はズルズルと崩れ落ち、ドズンと重い音を立て、地面に倒れたんだ。

「……バリアなんて、あったの？」

「うん、中からの攻撃は通すけど、外からの攻撃は通さない魔法の障壁があるよ！　石壁のところから、ドーム状に城を覆っている！　……言ってなかったっけ？」

　言ってないです……

　……まあ、石壁を作ったときに『外敵の攻撃を、すっごく防ぐ石壁』とは言ってたけど。

　もしかして、この機能のことだったのだろうか？

「……とりあえず、とどめを刺しておくか」

　気を取り直した、俺。──冒険者なんて、気分の切り替えが早くないとやってらんないし！

　口に含んだ魔力を回復する薬草を嚙かみ、同じく魔力を回復する霊薬で流し込み、魔力を回復。魔動投石機に魔力を流し込んだ。

　こうして威力が格段に上がった爆石を洞窟竜に当て、ヤツの首を吹き飛ばしたんだ。













　石壁の外、門の周囲には、洞どう窟くつ竜りゆうから逃げていた人々がいた。

　ダークエルフの女性が一人に、ドワーフの少女が一人。

　あとは獣じゆう人じん……人間の姿に獣けものの耳を頭上に持つ人々だな。尻尾しつぽもある。全部で十人ちょっとだ。猫やウサギっぽい人もいるが、犬の獣人が半分以上で老人もいる。なんとなく女性や子供が多い気がするが──

「迷惑をかけた……」

「きゅー……」

　集団の一人、ダークエルフの女性が頭を下げる。

　エルナーザと名乗った、セミロングのヘアと褐かつ色しよくの肌を持つ美人さんだ。












　保護していたブラウニーの主人……というか母親みたいな存在なのだそうだ。

「トーマ、ブラウニーちゃんも反省しているから許してあげて！」

　イェタが、この女性を呼んだブラウニーを弁護している。

　ブラウニーは、魔ま動どう投石機の威力とかを知っていたからな。

　テレパシーか何かで主人の危機を知り、この城なら、あの洞窟竜を倒せると思って自分の主人を呼んだのだろう。

　ただ、その前に聞きたいことがあって……

「あの洞窟竜は何でこんなところに……？」

　森の奥から出てきやすい強い魔物というのはいるのだが、洞窟竜は違う。

　おかしなことが起こっているのならば、できるだけ情報を仕入れておきたかった。

「……あの魔物は、森の『呪じゆ気き』に侵されていた。通常の状態であれば洞窟竜は森の奥から出たがらないのだが、しかし、呪気にやられると凶暴になるからな。それで、ここまでずっと追いかけられてしまった……」

　……この人々は、森の奥からここまで逃げてきたらしい。

　普通の人間なら無理そうだが、高い身体能力を持つ獣人と、魔法の達人のダークエルフの組み合わせでどうにかしたのだろうか？

　子供とかもいるし、難しそうな気がするが……

「通常であれば呪気は、我らの『巫み女こ』が魔法の儀式を行い、この森の薬草などを育てるための魔力に変換している。……ただ、ちょっと『巫女』がこの森を離れていた時期があってな。それで呪気が溜たまりすぎてしまった」

「……じゃあ、これから、あんな魔物がもっと現れてくるってことですか？」

　俺の質問に、首を横に振る彼女。

「『巫女』は、もう帰ってきているから、それは大丈夫だ。だが、シルバーサフという薬草の不足でな、『呪気』を『魔力』に変換する儀式が最低限しかできていない……。薬草不足の解消は時間がかかるだろう」

　……そういや、シルバーサフって、魔法なんかの儀式に使われる薬草だって聞いたな。

　それにガルーダさんも『森の薬草は、ダークエルフの『巫女』の魔術儀式により、繁はん殖しよく力りよくを強化されている』とか言っていた。

　シルバーサフの不足により、その儀式ができていないってことか。

　そのせいで呪気が溜まり、さらには森の薬草も不作になっているみたいだ。

「……じゃあ、シルバーサフさえ手に入れば、この森の薬草不足も解消されるんですかね？」

　シルバーサフなら、四本ぐらい収穫してある。ギルドに納品するため持っていったあと、背はい嚢のうに入れっぱなしだ。

「ああ……だが、事情があってシルバーサフの数が足りないんだ。せめて後三本ほどあれば、まあまあ楽になるのだがな……。シルバーサフを育てていた薬草園に侵入した者がいたりと、いろいろあって……」

「えっ、ダークエルフの薬草園に侵入者があったんですか？」

　それは重要度の高い情報だった。

　イェタの人よけの結界は、ダークエルフの薬草園を隠す結界と、同じぐらいの能力らしい。その侵入者は、俺達の城へも侵入できる可能性がある。

「……我らの裏切り者が手引きしたのだと思っているのだが、そうだ。薬草園に侵入者があり、薬草を盗まれた」

　彼女が、うなずく。

「サフ草には手をつけられていなかったから、侵入したのはその裏切り者ではない気がするが……。無理な侵入をされたせいで、そのサフ草もダメになってしまった」

　そしてイェタの城を見る。

「……そういえば、この城にも人よけの結界があるな？　不審者が、この城に来ないか不安なのかな？」

　うなずく俺。

「我らの裏切り者も四人はどうにかしたのだが、主犯格の一人が逃げたままだ。……結界の力を強くすることはできないが少し細工をしようか？　命を助けられた礼にもならんが」

　問いかけてくる彼女。

「やったっ、わたしの結界がすごくなるよっ！」

　イェタは乗り気みたいだな。

「……知らない人に結界をいじられるのも怖くはあるんですが」

「大丈夫だよ！　変なことされたらわかるよ！　ブラウニーちゃんもダークエルフさんは良い人だって言ってるよ！」

　……まあ、イェタも不思議な力を持っているからな。そこまで主張するなら大丈夫なのだろうか。

「じゃあ、お願いします」

　と、頭を下げる。

「あっ、でも仕事してもらうんですから報ほう酬しゆうは出しますよ。シルバーサフあげますね」

　背嚢に入れっぱなしだったシルバーサフを、エルナーザさんに渡した。

「えっ」と声を漏もらしたあと、袋の中のシルバーサフを見てかたまっている彼女。

　ダークエルフの薬草園の侵入者は、サフには手をつけていなかったってことだから、俺が侵入者と勘違いされることもないだろう。

　渡したサフがお役に立つといいなー、なんてことを考えながら、気になっていたことを聞く。

「あなた方の薬草園の侵入者についてなんですが……、ユモン・スカルシアという人間の貴族が、魔の森の薬草を他の貴族に大量に売りさばいていると聞いたことがあります……。もしかしたら、その貴族が薬草園への侵入者ですかね……？」

「……この薬草不足のときに、どこからか大量の薬草を手に入れたのか。……薬草園に侵入した者達の関係者かもしれない。その男のことは調べなければいけないだろう」

　真剣な表情のエルナーザさん。

「ただ私は、その前に君のことを調べたいのだが」

　そんなことも言われていたが……

　それにイェタが元気に答える。

「トーマは、この城の主あるじだよ！」

「……ほほう、この人よけや魔物よけの結界があり、謎なぞの無人で動く強力な投石機や大型弩ど砲ほうが設置された城はトーマくんのものなのか」

「そうだよ！　石壁とか魔動投石機とかもトーマが魔物を狩って、わたしのために作ってくれたの！」

「なるほど。君の可能性も考えていたが、小さいからな。やはり、彼が作ったのか」

　うなずいた彼女が俺を見た。

「トーマくん。君は、いったい何者なんだ？」

　いえ……その言葉は、イェタにかけて欲しいんですが。

　城の設備がおかしいのは、俺のせいじゃない。

　まあ、イェタが狙ねらわれてもイヤだし、彼女に注目が集まらないのは良いことなんだけど……

「えっと、俺はダークエルフさんの味方ですよ！　シルバーサフ、もっとありますけどいります？」

　とりあえず、もので釣る作戦で行こうか。

「……まあ、命の恩人だ。深くは聞かないことにしようか」

　ありがとうございます……

「シルバーサフは欲しいのだが人間達の貨幣を使う習慣がない。命を助けてもらった礼もしたいし、薬草、薬木、鉱こう石せきなど、我々が手に入れられるもので何か欲しいものはないか？」

「……魔物の死し骸がいなんかは？」

　イェタのポイントになる。

「うっ、すまぬ。それは儀式に必要なのだ」

　そうなのか。どうしようかと困っていたら、なんかブラウニーが主張し始めた。

「きゅっ、きゅっ、きゅーっ、きゅっ！」

「そうか……、彼らのことを気に入ったか」

　ブラウニーにコクリとうなずいた女性。

「それでは私の従じゆう魔まを差し上げよう。この子は狩りの手伝いができる貴重なブラウニーなのだ」

　ブラウニーを抱き上げ、俺に渡してきた。

「きゅっ！」

　そう鳴いて、よろしく、というように片手を挙げるブラウニー。

　こいつがいるのは心強いな。狩りが簡単になる。

「それは嬉うれしいですね！　……そういえば、こいつ名前はなんていうんですか？」

　ずっと種族名で呼んでいたが、多分、この女性がつけた名前があるはずだ。

「……主人が変わるからな。できれば新しい名前を付けてやってくれ」

　えっ、名前考えるの苦手なんだが。

「女の子らしい、かわいい名前を付けてあげてくれよ！」

　……さらにハードルが上がったぞ。

「女の子だったんですね……」

　そんなことを言って時間を稼ぎながら名前を考えるが、まったく思いつかない。

　しかたがない──

「……イェタは、どんな名前がいいと思うかな？」

　彼女に聞いてみる。

「『ウニ』ちゃんなんて、どうかな！」

　ウニ……？　なんで？

　……あっ、もしかして、ブラ『ウニ』ーだから『ウニ』なのか？

　一瞬そう思ったのだが──

「調理場のレシピブックにあった、おいしそうな食材の名前だよ！　海で採れるんだって！」

　それは、なんというか。

「……おいしそうな名前だね」

　そんな、よくわからない感想を発してしまった。

　……そういえば、そろそろ夕食の時間だから、彼女もおなかが空すいているのかも。

「何か料理でも作ろうか？」

「うん！」

　元気よくうなずくイェタ。

「あっ、でも、その前に洞窟竜……」

　あー、ポイント化したいのか。どうしようかな、と思っているとエルナーザさんが聞いてくる。

「私が魔法で解体をするか……もしくは重要な素材が傷まないように魔法をかけようか？　魔物はこの城に結界があるから大丈夫だと思うが」

　ああ、魔物よけの結界があるから魔物に肉を食われたりすることはないのか。

「わーい！　じゃあ、傷まないようにしてもらって、その後食事しようよー！」

　ポイント化は食後ということだな。

「じゃあ、魔法のお礼に……獣人の皆さんも一緒に、何か食事を出しますよ！」

　その俺の言葉に、獣人の一人が頭を下げる。

「おおっ……。すみませぬ。命を助けていただいた上に食事まで」

　獣人たちの代表か……カクシャクとした武人風の老人。男性だ。

　ついでに、石壁のあたりでしきりに壁を調べていたドワーフの少女も反応した。

「もしかして、壁の内側に入れるのか！」

　つめよってくる彼女。

「あの連れん弩どみたいなのや投石機にも触りたいんだが！　なあ、いいかな！　いいかな！」












　ガクガクと揺さぶられる……やめて……

「ジュナンは少し落ち着け」

　武人風の老人が、彼女を止めてくれる。

「しかし、もし石壁の中に入らせていただけるならば、大変ありがたいですな。魔の森を通ってきたせいで、子供達が怯おびえていて」

　獣人たちは、女性や子供が多い。言われてみれば、少し怯えているような表情か。ずっと洞窟竜から逃げまどっていたみたいだから、森を怖く感じているのかもしれない。

「わかりました。では、こちらへ」

　こうして彼らを石壁の内側へと誘ったのだ。




　ダークエルフのエルナーザさんに洞窟竜が傷まないよう魔法を使ってもらい、もうすぐ暗くなるという中、みなに食事を用意した。野外用の調理キットを使って作った……天ぷらだ。

「何これ、おいしい！」

「サクサクする！」

「うまい！　うまい！」

　獣人たちにも好評のようだ。

　それを食べながら泣いている子供さえいたから……、よほどおなかが空いていたのか。

　エルナーザさんも「ほう、これは……」とつぶやいていたり、ジュナンという名のドワーフの少女も黙々と口に天ぷらを詰め込んでいる。

「きゅーっ、きゅっ！」

「おいしいねーっ！」

　ウニと名付けたブラウニーやイェタも喜んでいて、朝、彼女達によりリクエストされていた天ぷらだったが材料を買っといて良かった……

「それでは、改めてお礼をさせていただく。それがしはルマールと申すもの。見ての通りの獣人族になります」

　食後。人心地つき、みなで焚たき火びを囲む中、武人風の老人が頭を下げた。犬の獣人だ。

「あなた方は……」

　何者かと聞こうと思ったんだが、大体わかっているんだよな。子供の獣人の中に、顔に刺青いれずみをされたものがいる。隣国で、奴ど隷れいの体のどこかに入れられる模様と同じだ。多分、そこからの逃亡奴隷なのだろう。

　不法入国ってことになるが……

「獣人の村の者なのですが、商人にだまされましてな……。皆で、そこから逃れてまいりました」

　ルマールさんの発言から推測するに、犬獣人を中心とする村の皆が商人にだまされ奴隷落ち。奴隷商から逃亡するなどして、どうにか魔の森を通り、ここまで逃げてきたって感じなのかな。

「トーマ君……彼らのことで頼みがあるのだが」

　そんなことを考えていると、ダークエルフのエルナーザさんが話しかけてくる。

「しばらくの間でいいのだが、彼らをこの城にかくまっていただけないだろうか？」

　どう答えていいか判断できず困っていると、彼女がさらに押してくる。

「もちろん報酬は払うぞ。魔物の死骸は無理だが、珍しい薬草に薬木、鉱石、霊薬、男性を夢の世界にいざなうドリアードの従魔！　なんなら私が一晩付き合おうか？」

　一晩付き合うって……

「トーマ！　トーマ！　城の住人が増えるの!?」

　イェタは嬉しそうにしているから、別に彼らをかくまうのは問題なさそうだが。

「彼らを城でかくまうのはかまいませんが、ずいぶんと肩入れしているんですね」

　不思議に思って、疑問をぶつけてみる。

「ああ。話すと長くなるのだが、ちょっと前までダークエルフの巫女とともに、私も隣国の奴隷商に捕らわれていてな……。ここにいる彼らと協力し、どうにか逃げ出したのだが」

　……そういえばシルバーサフの不足の他、巫女が不在で薬草の育成を良くする魔法の儀式ができていなかったという話もあった。

　隣国の奴隷商に捕らわれていて、儀式ができなかったようだ。

「獣人たちを、我らの集落に住まわせようとしたのだが、仲間の説得に失敗してな。先ほどの洞窟竜から逃げるときにも、彼らに多数の死者が出てしまって、責任を感じているのだよ」

　……獣人たちには男性が少ない気がしたのだが、もしかしたら戦える者はほとんど、あの洞窟竜に立ち向かって行ったのかもしれない。

　勝つことはできないが、時間稼ぎぐらいならできるだろうから。

　落ち込んでいる様子の彼女を、武人風の老人ルマールさんがなぐさめる。

「ただ不運だっただけだ。あなたの仲間も死んでいる。気にすることはない」

　周囲で、その話を聞いていた子供達は悲しそうにしていたから、なかなか納得できるものではないのかもしれないが。

「しかし、奴隷商からよく逃げられましたね？」

「魔法を使い、どうにかなったよ」

　俺の質問にうなずく、エルナーザさん。

「まあ、我々を罠わなにかけた『裏切り者』は、もっと腕が良いのが悔しいところだが……」

　……能力の高い敵ってイヤだな。

「その裏切り者は……？」

「逃げられた。さっきトーマ君から聞いた『ユモン』という貴族のところにいるのかもしれないが……」

　首を振る、彼女。

「あいつは人間の貴族とうまくやれるような性格じゃないからな……。目的を達成したら、さっさとどこか別のところに行ってしまっている可能性もある」

　なるほど。

「この森に舞い戻ってくれば、多分、我らも気がつけるとは思うのだがな」

　敵対するものがいるこの森に、戻ってくる可能性は低いのだろうか。

「『魔術狂い』を自称する『ゲルグ』という名のダークエルフだ。あとで人相書きを持って来よう」

　人相書き……危険人物の似顔絵があるのはありがたい。

「それで、そのときに獣人たちを受け入れてくれることや、シルバーサフに対しての報酬も持ってくるつもりなのだが」

　何を報酬として持ってきたら良いか知りたいのだろう。どうしようか……

「……とりあえず報酬は薬草、薬木、鉱石、霊薬あたりから欲しいですね」

　そう要求をする。

「薬草園があるので薬草はあまりいらないのですが、一部人間の町で欲しがっている薬草があるので、それをいただきたいです」

　冒険者ギルドで、たまーに持ってきて欲しいと言われた薬草のリストがある。

「こちらの欲しい薬草が、もしあなた方のところでも不足しているようなら、要求は取り下げますよ」

　イェタの薬草園から、いくらでも採れるから。

「あとはシルバーサフは城まで来ていただければ差し上げられます。なので、森の薬草不足を解決する儀式は早めにやっていただきたいですね」

　その言葉を聞いた彼女が、うなずく。

「無論だ。効果が出るまでしばしの時間がかかるが、その『儀式』は我々にとっても必要なもの。必ずや行われるだろう」

　よかった。冒険者ギルドのガルーダさんも、森の薬草が不足していることについて情報が欲しいと言っていた。彼も、このことを知れば喜ぶだろう。

　とりあえず、どこまで話していいかわからないから、そのことも彼女に聞いておこうか。

「あと、いただいた情報に関して、冒険者ギルドのギルド長に伝えたいのですが」

「情報は、そちらの好きにして良いぞ。……獣人たちについては、逃亡奴隷だから、あまり話さないで欲しいが」

　彼らのことはかくまうつもりだったから、俺も話さないつもりだった。

「もちろん、彼らについては話しませんよ」

　そう伝えると、彼女はホッとした様子だった。

「わけありのようだから、君たちのことについても、仲間に伝えるのは最低限にするからな！」

　秘密を守る約束をしてくれた彼女は、俺が欲しい薬草の種類を聞きだし、約束した結界への細工などを済ませると、自分の集落へと帰っていった。──暗くなった森を突き進むらしい。

　残ったのは、ドワーフの少女が一人に、十名ほどの獣人たち。いつもは静かな城だが、彼らの会話があるせいで、にぎやかに感じる。

　イェタも、犬獣人の少女と仲良くなったみたいだな。

「ねーねー、トーマさんってイェタちゃんのお兄さんなの？」

「お兄さんじゃないよ！　トーマは、わたしのご主人様だよっ！」

「ご、ごしゅじんさま……？」

　そんな会話が聞こえてくるが、城主だからご主人様なのだろうか？

　イェタには命を助けてもらったから、ご恩返しをしているつもりなのだが。

　大丈夫だと思うが、変な誤解が生まれないようにフォローしとくか……

　彼女たちに口をはさもうとしたところで、ガシっと腕をつかまれた。

「なあなあ、トーマさん。あの投石機とか連弩とか、もう一度動かしてくんねーかな？　どんな仕組みになっているか見たいんだ」

　ドワーフの少女……ジュナンという名前だったか。

「……明日でも良いかな？」

　元気な子もいるが、ウトウトしている子もいる。石の爆発とかうるさいし、あまり大きな音を立てて起こすのもかわいそうだ。

「じゃあ工房とか、あの兵器を作ったときの道具とかでもいいや！　天才的な職人が、一体どんな道具を使ってどんな仕事をしているか見たいんだよーッ！」

「いや、あれは特殊な作り方をしていて……。ここに道具とかはないんだよ」

　その言葉を聞いて「そうか」と残念そうにする彼女。

「……ジュナンは、そういう、物作りに興味があるのか？」

　俺の質問にうなずく彼女。

「私は、これでも職人だからな！」

　へー。

「鍛か冶じもできれば、木工もできる。革製品も作れて、少し苦手だが布製品も大丈夫だ！　錬金術もかじったから、霊薬や薬も作れるぞ！」

　すごいな。

「何でもできるんだな」

「ああ！　好きだったし、魔道具なんかを作るのに必要な知識も集めたからな！　いつか、魔道具の工房を持つのが夢だったんだよ！」

　なるほど。

「まあ、腕に奴隷の刺青が残っているから、この国ではなかなか難しい気はするんだが」

　どこかの工房に弟子入りするにしても、逃亡奴隷と見抜かれたらそこで終わりだからな……。……でも、かなり努力していたようだ。彼女に、イェタが作れる『鍛冶工房』とかを任せてみたら面白いかもしれない。

　鍛冶工房や布革工房などに必要なポイントは、それぞれ五十だった。今あるポイントは十五で全然足りないのだが、ポイントとなる魔物の死骸はここにある……

「トーマ！　トーマ！　みんなを寝る場所に案内していい？」

　イェタが話しかけてきたんだが……

「洞窟竜のポイント化は良いのかな？」

　俺の疑問に『しまった！』といった表情を見せるイェタ。忘れていたんだろう。

「解体でしたら、お手伝いしますぞ！」

　ルマールさんが、そう申し出てくれる。解体じゃなくて、ポイント化なんだ……。これらの能力は、彼らが『城』に住むのなら遅かれ早かれ見せることになるのだが、今見せてしまって良いものか。

「トーマ！　トーマ！　ポイント化とか、ルマールさんのお孫さんに見せていーい？　獣人さんとか『城の住人』にするの簡単だったから、みんな良い人だよ！　たぶん！　だから見せても大丈夫だよ！　たぶん！」

　……『住人』にするのが簡単だと良い人とかあるのか。──途中二回ほど入れられた『たぶん』の単語に、いちまつの不安は感じたが。

「ちなみに、『ルマールさんのお孫さん』っていうのは……」

　さっきイェタと仲良さそうに話していた女の子のことだよな？

「あの子！」

　イェタに指差されたのは、俺の予想したとおりの女の子だ。

「まあ、安全そうなら良いんじゃないかな」

　不思議な力を持つ彼女を信じることにした。

　明かりのため、焚き火から燃えている木を取ると、獣人などと一緒に石壁の外に出る。森を怖がっている者も多いようだが、一人で慣れない城の近くにいるのも怖かったのかな？　皆がついてきた。そして洞窟竜の死骸のところについた。

「ポイント化するよーッ！　えいっ！」

　イェタがポンと洞窟竜の死骸に触る。それが光の粒子になる。

「ほほう、これは……」

「わー、きれーっー！」

　ルマールさんと、彼のお孫さん。それに他の獣人たちが感かん嘆たんの声を上げる。

　洞窟竜の巨体が、全すべてキラキラとした光の粒子になったから。夜の闇やみの中にきらめいていて、なかなか見れない光景だ。

「……どういう能力なのかイマイチわからないけど、これも秘密にしといたほうが良いんだろうな。エルナーザなら、しゃべってもうまく秘密を守ってくれる気がするけど」

　ジュナンが、そんなつぶやきを漏らしている。

「でも、なんかイェタちゃん、しょんぼりしてる……？」

「そうだのう」

　ルマールさん達の、そんな会話でイェタの状態に気がつく。

　地面に両手とヒザをつき、見るからに落ち込んだポーズだ。わかりやすい。

「……どうしたんだ？」

「ポイント化に失敗したーっ！」

　おおっ、そんなことがあるのか。返ってきた答えにビックリする。

「たぶん、魔法のせいじゃないから……魔物が強すぎたのか。もしかしたら呪気のせいかなー。三百二十ポイントしか得られなかったー……」

　強すぎる魔物、もしくは呪気に汚染された魔物の死骸はポイント化に失敗することがあるとか。エルナーザさんがかけた死骸を傷まないようにする魔法は関係ないらしい。

「それでも三百二十ポイントじゃないか。すごいな」

　洞窟竜だからか。もしくは呪気のせいで強くなった敵だったから、そのぶん少し多めにポイントをもらえたとかあるのかな？

「うん！　残っていたポイントと合わせると、全部で三百三十五ポイント！　城レベルアップはできないみたいだけど、いっぱい施設を作れるよ！　トーマ、作りたいもの言ってみて！」

　元気になった彼女が聞いてくる。城レベルアップができないのは、何か特殊な条件を達成する必要があるとかだろうか。

　そんな考察をしていると、ジュナンの質問が聞こえてくる。

「……施設っていうのは、何を作れるんだ？」

「獣人さんが住めそうな『宿舎』とか、あと鍛冶とかの工房も作れるよ！」

　イェタの答えに、ジュナンの目がギラリと光る。

「『鍛冶工房』とかはジュナンに使ってもらいたいな、と思っていて作るつもりだったよ」

「マジか！」

　俺の言葉に、嬉しそうな表情をした。

「さっそく、作ろうぜッ！」

　ジュナンの言葉に『良いの？』という表情でイェタがこちらを見てくる。

　疲れている獣人さんたちを休ませたいのだが、なんか、みんな興味津々という顔だな。彼らやエルナーザさんには天ぷらをご馳ち走そうしたのだが、そのときに薬草も天ぷらにした。体力回復の効果があるものが混ざっていたが、それが今頃効いてきたんだろうか？

「……獣人の皆さんが元気なようなら、『鍛冶工房』とかを作りましょうか」

　そうやって休む様子のないことを確認。皆で城の中へと移動したんだ。

「わー。外も白はく亜あのお城だったけど、中もキレイだねー」

　ルマールさんのお孫さんが、あたりを丸い目で見回している。城内に取り付けられてある魔法のランプの明かりでも、キレイなのがよくわかるから……

「じゃあ、ここに作るよー！」

　目的地に着いたようで、イェタが空き部屋の中に入った。

「いくよー！　えい！」

　気合を入れると部屋がピカリと光り、なんかそれっぽい機材がたくさんある『鍛冶工房』ができた。

　獣人たちの驚きの声。「へー！」と言いながら、ジュナンも中を検分している。

「おおっ、青せい銅どうができる鉱石がある……。青銅のよりかは少ないが、鉄鉱石もあるのか。……あれ？　こっちの鉱石はけっこう良さそうなのがあるな」

　……鉱石などの素材はある程度、支給されるのか。たしか『地下鉱石採取所』という施設もあったのだが。俺も石をツンツンしていると、イェタに呼ばれた。

「トーマ、それにジュナンちゃん！　この機械が製錬をするための炉だって！」

　へー、と思いながら、でっかい『機械』とやらの近くに行く。

「ここに鉄とかの鉱石を入れて……」

　上部の『投入口』と書かれているところに、ポイポイと鉱石を投げ入れる彼女。

「ここを押すと！」

　チン！　と音が鳴って、機械の下部からゴロンと小さな鉄のインゴットっぽいものが転がり出てくる。

「簡単に鉱石から金属が取り出せるんだって！」

　おう……

「すごいな」

　機械下部の受け皿に出てきた、鉄のインゴットを触る。ちょっと温かい。

「今は完全に不純物が取り除かれたインゴットが出てくる設定になっているけど、何段階かにわけて不純物を取り除くこともできるよ！　その設定のときは、灼しやく熱ねつした鉄てつ塊かいとかがゴロンと出てくる！」

「……それは、何か意味あるのかな？」

　俺の質問に、うなずくイェタ。

「鍛冶師の人が、燃える鉄塊の形を整えるためにトンカチで叩たたいたりするんだけど、そのときに金属へ魔力が宿るんだって！」

　なるほど……。多分、その魔力が宿った金属で剣とかを作ると、より質のいい物ができたりするのだろう。

「青銅の鉱石や鉄鉱石は、毎月ある程度供給されるみたいだよ！　他の鉱石は最初だけの特別サービスだって書いてある！」

　特別サービスっていうのは、ジュナンが『良さそうなのがある』と驚きの声をあげていた鉱石のことだろう。

「青銅や鉄ができる鉱石以外は自分で手に入れるか、違う施設を利用して手に入れてって書いてあるよ！」

　イェタが、そんな説明をしてくれた。町で買ってくるなり、『地下鉱石採取所』を使うなりする必要があるのだろう。

「不可思議な魔道具ですなー」

「そうだね、おじいちゃん……」

　ルマールさんを始めとする獣人たちも、わいわいガヤガヤと感想を言い合っていた。

　肝心のジュナンは、何か遠い目をしているが……

『ありえないものを見てしまった』みたいなことを考えているのかもしれない。

「設備とかの使い方がわからなかったら聞いてね！」

　イェタは、そんなことをジュナンに言っていた。

「トーマ！　あとは、どんな施設作る？　他の工房？　それとも獣人さん用の『宿舎』か『兵舎』？」

「……ジュナンの腕はエルナーザも褒ほめておりましたから、工房を作れば、トーマ殿のお役に立つかもしれませんな」

　へー……。ダークエルフの彼女が褒めていたのか。

「工房なら『木工工房』『布革工房』『石工工房』があるよ！　素材も簡単なものなら支給されるって！」

「『木工工房』と『布革工房』が欲しい！」

　ジュナンの言葉。

「じゃあ、その二つを作ろうか……。……あっ、でも、空き部屋あったっけ？」

　あと一部屋はあった気がするのだが。

「大丈夫だよー」

　とてとて、と近くの空き部屋へ歩いて行くイェタ。ピカッと、そこが光る。

「『木工工房』作ったよー」

　とてとて、と廊下に出てくる彼女。外が見える窓のところに行く。

「えい！」

　ズゴーン、というスゴい音が外から聞こえた。ついでに窓がピカリと光り、木の扉となる。

「この扉の先に『布革工房』作ったよー！　ついでにお城が広くなって、何部屋か新しい空き部屋ができたー！」

　そんな嬉しそうな彼女の言葉。……部屋数が足りなくなると、城がふくらむのか。

「……この城、何でもありだな」

　ジュナンが、そんなことをつぶやいていたが、同じことを考えている仲間がいて嬉しいよ。

　獣人の中には、イェタに祈りをささげる者まで現れてしまっていて……。精せい霊れい信仰はあるから、あながち間違いではないのだが。

　祈りをささげられている当人は、それを気にもかけずに俺に聞いてくる。

「次は獣人さんの住居作るー？　『宿舎』や『兵舎』があるよー！」

　一応、城の住人用の仮眠室があるのだが、この人数だとかなりせまいだろう。どちらかを作りたい。

「それも何か特殊な施設なのかな？」

　ジュナンの問いかけにうなずくイェタ。

「どちらも城の住人に技術や能力なんかを与える施設だよ！　『宿舎』は鍛冶や霊薬作成なんかの技術を！　『兵舎』は戦闘技術や戦闘能力を与えてくれるって！」

　その言葉に反応したのはルマールさんだ。

「ふむ……戦闘能力ですか。私も昔は戦士でした。今でも狩りの腕はあります。もし、この老いた体でお役に立てるのでしたら、その能力をいただきたいですな」

「ぼ、僕も、皆を守れるようになりたいんですが……」

　もう一人、気弱そうな獣人の青年も手を挙げた。彼らは数少ない獣人の男性だな。女性にも、手を挙げようとして友人らしき人に止められている者や、同じく大人に止められている子供達もいたが……

「魔物の死骸を持ってきてくれる方がいると、ありがたいかもしれませんね」

　と、彼らにうなずく。

「うん！　それじゃあ、『兵舎』作る？　『職業』っていうので、特定の人の体力や筋力を上げたりできるってあるよ！　剣とか弓を触ったこともない人が、そういうのをあつかえるようにもできるんだって！」

　……弓を握ったこともない人に、ある程度の弓の腕を与えたりできるのだろうか？　すごいな。

「では、『兵舎』を作ってみましょうか」

　その提案に、特に異論はなさそうで……

「わかったー！　『兵舎』は外に作る施設だよ！」

　イェタにつれられ、城の外へと出る。夜なので、城にあったランプを皆に配った。

「作るよーっ！　えい！」

　彼女が指差した土地がピカッと光る。石壁の内側……城の敷地内に、建物ができた。

　月明かりでわかりにくいが、二階建てで少し大きめの宿屋ぐらいのサイズか。窓から漏れる光に、練習に使うのだろう、矢の的のようなものなどが外にあるのがわかった。

　観察をしていると、イェタから声をかけられる。

「トーマー！　住人に『職業』っていうのを与えられるようになったよ！　ポイントが必要みたいだけど」

　さっき言ってたやつだな。

「なんか、与えた『職業』に応じた戦闘技術とかを使えるようになるって！　能力の強化もあるみたいよ！」

　へー。

「今、与えられる『職業』は『兵士』と『弓兵』の二つ！　どっちも必要なポイントは五十！　『兵士』は近接戦闘の技術とかを与え、身体能力とかも強化する！　『弓兵』は弓やボウガンなんかを扱えるようになって、目のよさや器用さに影響を与えるんだって！」

「身体能力の強化ですか……」

　ルマールさんは『兵士』という職業に興味がある様子。

「ルマールさんは弓や槍やりの腕前がいいから、そこら辺は『職業』を得てもあまり変わらないみたい！　『兵士』には体力や筋力なんかを高める効果があるみたいだから、それが役に立つみたいよ！」

　じゃあ、それがいいかな。

「ルマールさんは、それでいいですかね？」

「ええ！　この老いた体が、ある程度動くようになるなら！」

　彼も賛成したので、イェタに頼む。

「ルマールさんに、『兵士』の職業をお願いするよ！」

「わかったー！　えい！」

　ピカッと光るルマールさん。持っていた槍をブンブンと振る。力強い動きだな。

「おおっ！　体が若いころのように動きますぞ！　信じられません！」

　そんな驚きの声を上げていた。

「君のほうは……」

「ちょ、ちょっと魔物が怖いのですが……」

　もう一人の獣人の青年に問いかけると、そんな答えが返ってくる。

「じゃあ『弓兵』かな。魔物から離れて戦うことができるし、弓も矢も俺の予備がある」

「この獣人さんに、『弓兵』の職業を与えるのー？」

　チラッと青年を見ると、彼にうなずかれた。文句はなさそうだ。

「お願いするよ」

「わかった！　えい！」

　ピカッと光る獣人の青年。見た目からはわからないが、『弓兵』の職業が得られたのだろう。

「的の近くに、明かりを置いてきますぞー！」

　とっとこ走っていくルマールさん。兵舎の近くにあった的のようなものの近くにランプを置き戻ってきた。

「じゃあ、この弓矢を使って、あの的を狙ってくれるかな？」

　俺が差し出した弓矢を、こわごわと受け取る青年。矢を射始めたのだが……

「……かなり当たるな」

「すごいですな！　彼の弓の腕は、からっきしだったのですが。しかし、これなら狩りも、はかどりそうです！」

　ルマールさんも満足そうだ。

「……ちなみに、俺も、職業を得られるのかな？」

　気になったため、イェタに聞いてみる。

「一応『城主』が『職業』みたい！」

　そうなのか。

「なんか『城主』にも剣や弓の腕前を一定以上にする効果があるようなんだけど、トーマは、もともと武器の扱いがうまかったから効果が出てないみたい！」

　なるほど。

「あと『城主』は特別で、『鍛冶師』とかの生産系の職業なら追加で取得可能なんだって！　デュアルジョブが可能だって書いてある！」

　デュアルジョブの意味が少しわからなかったが、すごそうである。

「『謁えつ見けん室』の施設で『城主』の力は、さらに強くなるって！」

　いつか作ってみたい。

「ちなみに今ので残り十ポイントになったから、もう作れる施設とかはない！」

「……じゃあ、今日はこれでおしまいか」

　俺はルマールさんを始めとした獣人達を見る。

「後日、『宿舎』も作るかもしれませんが、あの建物を住居として自由に使ってください。城の中に部屋もありますので、それを使うのでもかまいませんが」

「おお！　ありがとうございます！　それでは、さっそく中を拝見させてもらいますぞ！」

　わいわいガヤガヤと建物の中へ。一緒に見学をさせてもらったが、二人部屋が大量にあるようだな。城のものに比べると小さいが、共用の風ふ呂ろやトイレなど一通りのものはそろっているようだ。武器や練習道具を置く部屋もあった。

「では、こちらの建物を住居として使わせてもらいますぞ！」

「里のみんなと一緒だね！　おじいちゃん！」

「……城の調理場なんかも、勝手に使ってかまいませんからね」

　ルマールさん達に、そう告げて、あとは彼らに任せることにしたんだよ。

　こうして、その日は眠りにつき翌朝──

「トーマさーん！　新しいマジックアイテムを作ったんだよー！　ちょっと試してみてくれよーっ！」

　まだ薄暗いうちに、寝室に侵入してきたジュナンにゆっさゆっさとゆさぶられて起こされる。……服を脱がそうとするな。起きるから。

「なにー……？」

「きゅー……？」

　同じベッドで寝ていたイェタとウニも目を覚ました。

「作ってもらった『鍛冶工房』を使って、夜にマジックアイテムを作ってみたんだよー！　ちょっと使ってみてくれよー！」

　彼女が持っているのは矢のようなもので。もしかして、寝ないでずっとそれ作ってたの……？　ドワーフだから体力があるんだろうかと、その矢を見るが。

「これは、きれいな紋もん様ようがある矢だな」

　矢の先端の部分、矢じりに紋様がある。

「魔力を込めて射ると、刺さったところに小さなカミナリが落ちる矢だ！」

　おう。めちゃくちゃ貴重な矢なんじゃないか。王都とかに行かなきゃ多分、手に入らない。金を出せば手に入るというものでもないだろう。工房を作ったときに『特別サービス』として貴重な鉱石が得られていた。それを使って作ったのかもしれない。

「……カミナリは音とかがすごそうだけど」

「この城の人よけの結界なら大丈夫じゃないかな？　そんな派手なカミナリじゃないし……。それに、近くの木が燃えて煙とかが出ても、結界が隠してくれると思う。獣人たちも起きているから、驚かせることはないだろうし……」

　つらつらと大丈夫な理由を述べる彼女。魔道具を作る職人になりたかったと言っていただけはあって、この城の結界についてもある程度わかるらしい。エルナーザさんが褒めていただけはある。

「おもしろそう！　使ってみようよ！」

「きゅっ！」

　イェタにも促されたため、外で試すことにした。大きな音がすると、まだ森を怖がっている獣人達を驚かせてしまうかもしれない。彼らにも事前に伝えることにした。

「楽しみですなー」

　そうして、一緒に矢のできを見守ることにしたらしいルマールさんなどの獣人達に見守られながら、城の敷地の中、俺は大地に向かって矢を射ることとなった。

　ザクッと土に刺さる矢。刺さったところの五メートルぐらい上に小さなカミナリが発生。それが矢に向かって落ちた。その部分から、さらに半径二メートルぐらいの火柱が、ゴオッ、と音を立て立ち上がり……

「おお……火柱も立つのか。想定外だった……」

　そんなジュナンの言葉が聞こえてきた。

　彼女の腕が良いのか、イェタの城の施設が良いのか……。けっこうすごいマジックアイテムができちゃったんじゃないだろうか。

　ただ、このアイテム、かなり魔力を使うようだ。魔力を込めるのにも時間がかかり、俺の場合、一発ごとに魔力回復薬が必要なよう。

　強力だが、少し使いにくいか。













　朝食の後、ダークエルフ達から聞いた情報を冒険者ギルドに知らせに行くため準備をし、城しろの外に出た俺。

　獣じゆう人じんのルマールさんと、『弓兵』の青年も城の外にいる。彼らは魔物の死し骸がいを集めるため、森へ狩りに行く。ついでに食料の確保もするみたいだな。山菜や果実、魔物の肉を狙ねらっているとか。食料は、俺も町で買ってくるつもりだった。

「僕たち、大丈夫ですかね……」

　不安そうな『弓兵』の青年。

「ヨシュア君は心配性だなー」

　気軽な声をかけたのはジュナンだった。彼の名はヨシュアというらしい。

「……大丈夫だと思うよ」

　心配そうに、こちらを見てくる彼を勇気づける。

「ここら辺の森だと、ゴブリンの群れに出会うと危ないかもしれない……。でも、魔物の気配がわかるウニを貸すから、そういうのは避けられるはずだし」

　ゴブリンは弱い魔物の代名詞だが、群れると意外に手ごわい。やつらとの戦いのコツさえつかんでしまえば、五体でも六体でも相手にして勝つことはできる。しかし、そのコツをつかんでいないと事故が起こる。正式な剣術を習った貴族の青年とかが複数のゴブリンに挑んで殺されることもあった。

「あとは群れの狼おおかみも危ないんだけど……、ヤツらを追っ払う唐とう辛がら子しの霊薬を渡してあるからね」

　そう言葉をかけても、まだ心配している表情の彼。

「……やっぱり、毒とか貸そうか？」

「いえ、万が一、誰かにバレると、トーマ殿に迷惑がかかるので」

　ルマールさんにバッサリと断られる。

　一般の人とかの毒の所持は、国が取り締まっているから……。ここら辺の森で狩りをするなら、周囲の気配がわかるウニもいる。人とは出会わないと思うんだけれど。

　大丈夫かな。やっぱり一日待ってもらって、明日俺と一緒に狩りに行ったほうが良いんじゃないか。そう思っていると足もとから声が。

「きゅっ！」

「なんか、ウニちゃんが、『私が守るから、心配しないで！』ってトーマに言ってるよ！」

　うん……男前なブラウニーだ。いや、ウニはカワイイ女の子なんだけど。

「いってらっしゃーい！」

　そんなやり取りを経て、俺たちはイェタに見送られ城を出発した。

　ルマールさんとヨシュア君は魔物狩りへ。ウニも彼らと一緒。

　一方の俺は町へと向かう。ギルドへ薬草を納入して、ダークエルフ達からの情報も伝えて……、あとは獣人たちの食べ物とか生活必需品も買いたいな。

　こうして、イノシシの魔物や鹿しかの魔物を倒し、町の冒険者ギルドまでやってきた。

「すみません」

　いつもの受付嬢……サリーさんに声をかける。

「あれ？　依頼の品は全部納品されていましたよね？」

　薬草のことだろう。冒険者ギルドから頼まれていたものは、全部納品済みだ。たまーに持ってきて欲しいと言われていた薬草もあったが。

「ええ。今日はガルーダさんに用事があって」

「あっ、わかりました。……ガルーダさんも、トーマさんに渡したいものがあると言っていたので、ちょうど良いですね」

　渡したいものって何だろうな……。疑問に思いながらも案内された個室へと入る。

「ガルーダさんを呼んできますね」

　しばらくして、彼女に連れられ、ギルド長のガルーダさんが入ってきた。

「おっす、トーマ、なんか用かー！」

「前にガルーダさんから調べられないか頼まれていた件……魔の森の薬草が不足している原因についてわかったのでお知らせにきました」

「おおっ！」

　喜びの声をあげる彼に、ダークエルフの『巫み女こ』が彼らの仲間の裏切りにより隣国の奴ど隷れい商に捕まっていたことなどを伝えた。

「……そんなことになっていたのか」

　うなずく彼。

「森の薬草不足が解消するかもしれないってのは朗報だが、その裏切り者……『魔術狂い』のゲルグだっけ？　それと貴族のユモン・スカルシアがつながっているかもしれないんだな」

　ユモン・スカルシアは、ダークエルフ達の薬草園の侵入者と関係があるかもしれないという貴族だ。

「ええ、そうです……。ただ『魔術狂い』のゲルグは、人間の貴族とうまくやれるような性格ではないとのことなので、もしかしたら、もうユモンの下にはいないかもしれないとは言っていました」

「なるほど。それは、こっちでも調べてみるわ」

　頼もしいな。

「この情報は助かるぜ、トーマ！　ちょっと特別な報ほう酬しゆうを渡したい」

　そう言った彼が、部屋のすみで会話を聞いていたサリーさんを見る。

「こちらを」

　サリーさんが差し出した紙を見ると……

「これは、Ｂ級昇格試験用の書類……？」

「そうだ！　トーマが、Ｂ級昇格試験を受けられるようにしといたぜ」

　おおっ、すごい。あっ、でも。

「……ついこの間、Ｃ級に上がったばかりなんですがいいんですか？」

「問題ない！　パープルサフを鼻はな薬ぐすりに使ったときにな、ついでにこの件も押し込んでみた！」

　鼻薬……賄わい賂ろを使って、どうにかしてくれたらしい。

　パープルサフを渡したのはつい昨日のことだから、多分それよりもずっと前……下手したら、俺と出会ったときぐらいから動いてくれていたのだろう。パープルサフは最後のひと押しという感じか。

「ギルドが用意した依頼をこなすだけで試験はクリアになる。試験の監視員もついてこない。貴族なんかと同じ形式の試験内容だな！」

　……箔はく付づけのために冒険者になる貴族もいるんだが、彼らは、違法な毒物を使ったりして強い敵を倒し、冒険者ランクを上げたりする。そういう毒物なんかを使いやすいように、またズルをしやすいように、監視員などがついてこない形式の試験があるのだと思う。

　ガルーダさんは、俺が毒を使ってオーガなどを仕留めていることに勘付いているのかも……

「まあ、Ｂ級に上がってなんか問題があったら、言ってくれればＣ級に戻すからな」

　身の丈にあわない依頼に挑戦すると、あっさりと命を落とすことになるからな……

　俺はガルーダさんの言葉に「はい」とうなずく。

　Ｂ級になると、ギルドもいろいろな便宜を図ってくれるようになり、いろいろなことができるようになる。もしかしたら、城の獣人たちをこの国の正式な住民にしてあげる手助けもできるかもしれない。ここは、がんばりどころだろう。

「昇格試験は、どんなものになるんですかね？」

「おう！　普段はいくつかから選べるんだが……今は一つしかないな。『魔ま動どうタンク』という名のゴーレムの討伐だ」

　訊たずねた俺に、新しく数枚の紙を渡す、ガルーダさん。

「近くの村に出現したみたいなんだが、人はあまり襲わない敵だから、時間的余裕はあるな」

　……『あまり』ということは、ちょっとは襲うのか？　だとしたら、できるだけ早く倒したほうが良さそうだ。

　渡された紙には、敵の情報が記されている。蜘く蛛もの形をした、自己増殖もできるゴーレムだそう。敵の数は一体だけだが、しかし、小屋ぐらいの大きさがある。

　全身がほぼ金属でできているのだが、イカヅチ系の魔法なんかを、ゴーレムの弱点となる場所に当てて倒すのだそうだ。高価だが、そういうイカヅチのようなものが発生するアイテムがあり、それを使って倒す場合もあるらしい。

　なんでも伝説の時代、黒こく神しんサクが作ったとされるゴーレムだそうで……

　聖せい剣けんの英雄王に聖剣を与えたりした神様だが……。たしか、異世界から来たという伝承もあったかな。

「……やっかいな敵ですね」

　俺の言葉に同意するガルーダさん。

「ああ……。大昔は、もっと簡単にこいつを倒すアイテムがあったって話なんだがな。今は、魔法使いの力を借りるか、高いアイテムをいくつか用意して倒すことになる」

　……金はかかりそうだから、貴族向けの依頼ではあるのだろうか。

「時間を置けば、他の依頼を手配できるが」

　ガルーダさんに、首を振る。

「いえ、これでかまいません。お金はありますし、イカヅチが発生するアイテムにも心当たりがありますので」

　ドワーフの職人、ジュナンが、当たった場所にカミナリのようなものを落とす矢を作っていた。あれを追加で作ってもらえばいいだろう。




　こうして用事を済ませ、俺は冒険者ギルドを出る。町で獣人達の生活必需品や食料、お土産を購入。魔物を倒しつつ、城まで帰った。

「トーマ、お帰りーっ！」

「きゅっ！」

　石壁の門で出迎えてくれたのはイェタとウニ。ルマールさんのお孫さんもいるな。イェタとお話をしてくれていた様子。ウニは今朝、ルマールさん達と一緒に狩りに行っていた。彼女がここにいるということは、ルマールさん達も城に帰っているんだろう。

「ポイント八十になったよーっ！」

　今日倒したのはイノシシの魔物一体と鹿の魔物一体。帰る途中に狼の魔物二体とゴブリン三体を倒している。俺の魔物だけで五十ポイント……。残っていたポイントが十。

「ルマールさん達が二十ポイント分の魔物を倒したのか……」

「うん！　お肉にして食べる魔物と、あとゴブリン二体を持ち帰っているよ！」

　ゴブリン二体で二十ポイント。彼らの狩りは好調のようだな。

「エルナーザさんも来て、報酬くれた！」

　おおっ、ダークエルフの彼女か。薬草とか鉱こう石せきとか持ってきてくれたらしい。

「エルナーザさんは、まだ城にいるのかな？」

「ううん！　もういない！　ウニちゃんとジェンガで勝負して、負けて帰ってったよ！　ションボリしてた！」

　ウニとジェンガで勝負するとは無謀な……

「あとジュナンちゃんも新しい魔法の矢を作ったって！　カミナリじゃないやつ！」

　へー。

「どんな効果がある矢なのかな？」

「ん？　えっと……、……なんか、きれいな紋章がついてたよ！」

　覚えてないらしい。

「……相談したいこともあるし、ジュナンに話を聞きに行こうか」

「うん！　ジュナンちゃんなら、たぶん、工房だよ！　来て！」

　イェタに連れられ、ドワーフの職人、ジュナンのところへと向かった。

「おっ、トーマさん、帰ったか！」

　木工工房で矢をいじっていた彼女が、部屋に入ってきた俺を発見する。

「調子はどうだ？」

「すこぶる良いぜ！　あと、ここの施設はすごいな！　イェタちゃんに案内されて『調合室』って施設も使わせてもらったんだがよ！　いつもなら五日かかるはずの解毒薬が三十分でできたりした！」

　なるほど。彼女が興奮している理由がよくわかる。

「あと、毒の効果を高める紋章を刻んだ矢も作ってみた！　本来は、おまじない程度の効果しかないはずなんだが、ここの鍛か冶じ工房で作ると魔力が宿るみたいだ！　塗った毒とかの効果が大体、二倍ぐらいになったぜ！」

「おおっ、二倍か。どうやって比べたのかはわかんないけど、すごいな……」

「ん？　比べるのは簡単だったぜ。普通の矢と、この魔法の矢を用意してだな、両方に毒を塗ってから、私の体にブスっと刺せば……」

　自分の体で試したのかよ！　多分、『調合室』で作ったという解毒薬は、その毒の解毒に使ったのだろう。

「……このドワーフが無茶しそうなときは、できるだけ止めてね」

　イェタとウニ、ルマールさんのお孫さんも一緒だったので頼んどいた。あとで他の獣人にも頼んでおこう。

「んで、トーマさんは私の調子を聞きに来たのか？」

「あっ、いや、そうじゃなくて。ちょっと頼みがあるんだ」

　俺は魔動タンク……黒神サクが作った蜘蛛型のゴーレムについての資料を取り出した。

「こいつを倒したいんだよ」

「魔動タンク……サク様のゴーレムか。魔石から作る爆弾があれば、簡単に討伐できるそうだが」

　ん？　魔動ゴーレムに効果がありそうな、カミナリを落とす矢が欲しかったんだが。

「魔石から作る、爆弾？」

「うん。小規模な爆発と同時に、周囲の魔力をかき乱して、ゴーレムとかリッチとかの魔法生物の動きを止めたり大ダメージを与えるアイテムだな」

　……周囲の魔力をかき乱すってことは、魔法も使いにくくなるのかな？

　ガルーダさんも、大昔は、もっと簡単にこいつを倒すアイテムがあったと言っていた。それが、この『魔石から作る爆弾』なのだろう。

「魔動タンクでも一個投げれば動きが止まり、もう一個か二個投げてやれば倒せるって話だ」

「それはスゴいな」

「ただ原材料の一つの作り方が失伝しているから……。今、その爆弾を保存しているのは、魔術師ギルドぐらいなんじゃないかな」

　魔術師ギルド……。研究資料用として持っているんだろうか。

「そこじゃ、ちょっと手に入れられないか」

「うん。まあ、失伝した原材料……とある霊薬なんだが、そいつの作り方さえわかれば他の部分は伝承もある。けっこう簡単で、私も覚えているから、この爆弾は作れるんだけど」

　首を振る彼女。

「その霊薬──赤く輝く液体の中、小さな稲妻のようなものが走る霊薬なんだけど……。それは誰も再現できていないんだよ」

　……ん？　赤く輝く液体の中、小さな稲妻のようなものが走る霊薬？　それ、どっかで、見たことあるぞ。たしか唐辛子の霊薬を濃縮したものが、そんな特徴を持っていた。

　どんな風になるのか、川原で、その霊薬が入ったビンを割ったことがある。大炎上して大変だったが……

「……なー、ジュナン。その霊薬って空気に触れたら、こう……すごく燃え上がったりするのか？」

「おっ、なんだ、トーマさんも知っていたのか。そうだぜ！　博識だな！」

　間違いなく、それだ。唐辛子の濃縮霊薬は『倉庫』の中か。

「それって、この霊薬じゃないかな？　唐辛子の霊薬を濃のう縮しゆくしたらできたんだけど」

「はっはっは、トーマさんも冗談が過ぎるぜ。唐辛子なんかから、あの霊薬ができるわけが──」

　そう言いながら霊薬を受け取った彼女が無言になる。

「こ、こここ、これは……」

　手が震えた彼女。思わず霊薬を落としそうになり──

「うおーっ!?」

　ビンごと彼女の手を支えた。落として割れたら大惨事だ。

「トーマさん、多分、これだよーっ！」

　ずいぶんと興奮している。

「さっそく試してみなくっちゃ！　あっ、材料に魔石も使うから、それも欲しいんだけど！」

「うん、わかった。明日、町へ行って買ってくるよ」

「頼みます！　それと特殊な道具も必要で……それは多分手作りできるんだけど、必要なデミル鉱石と……、宝石も足りないかな」

　そう言うジュナン。

「その鉱石や宝石は町で買えるのかな？」

「デミル鉱石はエルナーザの報酬に、ちょっとあった。だから、ダークエルフ達なら手に入るかもしれない」

「……エルナーザさんとコンタクトをとる方法はあるのかな？」

「ウニのテレパシーは、ちょっと離れすぎてるかな……。今日報酬を渡しに来たときにシルバーサフを定期的にもらいにくるかもしれないと言っていたから、待っていれば会えるとは思うけど」

　いつ来るかはわからないのか。……イェタの作る施設からなら採取できるか？

「イェタ、『地下鉱石採取所』は作れるかな」

「うん！　八十ポイントあるから、七十五ポイントのこの施設は作れるよ！　今、作る？」

「頼むよ！」

　ジュナンと一緒に、部屋の外に出たイェタを追う。廊下の行き止まり。

「作るよー！」

　宣言の後、床がピカッと光り、そこに地下への階段ができた。

　下に降りていくと、どこか自然の洞窟を思い起こさせるような部屋がある。地面には瓦が礫れきのような石や岩が転がっていて……

「地面に転がっている石とかが全部、何かの鉱石だよ！　宝石なんかも採れるって！　金や銀、魔力のない宝石ぐらいまでなら、ここから採れる！」

　おう……

「鉱夫の技術が必要だけど、壁を掘れば魔力を持つ鉱石や宝石を採掘できる！　城から離れる方向に掘っていくほど良い物が出て、一番奥ではオリハルコンも採れるって！」

「おっ!?」

　ジュナンが、すごく反応している。

「採った鉱石は一日たてば補給されて、壁や床に掘った穴も一日たつと元に戻るって書いてあるよ！」

　なるほど。オリハルコンは、掘るのに城から離れる方向に向かっていかなきゃならない。なのに壁とかの穴は一日たつと埋まっちゃうのか。

　貴重な鉱物は採掘しづらいようになっているのだろう。

「よっしゃ、燃えてきたぜ！　オリハルコンを掘ってやる！」

　ジュナンが、そんな決意表明をしていたのだが、必要なのはデミル鉱石と、なんか宝石だったよね？　オリハルコン目指すなら、魔動ゴーレムを倒すためのアイテムを作ってからにしてくれると嬉うれしいなー……




　そんな風にして、ちょっと心配だったけど、鉱石についてや採掘をする道具の作成などはジュナンにまかせることに……。俺は、町で買った生活必需品などをルマールさんたち獣人に渡しにいった。ついでに、近くの村に魔動タンクが出現していることや、それを倒すために鉱石を得る必要があることを話す。

「ほほう、採掘ならば鉱山で働いたことがある者がおります。我々もお手伝いできますぞ！」

　おおっ。

「それは助かりますね！」

　鉱員としての知識がある獣人がいたのはラッキーだ。さっそくジュナンの元へと案内した。

　そして翌日──。今日は、冒険者ギルドへ行く。

　ジュナンが必要と言っていた宝石は、『地下鉱石採取所』で採取できている。手に入れるのは『魔石』だ。

　ちなみにルマールさん達獣人はデミル鉱石の採掘で、ドワーフの職人ジュナンは唐辛子の霊薬を作るそうだ。

　唐辛子の霊薬は調理場に『一味唐辛子』という調味料があり、そいつから作るそうだ。

　この唐辛子の霊薬を濃縮機にかければ、例の大炎上する霊薬になる。──魔動タンクを倒すための爆弾……その原材料の一つだな。

　俺はイェタに見送られ城を出発。途中、ゴブリン三体とイノシシの魔物を倒し冒険者ギルドへとついた。

「あっ、トーマさん。今日はどうされたんですか？」

　受付嬢のサリーさんに、そんなことを聞かれ、個室へと案内される。

「今日は魔石を買いに来ました。王金貨二枚、二千万エーナ分の魔石が欲しいのですが」

「ま、また、ずいぶんな量ですね」

　テストで失敗するかもしれないから、これぐらい欲しいとジュナンに言われた。少し高めの魔石を買うから、多分、俺が持ち運べる重さにおさまるはず。

　サリーさんと相談しながら、どのぐらいの大きさのものを、どのぐらい買うのか決める。それらの魔石を背はい嚢のうにつめ背負ったのだが……

　重い……。大きなリュックに、ぎっしりと魔石が詰まっているからだ。

「だ、大丈夫ですか？　それ、私の体重くらいありますけど……」

　サリーさんの体重ぐらいあるのか……。『重いです』って答えたら、怒られそうだ。

「全然、大丈夫ですよ。今日は、ありがとうございました」

　森の中とか、人目につかないところに行けば『倉庫』にしまえる。それまでのガマンだと、そう自らを鼓舞しながら町を出た。

　森の中に入り、魔石を『倉庫』にしまう。身軽になった体で魔物を倒しながら、城まで帰ってきた。

「トーマ、お帰りー！」

　イェタが迎えてくれた。

「ジュナンちゃんが例の『爆弾』作ったってー！」

　仕事が速いな。魔石から作る『魔動タンク』を倒す爆弾がもうできたらしい。

　町で買った魔石は、『倉庫』に入れていた。それを城で取り出し、原材料としたのだろう。

「爆弾は、うまくできたのかな？」

「なんか首をひねっていたよ！」

　ダメだったのか……？

「直接、聞きに行くか」

　イェタと一緒に、ジュナンの工房へと向かった。

「例の『爆弾』ができたって聞いたんだけど」

「いや、できることはできたんだけど、ちょっと様子がおかしいんだよな」

　様子がおかしい？

「爆発があって、そのときに魔力をかき乱す目に見えない波のようなものが発生するんだけどさ。どうも爆発の威力が聞いていたものと違って小さいんだ」

　そうなのか。

「最初は小さいのを作って試したから、そのせいかなと思ったんだけど、大きいのを作ってみても同じ。何度作ってみても同じ感じになるから、これで良いのか迷っていて」

　なるほど……。一応、城の結界とかに影響を与えないよう小さな爆弾から試していったのか……。それで、普通の大きさにしても、爆弾の様子がおかしい、と。

「でも、魔力をかき乱す力は、うまく出ていると思う！　イェタちゃんのお城には何でか知らないけど効果なかったけど、私の作った魔法のアイテムには効果があった！」

　へー。イェタの城の施設とかは、魔力を乱されても大丈夫らしい。

「魔動タンクを止めたり、ダメージを与える力もあると思う！　でも念のため、カミナリを落とす矢をもっと用意しておくよ！」

　……まあ、イカヅチ系の魔法なんかを魔動タンクの弱点となる場所に当てるのが普通の倒し方だしな。

「わかった。カミナリの矢の作成も、よろしく頼むよ」

「うん！」

　彼女が胸を叩たたいた。

「あっ、そんで、ものは相談なんだけどさ……」

　なんだ……？

「『魔動タンク』なんだけどさ。どんな風に動くか知りたくって……。討伐証明に使う部分はしかたないけど、できるだけ分解したりしないで持ち帰って欲しいんだ」

　あー、最小限の破壊にとどめて……、ついでに冒険者ギルドにも売らないで欲しいってことか。

「それはかまわないけど、城に持ち帰る手段がないかもな」

　彼女に説明する。

「『倉庫』に入ればいいんだけど、小屋ぐらいの大きさがあるゴーレムって聞いたから……俺の魔力が足りなくて入んないんだよ」

　大きいもの、重いものを収納するときたくさんの魔力が必要になる。俺の魔力では、ちいさな小屋ほどもあるという『魔動タンク』を『倉庫』に入れられないだろう。

「そうなのか……」

　思った以上に、がっくりする彼女。どうするかな。その大きさだと、森の中を引っ張って帰るってわけにもいかないし……

　逃亡奴隷だとバレると危険だが、魔動タンクが出た村にジュナンもついてきてもらうか？　彼女なら『魔動タンク』を、うまく分解できるかもしれない。

　魔力を回復する霊薬を飲みながら、部品を一個ずつ『倉庫』に入れていけば、どうにかなる気もするが。

　そんな風に悩む俺に、声がかけられる。

「……なら、わたしが一緒に行こうか？」

　言ったのはイェタだ。

「わたし、『倉庫』を使うのに、あんまり魔力いらないから、たぶん、小屋ぐらいの『魔動タンク』も入れられるよ！」

「おおっ！」

　ジュナンの顔が輝く。

「あっ、でも……トーマさんもイェタちゃんもいなくなるんじゃ、獣人のみんなが心配するかな」

「……そうなのか？」

「うん。この『城』の、自分たちを守ってくれる機能が、二人から来ていると思っているから」

　……城の不思議な能力は、全部イェタの力なんだが。『トーマの城』とイェタが何度も言っていたので、そんな勘違いがどこかで生まれたのかもしれない。

「まあ、イェタがいないと魔動投石機の移動なんかが面倒で、城の防ぼう衛えい面では不安はあるな……。でも人よけの結界もあるし魔物よけの結界もある。なにかあっても石壁のバリアがあるし、どうせ二日ぐらいで帰る予定だから大丈夫という気はするんだけど」

　……でも心配なら今回はあきらめたほうが良いのかな、と思っていたら、ジュナンが「なるほど」とつぶやきを漏もらした。

「ちょっと、その方向で説得してくるよ！」

　そう言うと外に駆けていった。

「ジュナンちゃん、いっちゃったねー」

「そうだな……」

　そんな会話をしていると、また、ダダダーという通路を走る音が聞こえてきて……

「説得してきた！」

　早いな！

「留守は任せてくれって言ってたから大丈夫だぜ！」

「……わかった。じゃあ、イェタと一緒に村へ行って『魔動タンク』を持ち帰るよ」

「ひゃっふーい！　お礼に魔石から作る爆弾も、カミナリを落とす矢も、がんばって量産するからなーっ！」

　ジュナンが自分で宣言した通り、翌日には『魔動タンク』討伐が可能なほどのアイテムができていた。カミナリを落とす矢の数は少ないのだが、俺とイェタが村につくころには、じゅうぶんな数を『倉庫』に入れておいてくれるとのことだった。

　そして、城の外──

「早く帰ってきてくださいね」

　そんなことを言われながら、キュッと手を握られる。

　これが女性なら嬉しかったんだけど、俺の手を握っているの、『弓兵』の青年……ヨシュア君なんだよね……。俺がいなくなることを心配しているらしい。

「あいかわらずヨシュア君は心配性だなー」

　ジュナンが彼に、そんなことを言っているが……

　──君、昨日、獣人たちを説得したって言ってたよね？

　さすがに小さなイェタにすがりつくような人はいないが、まるで今生の別れであるかのように彼女の手を握っている人もいるし……。あれ、イェタがいなくなるのが不安で、あんな感じになってるんだよね？　全然、説得できていない気がするんだけど！

　大丈夫かな、と思っているとルマールさんから言葉が。

「お留守は、我ら獣人どもにお任せください！」

　……それにうなずいている人もいるから、一応半分ぐらいは説得できているのか。

　確約はできないけど、できるだけ早く帰るかな……

　俺は、彼らに「よろしくお願いします」と頭を下げ、『魔動タンク』が出たという村へと出発したのだ。

　魔動タンクを『倉庫』に入れる係のイェタ。それとイェタを連れているときに、魔物に襲われるのも避けたいため、ウニも一緒に来てもらった。

　ウニは人が多いところが嫌いな様子だが、ちゃんとついてきてくれている。

　このウニのおかげで、魔物には一度も出会うことなく森を抜け……

　──そして草原を見たイェタが、目を丸くした。

「わーっ！　木がない！」

　……そういえば彼女はずっとあの城にいたんだっけか。

　こういう風景を見るのは、生まれて初めてなのかもしれない。

　遠くを見たりで、「うわー！」とか「おーっ」とか声をあげている。

　話を聞いたところ、地平線が見えることや、草たちが風でいっせいに揺れる様子が珍しいようだ。

　しかし、あっちこっちに目をやっていて、少し目を離すと迷子になっていそう。

「……イェタ、手をつなごうか」

　差し出した手を、きょとん、とした顔で見る彼女。

　しばらくして意味を理解したのか、「うん！」と嬉しそうにうなずいていた。

　これで『気がついたら、イェタがどこかに消えていた』なんてことは防ふせげるはず。

　魔物の警けい戒かいはウニに任せ、あとはイェタの歩幅にあわせ、とことこと村へと進んだ。

　そして半日ほど歩き、村に着く。

「家がいっぱいあるねー」

「きゅっ」

　魔物よけの石の塀があり、その向こうには屋根などが見えるな。

　イェタの頭部の冠は、ここでは目立つかもしれないが、まあ、ダークエルフのエルナーザさんや獣人たちも気にしていなかった。外す必要はないだろう。それより門は……あそこか。なんか人々が右往左往しているが。

「すみません、冒険者ギルドで依頼を受け『魔動タンク』……、蜘蛛型のゴーレムの討伐に来たのですが」

　そんな言葉を投げた途端、視線がいっせいに集まってきた。

　なんだ？　と思っていると、中年の男性が、俺の腕を取る。

「こちらに来てください！」

　グイグイと引っ張られるまま、村から離れる方角へ進む。

「ど、どうされたんですか……？」

「子供が、あの蜘蛛のゴーレムに石を投げつけまして！　襲われているんです！」

　げっ、それはマズい。

　よく耳をすませば、鉄のゴーレムが暴れるようなガシャンガシャンという音も聞こえてきた。

「あっちですね！」

　その問いにうなずいた男性を残し、音の方向へと駆け出す。そして村の近く、草原にポツリとあった林。その中の広場で、目標を発見した。

　木の上に逃げた子供を見上げながら、前足を高く上げ威嚇するようなポーズを取る蜘蛛のゴーレム。あれが『魔動タンク』か。たしかに、ちいさな小屋ぐらいの大きさだ。

　全身金属でできており、脚を地面に振り下ろすたび、ガシャンガシャンという鋭い音があたりに響いていた。──子供は無事だが……

「それにしても、なんか様子がおかしいな」

　がんばって体を伸ばせば、木の上の子供に脚が届きそうな気がする。

　周囲でオロオロしている村人もいるが『魔動タンク』は彼らを無視していた。

「なんか、あの『魔動タンク』、子供を殺す気はないみたいよ！」

　その言葉に振り返るとイェタだ。ウニを抱えている。

「単に、悪いことをした子供を脅かしているだけみたい！　小石を投げつけたぐらいなら、戦闘にはならないんだって！　でも、剣とかの武器を用意すると危ないよ！」

　……いつもの、彼女にしか見えない、不思議な板が出ているのか？　城の設備以外でも、情報が出てくることがあるのか。

「……じゃあ、あの魔動ゴーレムは、ほっとけば、いずれ沈静化するのかな？」

「五日間ぐらいで止まる！」

　……長いな。

「それ以外に、止める方法は？」

「なんか、最初の『魔動タンク』が作られたころの言葉で、あの子が『ごめんなさい』って言うと止まるみたい！」

　たしか『魔動タンク』が作られたのは伝説の時代……人類が滅びかけたという『大崩壊』の前の時代だ。

　今と言葉が違ったはずだし、イェタの板に出てないなら、その言葉をわかる人は少なそうだな。

「犯罪者の基準とか、あの『魔動タンク』はいろいろ時代遅れになっているから、野放しは危険だって！　討伐推奨って書いてあるよ！」

　なるほど。

「むき出しになっているエンジンや、カメラを狙うといいって！　体正面についてる、青や赤に光ってる宝石みたいなのがカメラだよ！」

　よくわからない単語もあったが。

「なら、戦うしかなさそうか」

　そう判断した俺は、ポケットの中の魔石から作った爆弾に触れる。

　握りこぶしほどの、白く濁にごった結晶──

　魔力を込め、爆発するように念じながら投げると起動する。

　周囲の魔力などを乱し、ゴーレムなどの魔法生物などに大ダメージを与えたり、動きを止めたりするアイテムだ。

　作ってもらったこいつは、伝承にあるよりも爆発力が小さいそうで、そこは、ちょっと不安要素なのだが……

「気をつけてね！」

　イェタにうなずき、俺は『魔動タンク』に近づいていった。

　周囲でオロオロしていた村人たちが、こちらに気がつく。子供を脅していた『魔動タンク』も気がついて……

　体を斜めにかしげ、『なーに？』という風に、こちらを見ているんだが。

　何で、こんな可か愛わいいポーズを仕込んだんだ。

　そんな疑問を作成者に抱きながら、ポケットの中の結晶。爆弾に魔力を込めていく。

「戦闘を行います。離れて」

　警告を聞いた村人達が、あわてて遠くに行ったのを確認。

　だが、魔動ゴーレムと子供のいる木の距離が近いな。このまま爆弾を投げると、子供にも影響が出そう……

　たしかあの子は、小石を投げつけたから、あんな風に脅されているんだったか。

　イェタによると、そのぐらいなら戦闘にならないそうだし……。ためしに石を拾い、やつに向かって全力で投げてみる。

「おっし！」

　怒った『魔動タンク』が、俺に向かってノッシノッシと歩き出した。

　子供のいる木と、『魔動タンク』の距離が離れたぞ──

「くらえや！」

　結晶を取り出すと、『爆発しろ』と念を込め、そいつを投げつけた。

　胴体に当たったそれが、『ボン』と音を立て爆はぜる。

　──戦闘の幕開けだー！

　こうして自らを奮い立たせながら、追加の爆弾を用意。さらに片手に弓を取り出したのだが……

「……あれ？」

　なんか『魔動タンク』の様子がおかしい。具体的には、ガクガクと体を震わせている。

　戸惑っていると、そのうちに体全体の力が抜け、ガシャンと地面に倒れ伏してしまった。

　体正面についている宝石。イェタが『カメラ』と言っていた部分の光も、消えていて。

　冒険者ギルドでもらった資料によると、機能停止しないと、この光は消えないって話だったんだが。

　……よくわかんないけど、今のうちに、弱点を攻撃しとくか。

　そんな風に、カミナリの矢を用意していたらイェタから言葉がかかった。

「なんか『魔動タンク』を倒せたって！」

　……えっ？

「あの魔石から作った爆弾、ずいぶんと効果が高いものだったみたい！　普段なら数発必要だけど、一発で倒せたって書いてある！」

　そうなの？

　ジュナンが、『爆発の威力が、聞いていたものと違って小さい』と悩んでいたアイテムだった。爆発力とは逆に、ゴーレムなんかを攻撃する能力は高くなっていたらしい。イェタの工房を使って作ったから、優良なアイテムができたのだろうか。

　肩透かしを食らったような気分なのだが……まあ、簡単に倒せたのなら良かった、なんてことを考えていたんだが、この依頼はむしろこの後のほうが大変だった。──人目につかないよう、『魔動タンク』を『倉庫』に入れる作業が難航したのだ。

『倉庫』の能力は超目立つから、今の状態では披ひ露ろうしたくない……

　結局、村人が全員村に戻った隙すきに、こっそりと『倉庫』に入れ、逃げるように村を立ち去ることになった。まあ、魔動タンクは、冒険者ギルドの運び人か何かが来て、村人の彼らが気づかない間に運び去ったんだと勘違いしてくれるだろう……多分。




「魔動タンクから、あの子を助けられて良かったねー」

「きゅー」

　街道の上、そんな会話をしているイェタとウニ。まあ、村人にも喜ばれたし、よかったといえばよかったのだろう。

「さて、この街道からだと町のほうが近いんだけど」

「町、行ってみたい！　……けど、獣人さん達が心配するかなー……」

　彼らは、城にイェタや俺がいないことを不安がっていたが。

「……城に向かうと、途中で夜になりそうなんだよな」

　困った。

「ちなみに、ウニは、町は大丈夫なのかな？」

「きゅっ！」

　元気のいい返事だが。

「みんな行くなら、ウニちゃんも行くって言ってるけど……」

「じゃあ、町で宿をとろうか」

　獣人たちには悪いが安全を優先する。ついでに冒険者ギルドで魔動タンクの討伐も伝えよう。そうして、トコトコと道を歩いて町についた。

「すごいっ、人がいっぱいいる！　でも建物は、わたしのほうがキレイ！」

　建物たちにライバル意識を燃やしているイェタ。多分、城と周囲の建物を比べているんだろうが……

「……とりあえず、冒険者ギルドに行こうか」

　ウニを肩の上に乗せ、イェタと手をつなぎ人々の中を歩く。

「あっ、あそこで、アメが売ってる！」

　指を差して、そちらに行こうとするイェタ。……しかたない。

「……夕食が食べられなくなるから、一個だけね」

　店でアメを買う。

「あっちの、もしかして本屋!?」

　彼女は絵本とかも好きだから。

「……ちょっとだけ覗のぞいてみようか」

　適当な本を見つくろって、そこを出た。

「あっ、トーマ、あれ子猫じゃない!?　かわいーっ！」

　絵本を買って出たところで、にーにー鳴いてる白い毛玉を発見。どっかに行っていた親猫が迎えに来るまで、子猫を、なでくりまわすことになった。

　そんな感じで、たびたび立ち止まり、いつもは三十秒ぐらいで通り過ぎる場所を三十分ぐらいかけて歩いた……

「ここがギルドかーっ！」

　到着したギルドの中、元気いっぱいにあたりを見回すイェタ。

　Ｂ級昇格試験の魔動タンクを討伐したことを知らせたいのだが……。今日は受付嬢のサリーさんが見当たらない。休みなのか。じゃあ、他の人にお願いするかと考えていたら、肩の上に乗せていたウニが鳴き声をあげた。

「……きゅっ？」

「どうかしたのか？」

　俺に「きゅーっ！」と答える彼女。

　うん、わからない。イェタを見る。

「なんかエルナーザさんが、こっちに向かってるんだって！」

　ウニの元主人……ダークエルフの女性の名前だ。

「町に用事があるのかな？」

「わたし達に用事があるみたいよ！　急用だって！」

「急用か。出迎えに行ったほうが良さそうな気がするけど」

　そんな会話をしていたら、「あっ！」という驚きの声が聞こえてきた。

　見ると、俺を指差しているサリーさんの姿が。ギルドの奥から出てきたらしい。

「ギルドに来てたーっ！」

　冷静な彼女らしくもない声だ。

　その声を聞いて、さらにガルーダさんも出てきて。

「ナイスだ！　連れ込め！　こっちに連れ込め！」

　何ごと？　と思いながらも、俺はイェタと一緒に、いつもの個室に引きずられるように入ることとなったんだ。

　エルナーザさんも急用があるみたいだし……一体、何事なんだろうか。

　サリーさんは真剣な表情で、それが俺を不安にもさせた。













　引っ張り込まれたいつもの個室の中、俺は用意していた袋を彼女に渡す。

「とりあえず、これを。魔ま動どうタンクの討伐証明です」

　道中、『倉庫』から出した魔動タンクから剝はぎ取とったものだ。

　これで、あとはギルドからの確認の人員が村に行けば昇格試験はクリアなのだが……問題は厳しい顔をしたままのガルーダさんだな。

　サリーさんもだが、魔動タンクを倒したことや、一緒に部屋に入ったイェタのことなどについて何の反応もない。それ以上に話さなければならないことがあるのだろう。

「……何かあったんですか？」

　問いかけに、彼がうなずく。

「どうも、ユモン・スカルシアがおかしな動きをしているらしい。傭よう兵へいを集めている」

　ユモン・スカルシア。『魔術狂い』のゲルグ……ダークエルフ達を裏切って、薬草の品不足などの原因を作ったやつとつながりがあるかもしれない貴族だった。

「何で傭兵を。……強い魔物でも出たとかですか？」

　首を横に振るガルーダさん。

「俺の知っている傭兵や冒険者が雇われていてな。ちょっと調べさせたんだが、魔の森にある薬草の群生地を狙ねらっているらしい」

「……薬草の群生地ですか？」

　その質問にうなずいた彼が、地図を取り出し俺に見せた。

「ここら辺にあるらしいんだが……」

　そこは俺達の『城』の近く。あそこらへんに、イェタの薬草園をのぞいて、そんなものはないはずだが……

　まさか、その群生地って、イェタの薬草園のことじゃないだろうな？

　悩む俺に、ガルーダさんが問いかける。

「トーマ、ここにダークエルフの薬草園か何かがあるのか？」

「……何で、そう思ったんですか？」

　純粋に不思議に思う。

「うん。どうもヤツら、おかしなアイテムを用意しているようでな」

　おかしなアイテム？

「人よけの結界なんかを見つけるアイテムらしいんだが」

　ああ、なるほど。

「ダークエルフの薬草園には人よけの結界がありますからね」

　前にダークエルフ達からの情報を伝えたとき、それについても話した記憶がある。

「傭兵なんかは情報に敏感なはずなんだが、どうも、そういう肝心な情報はうまく隠しているみたいでな。小さな戦争でもあるんじゃないかって人数が集まっているらしい」

　……そんだけ集まっていれば、怪しいと思う傭兵も多そうだが。そこも含めてうまくやっているのか。または、そういうのを調べない人間が多く集まっているのか。

　困ったな……

　魔動大型連れん弩どなどがあるから、その貴族が集めた傭兵達と戦いになったら、おそらく勝てる気はするが。……でも、俺も冒険者の知り合いや傭兵の知り合いがいる。戦いになればやるしかないが、知り合いはできるだけ殺したくなかった。

「行軍を止めようといろいろ働きかけてみたんだが、ちょっと無理そうでな……。ダークエルフ達とは相互不干渉の約束をしているんだが、この森の辺りは、その約束の中に入っていないのもあって……」

　困った顔のガルーダさん。

「傭兵達が、このあたりに行ったら戦闘になりそうかな？」

　どう答えたら良いのか。

　相手の出方によるんだが。

「もし戦闘になったら、傭兵達の多くが死ぬかもしれません」

「そうか……。どうにかダークエルフ達と交渉できないか？　雇われた中にはトーマと昔、仕事を一緒にしたヤツとかもいるようなんだが」

　この町で、一緒に仕事をした者もいる。町の冒険者ギルドの長だから、そういうのも調べることができたんだろう。

「……可能ならば、彼らには、その依頼から逃げるように伝えてくれませんか」

　俺は、首を横に振って伝える。

「もしかしたら、その場所を守るために、俺も戦うことになるかもしれません。……彼らを殺したくありません」

　うめき声のようなものを出し、無言になってしまうガルーダさん。

　そんな重くなった空気。そんな中で、彼女から明るい声がかけられた──

「なんか、時間を稼いでくれれば、どうにかなるかもよ！」

　イェタだ。

「うん……さっきから気になっていたんだが、この子は？」

　俺に問いかけるガルーダさん。

「わたしはイェタだよ！」

　彼女が答える。

「……もしかして、ダークエルフ達の関係者ですかね？」

　推測を披ひ露ろうしたサリーさんだが、自信がなさそうで……

「ダークエルフのエルナーザさんとは仲が良いよ！」

　イェタも、答えにならない答えを返していたが。

「……まあ、彼女が言うなら正しいのかもしれませんね。時間稼ぎだけ、お願いできませんか？」

　要望を伝え立ち上がる。

「それはかまわないが……」

「また相談に来ることもあるかもしれませんが、今は時間がないので」

　俺はイェタ達を連れて部屋を出た。

　どこかでイェタに話を聞いたほうが良い。ダークエルフの女性……エルナーザさんもこちらに向かっているそうだ。彼女にも今回の件を相談したかった。




　町を出て、イェタやウニと草原を歩く。

「『城』に攻めてきた人間を殺さないで、どうにかできるのか？」

「うん！　いつもの板が出て、なんか『大転移クリスタル』っていう施設を作ればいいみたい！」

「……今まで、聞いたことがない施設だよな？」

　俺の確認に、うなずく彼女。

「何回も何回も城レベルアップを繰り返して、けっこう後のほうで作れるようになる施設なんだって！」

　……そんな城レベルアップを繰り返している時間はなさそうなんだが。

「なんか、『宝物庫』に伝説級のアイテムを入れると、そのアイテムに応じた施設が開放されることがあるみたい！」

　なるほど。その伝説級のアイテムとやらを手に入れれば、今の城レベルでも、彼女の言う『大転移クリスタル』という施設を作れるようになるのかな。

『宝物庫』は、城の主あるじとイェタ専用の『倉庫』みたいな能力と聞いていた。それ以外の能力もあったようだ。

「その施設を作るのに、どんな物品を手に入れればいいのかはわかっているのかな？」

「うん！　説明が文字化けしていて読めないところが多いんだけど、『大転移クリスタル』なら『転移石』ってアイテムを『宝物庫』に入れれば良いみたい！」

　彼女が続ける。

「いろいろ制限はあるみたいだけど、その施設があると『城』をまるごと、どこか別のところにテレポートさせられるようになるんだって！」

　……城をどこか別の場所に移動させることができるのか。

　文字化けってのがよくわかんなかったけど。

「とりあえず、その能力があれば傭兵達を殺さなくてすみそうか」

　俺の知り合いもいるようだ。できれば別の場所に転移し、戦わないで済ませるほうが良い。

「施設を作るのに、大量のポイントも必要みたいだけど……」

　つまり『転移石』を手に入れる必要と、どこからかポイント──大量の魔物の死し骸がいを入手する必要があるのか。

「きゅっ！」

　ウニが何かを伝えようとしている。

　会話の途中だったが、いつの間にか森の近くに来ていたらしい。

「エルナーザさんが、すぐ近くにいるって！」

　エルナーザさん……ウニの元主人は、俺達に急用があるらしかった。

「きゅっ！」

　ウニの指差す先、森のほうから彼女が出てきた。

「おおっ、見つかった！　良かった！」

「今日は、どうしたんですか？」

　俺の質問に、どこか言いにくそうな彼女。

「うむ、それなのだがな……。例の裏切り者がいただろう？」

『魔術狂い』のゲルグ……ダークエルフの巫み女こを罠わなにかけ、ユモン・スカルシアとも関係があったと予想されるダークエルフのことだろうか。

「そいつに君達の城の場所などがばれていたかもしれない」

　あー、もしかしたら、それでかな。

「ユモン・スカルシアが傭兵を集めているという情報を冒険者ギルドでもらいましたから、そいつのせいかもしれませんね」

　そんな前置きをしてから、彼女にガルーダさんからもらった情報を伝える。

「多分、我らのせいだな……すまない」

　謝る彼女。

「一人、呪じゆ気きを使った洗脳をされていてな。あんな使い方ができるとは思っていなくて」

　ずいぶんと予想外のことをやられたようだ。

「巫女さま以外には、君達の情報はあまり伝えていなかったのだが、その洗脳された者に立ち聞きをされていたようでな……。城の位置や、ここがシルバーサフの供給元であることが漏もれてしまった」

　彼女の言葉から、俺の名前なんかは伝わっていないのかもしれないなと考える。

　もし名前などが伝わっていれば、『城』ではなく俺のほうを狙ったかもしれない。

「そいつは、なんで俺達の城をユモンに狙わせたんですかね？」

「わからんが、君達の『城』の情報をユモンに流すことで、何か代わりの情報をもらったのかもしれない」

　俺達の『城』の情報を対価として、何か欲しい情報を得たのか。

「もしくは、単なる嫌がらせか……。あいつは『呪気』を使った儀式をしたがっているみたいでな。我らの巫女が、シルバーサフなどを使い『呪気』を清めているのを嫌っているらしいのだ」

　なるほど。とりあえず、シルバーサフの供給元になる俺達の城への嫌がらせにはなっているな。ダークエルフ達への嫌がらせになっているかは知らないが。

「……ちなみに、エルナーザさんは『転移石』というアイテムのことを知っていますか？」

　その質問に、うなずく彼女。

「知っているな」

　おおっ！

「我らの集落の近くに『ハイ・リッチ』というアンデッドが封印されている。我らの集落を襲った敵で……たしか、そいつの持つ杖についていたはずだ」

「それが必要なんですが」

　難しい顔の彼女。

「……といっても、そいつから『転移石』を奪うには、封印を一度、解く必要がある。貴重な秘薬を使って、ようやく弱らせて封印した敵だそうだから」

　彼女が訊たずねる。

「さすがにトーマくん達でも、ゴールドサフは作れていないだろう？　あれは我らの薬草園でも育てることができていなくて……」

　ゴールドサフ……聖なる金こん色じきに輝くお酒ができるサフは、イェタの薬草園にあった。

「それがあれば、『転移石』が手に入るんですか？」

「ああ。だが、あれは自然にしか生えてこない……我らダークエルフでも二十年に一本ぐらいしか手に入らない貴重なサフだから──」

「そのサフあります！　『転移石』を奪うのに協力してください」

　逃がさないぞ、という風にエルナーザさんの手をがっちりつかみ、頼んだのだ。

「あ……ああ。我々のせいだからな。できるだけのことはさせてもらうが……。……本当に、ゴールドサフ、あるの？」

　彼女から、そんな言葉を引き出したんだ。




　ダークエルフの女性、エルナーザさんの案内で夜の森を突っ切り、魔物には一度も出会うことなく城へと帰り着くことができた。

「おおっ、トーマさん、帰ってきたか！」

　門のあたりでジュナンに出迎えられた。

「トーマさーん！」

　ついでに『弓兵』の青年……ヨシュア君にもしがみつかれた。

　出迎えとしては大げさだが、エルナーザさんは俺のところに来る前に、城にも来ているらしい。この城のことが、例の裏切り者に伝わったことは彼も知っているから、心配だったのかもしれないな。

「エルナーザから話は聞きましたか？」

　そのルマールさんの質問に、うなずく。

「ええ……。俺も、冒険者ギルドで情報をもらっていて。実は、その裏切り者、『魔術狂い』のゲルグとつながりがあるらしい貴族に、この城を狙われているようなんです。かなりの数の傭兵を集めているとか」

「ほほう……。……ですが、この城の兵器があれば負けない気がしますが」

「多分、そうでしょう。ただ、普通の冒険者なども集まっているようで……。彼らを相手に戦闘を行うのも気が引けますので、『城』を別の場所に移動させ、戦いを避けようかと考えています」

「そんなことができたんですか!?」

　ヨシュアくんが反応した。

「『転移石』というのを手に入れないとダメみたいだけど……。そのためにはハイ・リッチと呼ばれるアンデッドと戦う必要があるんだよ」

　俺はジュナンに訊ねる。

「そのためにゴールドサフから作る薬……お酒が必要みたいだから、エルナーザさんから作り方を聞いて量産してくれないかな？」

「お酒？」

「ああ。なんでも聖水が効かない敵なんだけど、その神しん酒しゆって呼ばれるお酒が、聖水の代わりになるらしいんだ」

　しばらく考え、さらに一言を足す。

「もちろん、城から逃げてくれてもかまわないんだけど」

　その場合、酒作りはエルナーザさんとか、ダークエルフ達を頼ることになる。

「いや、城に残るぜ！　ここの工房を守る！」

　なんか、ジュナンがメラメラと燃えている。それを見て、うなずいたエルナーザさん。

「では、ジュナンに酒の作り方を伝えてから……あとは魔物の死骸が必要なんだったか？　それを持ってくるとしよう」

　死骸は呪気の対策に必要ということだったが、頼み込んで持ってきてもらうことにした。

「すみませんが、お願いします」

　そう彼女に頭を下げたのだ。

「まかせたまえ」

　うなずいた彼女。ジュナンにお酒の作り方を教えた後、夜の森を帰って行った。





　　　◇






　トーマが城に帰還した次の日──

　冒険者ギルドの一室で、ギルド長のガルーダは、サリーから報告を受けていた。

「こちらが送り込んだ者から、ユモン・スカルシアの目的について報告が上がってきました。なんでも彼らは、森の中にある薬草園を目指しているとか」

「……ダークエルフ達の薬草園か」

「多分。ですがユモン達が向かっているのは、この国が彼らの土地と認めている場所ではなく、一応、人間の国の側の土地なので……」

「何で、そんな場所に薬草園を作ったんだ……」

「薬草園についても、何か『城』みたいな建物の中にあるとかなんとかユモンが漏らしていたと知らせがありましたが」

「『城』？　……そこらへんは、トーマに聞かないとわからなそうだな。ユモンが薬草を求めている理由については確認が取れたか？」

「はい。ユモンは、冒険者などを恐きよう喝かつし、薬草の群生地の場所を聴きだしていたようなのです。ですが、どうも、その群生地を片っ端からつぶしてしまったみたいで」

「ふむ」

「それが薬草の品不足に拍車をかけていたようで、その償つぐないを他の有力貴族などから求められているとか」

「そうか」

「彼の秘蔵している薬草の群生地から、命令されたいくつかの薬草を国に差し出すことになっているようですが、どうもその群生地も管理がまずくて薬草がないようでして」

「……国に差し出すための薬草を求めて、トーマが関かかわっている例の薬草園を狙っているということで良さそうか。……ユモンは、ダークエルフの薬草園に侵入して薬草を強奪したんじゃないかって情報もトーマからあったんだが」

「持ち帰ったのは、貴族向けの高額な薬草ばかりだったようです。……そのときに、今回彼が求められたような、庶しよ民みん向けの薬草も持ち帰っていればよかったんでしょうが」

「今の状態から推測すると、多分持ち帰ってはいないんだろうな……」

「そうでしょうね」

　と、うなずくサリー。

「国から言い渡された期日まで時間がないようで、彼も急いでいるようですね。もし、このまま薬草を持ち帰ることができなければ、他の貴族家が動いています。多分、ユモンは失しつ脚きやくすることになるでしょう。ただ、持ち帰ってしまった場合──」

「『城』の薬草園があるのは、一応この国の、近くの森。今の王はユモンに甘く、さらにスカルシア家は有力な貴族。少し問題になるかもしれないが、生き延びるだろうか」

　ガルーダはうなる。

「情報に敏感な傭兵達も、ユモンの依頼を受けてるんだよなー……」

「……彼の悪評は意外に知られていませんし、自分の名前を出さず、子飼いの貴族を使って傭兵などを集めたり、いろいろがんばったみたいですね」

　紙の束をペラペラとめくるサリー。

「ダークエルフとの戦闘となれば、傭兵達の戦意も薄くなると思いますが、契約で縛られています。また、精神を高こう揚ようさせる特殊な霊薬をユモンがこっそり持ち込んでいるのではという情報もあります。それを使われると間違いなく戦闘になりますね」

「霊薬……戦う気のない傭兵たちを強制的に戦士にするような霊薬か？」

「ええ。こっそりと食事にでも混ぜて与えるつもりでしょう」

「……その情報をユモンが集めた傭兵たちに知らせてやれば、食事や飲み物に気をつけるようになるし、戦意が低いまんまになるんじゃねーかな？　ダークエルフの派手な魔法一発で逃げ散って、戦いにならないかもしれないぞ」

　トーマの戦闘への自信を思い出し、そんな用意もあるのだろうと希望を見たのだが。

「この情報を得たのが、ついさっきでして……。今からだと、こちらが潜入させた者に、こちらの言葉を伝える手段が……」

「そうか……。もう『城』に足でも生えて、薬草園とかと一緒に逃げでもしないと、どうにもならなそうだな」

「時間稼ぎの工作をトーマさんから求められていたので、それを続けるしかありませんね。できることは全すべてやってしまった感じですが」

　サリーの言葉に、うなるガルーダ。そんな彼らのもとにユモン・スカルシアが雇った傭兵達が進軍を開始したという情報が伝でん書しよ鳩ばとで届く。トーマ達の城までは、通常であれば、一日足らずの距離だった。





　　　◇






　昨日の夜に城を出たエルナーザさんだったが、日が高くなったころに戻ってきた。

「ハイ・リッチの封印を解く了解をもらってきた。ゴールドサフから作る神酒ができているなら問題ないそうだ」

　十体ぐらいの、馬の倍ほどの大きさがあるトカゲを連れている彼女。彼女の従じゆう魔まだろう。そのトカゲの背に積まれた魔物の死骸などを、石壁の門のあたりに降ろしていく。魔石なんかもあるが、あれはジュナンが頼んだのか？

「それで、この魔物達をどうするんだ」

　どう返答しようかと考えていたら、先にイェタが反応する。

「ポイント化するの！」

「ポイント化？」

　エルナーザさんに「うん」とうなずいたイェタが、ポンと魔物の死骸に触れる。

　死骸が、キラキラと光る粒子のようになり、空中に溶けるように消えた。

「ほう」と驚きの声を上げたエルナーザさんが、首をひねる。

「……どうかしたんですか？」

「いや、『聖せい樹じゆさま』に魔物の死骸をささげたときと、魔力が似た動きをしたと思ってな」

「聖樹さま？」

「ああ、うちの集落にある、神々から授かったとされる木で、巫女さまが仕えている大樹なのだがな。呪気を、無害な魔力に変換してくれる儀式の要かなめになっている、偉大な存在なのだ」

　へー、そんなものがあったんだな。

　魔物の死骸とシルバーサフで、何か魔法の儀式をやっているのは知っていたが。

「おっ、エルナーザ来ていたか！」

　徹夜明けのジュナンが城の外に出てきた。

「神酒できたぞ！」

　なにやら黄金に輝いている液体を見せる彼女。

「本当に、こんな短時間で作ったのか……うちの薬くす師しでも一週間はかかるんだがな」

　エルナーザさんが、うなっている。

　この城の調合室を使ったため、早くできたんだろう。

　解毒薬を作ったとき、五日かかる作成が三十分で終わったと言っていたから。

「匂においをかぐ限り、本物のようだな。前にハイ・リッチを封印したときは、これが霊薬のビンで二十本ほど必要だったらしいのだが」

「二百本は用意してある！」

「……本当に、君達はどうなっているんだ？　そもそも原材料のゴールドサフが、そんなにあったのか？　ここの薬草園を、私にも見せてもらっていいかな？」

　そうエルナーザさんに、詰め寄られることになったのだ。

　しかし、これでハイ・リッチとの戦闘の準備は、一応だが整ったことになる。もうちょっと準備をしたくはあるが……

「きゅっ？」

　そんなことを考えていたら、イェタの足元にいたウニが急に鳴き声をあげた。

「鳥さん……？」

　イェタの言うとおり、木の首輪をした四枚の羽を持つ鳥が飛んできた。

　バサバサと羽音を立てエルナーザさんの肩に止まる。魔物だが、多分、ダークエルフ達の従魔だな。

　魔物よけの結界などはあるが、城の中にいる生き物が招けば中に入れる。エルナーザさんが招いた感じになるのだろうか。

　しばらく、その従魔の鳴く声を聞いていたエルナーザさんだったが、渋面になった。

　こちらを見る彼女。

「仲間からの連絡だ。例の貴族の集めた傭兵らしき者達が森に向かっているそうだ」

　つまり、この城に向かっているということか。

　もうちょっと準備を整えたいと思っていたのだが、その時間はなくなったようだ。

　残念がる俺の肩を、エルナーザさんが叩たたく。

「我らを襲ったハイ・リッチはかなり強かったそうだが……まあ、神酒が二百本もあれば、どうにかなるはずだ。じゅうぶん間に合うはずだぞ」

　そんな心強い彼女の言葉。だが、急ぐ必要はありそうだ。




　森の中。ハイ・リッチの封印された場所に移動するため、馬の倍ほどの大きさがあるトカゲに乗り、移動していた。右側を走るトカゲにはエルナーザさんが乗っていて、新しく飛んできた従魔の鳥から、誰かからの伝言を取得していた。

　彼女が、こちらを見る。

「巫女さまからの連絡だ。現在、あの城を転移させられそうな広場を作成中とのこと。もう九割がた終わっているとのことだぞ」

「そうですか……。ホッとしました」

　城を転移させる場所は、頭を痛めていたことだから。ある程度、障害物がない場所が必要なのだ。草原などに転移すると目立つ。森の中に良い場所があれば、そこに転移させたいと思っていた。

　城の転移は、一度使うと再使用に数年の時間がかかる。さらに距離の制限もある。転移する場所は慎重に選ぶ必要があった。

「よし、行け！」

　エルナーザさんが、従魔の鳥を空中に放つ。

　バサバサと、そいつが飛んで行った先──木々の間から巨樹が見えた。

「あの木は……」

「聖樹さまだな。客人なので、今のトーマ君にも姿が見える」

　首をかしげていると、エルナーザさんが説明してくれる。

「前に一度見ていますが、不思議な存在感がある木ですよねー」

　左を走るトカゲに乗るヨシュア君が、そんな感想を漏らしていた。

「あの木のもとに、我らの集落がある。ハイ・リッチが封印されているのは、そのさらに下。地下にある巨大な空洞だ。聖樹さまを狙って森に侵入してきたヤツを、その大空洞に封じたのだとか」

　エルナーザさんが、トカゲに向かう場所を指示する。

「その大空洞につながる洞窟が、このすぐ近くにあるから、今からそちらに向かう。私の仲間達が、封印を解く準備を進めている……。我らの戦士達も、戦いの用意をして待っているぞ！」

「ダークエルフの戦士達に協力していただけるのは、ありがたいですね」

　ぺこりと頭を下げた。

　今回、イェタの城から戦いのために出てきたのは、三人だけだ。俺とヨシュア君、あと獣じゆう人じんの女性が一人。彼女は、手伝いを申し出てくれた獣人の一人だ。武器や薬の用意をしたりとか、そういう後方支援をしてもらう予定だ。他の者達は、全員、城に残っている。ルマールさんもだ。

　彼は、人との戦闘に忌き避ひ感かんがなかったようなので、可能性はあまりないが、俺のいないときに、例の貴族が攻めてきたらルマールさんに対処してもらう。皆の護衛ってところか。

　他の非戦闘員も、いろいろ仕事をしてもらっている。

　例えばイェタは、ダークエルフの従魔が運んでくる死骸をポイント化しているはず。死骸の数が多いため、ポイント化はなかなか終わらない。数千とかそのぐらいのポイントが城転移のための施設に必要なようだから、死骸を運ぶだけでも時間がかかる。

　ただ、最終的にはポイントはあまる感じだったので、『宝物庫』の他、戦闘に関連する施設も作っていた。俺の『城主』としての力を高める施設……『謁えつ見けん室』。これで戦いが少しでも楽になってくれればいいんだが。

　ドワーフの職人、ジュナンも城だ。例の魔動タンクを倒すときに使った爆弾などの作成をしている。時々『倉庫』を意識すると、彼女が入れたのであろう、そのアイテム達が増えていっていた。──爆弾のほうはリッチなどのアンデッドにも効くという話だから、今回の敵であるハイ・リッチにも使えるだろう。

　他の住人も、ジュナンのために『地下鉱こう石せき採取所』から鉱石を採取したり等、お手伝いをしてくれているはず……

「トーマくん、洞窟が見えてきたぞ」

　そんなことを考えていたら、エルナーザさんから言葉がかかる。洞窟は……あれか。槍やりや弓などを持った、十人ほどのダークエルフ達の姿も見える。

「……なんだろう、バタバタしているな」

　不思議そうに首をかしげたのは、エルナーザさんだ。

　トカゲから降りた俺達に、彼らが走りよってきた。

「エルナーザ、連絡は届いているか!?」

「……巫女さまからの連絡なら来ているが」

「違う！　例の傭兵たちを見張りにいった仲間からのほうだ。ヤツら進軍速度が異様に速いらしい」

「どういうことだ？」

「多分、スカルシア家の初代が使っていた行軍速度を上げる魔法を使っているんじゃないかって話なんだが」

　エルナーザさんの疑問に答える男。

「三代目だか四代目がボンクラで失伝したって聞いてたんだが、いつの間にか復活させていたらしい！」

　男が、そんな情報も伝える。

「あいつら、我らダークエルフが森の中を移動するのに使う魔法も使っているようだぞ！　こっちは我らの裏切り者が教えたんだろう。兵達の中に、アイツはいなそうだが……」

「足止めは？」

　エルナーザさんの問いに、首を振る男。

「一応やっているみたいだ。ただ、ヤツら、有能な魔法使いを連れているみたいでな」

　ダークエルフ達が得意とする魔法を使ったやり方が、通用しにくいのか……

「あの城の場所が、もうちょっと我らの土地に寄っていたら、難なん癖くせをつけて行軍を止めたりもできたんだがなー……」

　そんな愚痴を言っている他のダークエルフ。

「城の人よけの結界も少し細工をしたんだが、あいつにバレている可能性があるんだよな」

　エルナーザさんも困った様子だ。

　洞どう窟くつ竜りゆうとの戦いのあと、城の場所がバレにくくなるよう、彼女に細工をしてもらっていた。それが裏切り者のダークエルフに伝わっている可能性があるみたいだ。ダークエルフの中に洗脳された人がいて、ある程度の情報が伝わってしまっていたからな。

　ダークエルフの男性に、俺は質問する。

「敵は、『城』から、どのぐらいの距離にいるんでしょう？」

「大体、このあたりだな」

　彼の見せてくれた地図を、俺とエルナーザさんが覗のぞき込む。

「……ハイ・リッチから転移石を奪う時間はあるが、城に戻る時間は無さそうか」

　そうつぶやいたのはエルナーザさん。

「……一応、転移石を手に入れてしまえば、城に戻らなくても大丈夫ですけどね」

　彼女には知らせていたことだけど、念のため説明を添える。

「奪った『転移石』を、その場で『宝物庫』に入れれば、もう城を転移させるための施設は作れるようになりますから」

　あとは城にいるイェタが、その『城転移』をするための施設を作れば終わりだ。

　彼女は定期的に転移石が入っていないかチェックしているはず……。『城転移』はイェタでも俺でも使えるみたいだから、あとは適当な場所に城を転移させれば良い。時間が足りないときは、そのやり方をするつもりだったが……

「正直、もうちょっと時間的余裕は欲しかったですね」

　うなずく、エルナーザさん。

「だが、良い武器がそろっている。戻る必要がないなら、予定通りに進めば余裕を持って終わるさ」

　……といっても、予定外のことというのはよく起こるからな。

「洞窟の先で仲間がハイ・リッチの封印を解く作業をしているはずだ。向かおう」

　地下の大空洞に通じるという洞窟へと入る。ダークエルフの一人が空中をただよう光の球を作る。魔法だろう。その明かりを頼りに、彼らに案内されながら進む。しばらくして、俺達は目的の場所へと到達した。

「あれは……」

　洞窟の先に魔法陣が描かれた扉が見える。そこには、なにやら呪文を唱えているダークエルフが数人。エルナーザさんが扉を指差す。

「あれがハイ・リッチ封印のキーになっている扉だ。あの先にハイ・リッチがいて、扉を開けば封印の解除が始まる。魔法で鍵かぎがかけてあるから、今はそれを解いている最中だな」

　なるほど。

「ハイ・リッチがいる場所は、かなり大きな空洞だ。聖樹さまのお力で保っている場所で、隕いん石せきを召喚する魔法ぐらいは軽く耐えるそうだ。派手にやっても大丈夫だぞ」

　星を落としたときの衝撃にも耐えるのか。地下で使える魔法なのかはわからないが、すごい。

「ちなみに森の中で見せた爆弾は？」

「魔力を乱し、魔法生物にダメージを与える爆弾だな。それも大丈夫なはずだ。魔力以外の力が混ざっていて、魔力の乱れとか封印に影響は受けないからな」

　……そういやイェタの城の施設も、この爆弾の影響を受けないそうだな。

　単に頑丈なだけかと思っていたのだが、あれも魔力以外の何か特殊な力が混ざっているのだろうか？

「まあ、私はその魔力に混ざった力を感知できないんだが……」

　そんなつぶやきを漏らすエルナーザさん。

「あの力を感知できれば、聖樹さまの声を聞ける巫女……その候補になれたんだがなー」

　ちょっと残念そうだから、彼女はその巫女というのになりたかったのだろう。もしくは、聖樹さまの声を聞いてみたかったのか。

　どちらにしろ爆弾を使っても地下空洞が崩れたりしないのはありがたかった。

「じゃあ、例の爆弾はガンガン使わせてもらいますね」

　そう伝える。

「どんどん使ってくれ。転移石なんかも壊れたりはしないはずだからな」

　うなずく彼女。

「あの爆弾を使えばハイ・リッチにダメージを与えられるかもしれないし、少なくとも動きは封じられるはず。魔法使い系の敵なのに魔法も使えなくなるはずだから、もう楽勝だろ」

　ずいぶんと楽観的だ。

「倒せたら、地下の大空洞を薬草園として使えるようになる……。是非、勝ちたいところだな！」

　そんなことも言っていたが。

「地下なのに薬草園として使えるんですか？」

「ああ！　聖樹さまの力で、明るく居心地が良い場所だったらしい」

　そんな答えが返ってきた。

「ちなみにハイ・リッチを倒せなかった場合は、どうにかしてヤツの杖についた転移石だけ奪って再封印だ！　封印は聖樹さまに負担がかかるので避けたいところだが」

　聖樹さまは大事な存在らしいから、できればハイ・リッチを倒したいところではある。

　そんな会話をしていたら、横からダークエルフの男性が話しかけてくる。

「会話の最中すまないんだがエルナーザ。神酒は、どうなっているんだ？」

　おっと、あれは『倉庫』の中だ。

「今、出します！」

　神酒や魔石から作った爆弾を『倉庫』から取り出した。

「おおっ、空中からビンが」

「若返りの秘薬が、あんなにたくさん！」

　周囲から、そんな驚きの声が聞こえるが……ひとつ聞き捨てならない言葉があったな。

「若返りの秘薬……？」

「なんだ、ジュナンあたりから聞いてないのか？　その神酒には若返りの効果があるんだぞ」

　エルナーザさんの言葉に驚く。

「人間のような老化が顕けん著ちよな生き物には副作用が強いみたいだから、トーマ君は飲まないほうが良いと思うが。友人についての記憶が消えたり、霊薬の作り方を忘れたりするらしい」

　微妙だったな。副作用で記憶が消えてしまうとか。

　エルナーザさんが、他のダークエルフ達に向き直る。

「とりあえず、こいつを矢とか槍につけてハイ・リッチに刺していくことになるからな！　みなも用意してくれ」

　そう言って、神酒を配る彼女。

「ハイ・リッチは刺しても刺しても、傷などが回復していく敵だそうだ！　だが、神酒をつけている限りダメージは蓄積する。敵の魔力を見ることができれば、それがわかるはずだ！　あきらめるなよ！」

　皆が、それに「おうっ！」と応こたえた。

　まあ、魔力を乱す爆弾を使うから『敵の魔力を見る』のは少し難しくなっているかもしれないが……

　ハイ・リッチがいるという地下の大空洞へとつながる扉。その前で作業をしていた女性がエルナーザさんに告げる。

「エルナーザ、封印の解除がほとんど終わりました。あとは扉を開けばハイ・リッチと戦えます」

「わかった」

　うなずいた彼女が皆に向き直る。

「では、防御力を上げたり集中力を高める魔法などを使ってくれ！　魔力を乱す爆弾をハイ・リッチの近くで使う！　かき消されないよう、しっかりとした魔法をかけろよ！」

　俺を見る彼女。

「支援魔法はハイ・リッチの近くに行けば解けてしまう。新しい魔法の発動も難しい。しかし、支援魔法の維持は、弓矢などで離れて戦うぶんにはどうにかできるはずだ」

「はい。ここにくる道中に説明しましたが、俺も、そういう支援系の能力を使えるので、戦闘の前に使わせてもらいますよ」

　城の主としての能力を高める『謁見室』という施設を、城を出る直前『宝物庫』と一緒に作った。そいつのおかげで使えるようになった能力の一つだった。

　城の住人の戦闘能力を強化する『戦いくさの角つの笛ぶえ』という力を使えるようになっている。

　イェタに頼んで、エルナーザさんも城の住人に設定していたから、ヨシュア君とエルナーザさんに俺、ついてきてもらった獣人の女性の合計四人を強化することができた。

　獣人の女性は、後方で矢などに神酒をつけるといった作業をしてもらう予定なので、戦闘能力を強化してもあまり意味はないのだが……

　ハイ・リッチのいる場所が、どのようになっているかなど、エルナーザさんの話す声を聞きながら戦いの用意をする俺達。

　ハイ・リッチは転移石を利用したショートテレポートなども使うそうだが、それは聖樹さまに封印されているのだとか。

　俺も魔石から作った爆弾を皆に配り、使い方を説明した。

「それでは、行くぞ！」

　エルナーザさんが大空洞への扉を開き、封印は解除される。

　こうしてハイ・リッチとの戦いが開始されたんだ。




　ハイ・リッチが封印されているという、地下の大空洞へとなだれ込む俺達。

　天井から魔法か何かの光が注いでいて広大。石柱や石せき筍じゆん……地面から天井に向かって生える、ツララのような石が大量にある。

　この石柱とかがなければ、イェタの城を、ここに持ってこれそうだな……

　かなり広いから、もしかしたらイェタと同じような城が複数入るかも。

「いたぞ！　ハイ・リッチだ！」

　ダークエルフの男性が指すのは、大空洞の真ん中あたり。そこだけ石柱や石筍が存在しない、広場のようになった場所。その真ん中に、フードをかぶった人影がうずくまっていた。












　容姿はフードなどでわからないが……、あれがハイ・リッチか。

　手には宝石がはまった杖を持っている。あの宝石が、多分『転移石』だ。

　ゆっくりと立ち上がり、その顔を俺たちに見せようとしていたのだが──

「投げます！」

　魔石から作った爆弾を投とう擲てき。ボン、という音を立て、それが爆発した。

「おおっ、効いてる！　動かなくなったぞ！」

「ダメージはないみたいだな。爆弾だけじゃ倒せないか」

「矢だ！　神酒をつけた矢を放て！」

　口々に叫びながら、立ち上がろうとする姿勢のまま固まっているハイ・リッチに矢を放っていく。

　接近戦でも良さそうだが、まずは遠くから攻撃するようだ。

「いやーっ、あの爆弾もすごいが、トーマ君の、この『戦の角笛』もスゴいな！　まったく爆弾の影響を受けなかったぞ！　ゆるぎもしなかった！」

　エルナーザさんが、矢を放ちながら褒ほめてくれる。

　爆弾には魔法をかき消す効果もあったが、『戦の角笛』は小揺るぎもせず、まったく影響を受けなかったようだ。あれは城の住人の戦闘能力を強化してくれる能力なのだが。

「もしかして、イェタさんからもらった魔法って、あの爆弾の影響受けないんですかね！　僕も魔法っぽい能力を手に入れてたんですが使えますかね？」

　そんなことを聞いている『弓兵』の青年、ヨシュア君だが、そんな能力なんてあったっけ？

「おおっ、そうなのか！　私たちの魔法は発動できなくなっているが……試してみろ！」

　エルナーザさんの言葉に「わかりました！」と応じた、彼。

「トーマさんには初披露ですね！　魔物を狩っていたら使えるようになった必殺技をお見せしますよ！」

　そう宣言し、彼が弓を引き絞りながら、「パワー・ショ──」と叫んだときだった。

　バーン、という鋭い音が響く。──どこからか生まれたイカヅチが、ヨシュア君を直撃した。

「ヨシュア君ッ!?」

「ぎゃーっ!?　あのハイ・リッチ魔法を使うぞ！」

「動けなくなってるのに！」

「何で、こんな乱れた魔力の中で魔法を使えるんだ！」

「どこでも良い！　陰に隠れろーッ！」

　大混乱である。

　イカヅチに吹き飛ばされた彼を抱え近くの岩かげに隠れる。

「何ですか、アレーッ!?」

　半泣きのヨシュア君。けっこう元気で、ホッとする。

「魔法の威力が落ちていたのかな」

　そんなつぶやきに、同じ場所に隠れていたエルナーザさんが反応する。

「魔力を乱す爆弾の効果もあるが、彼が無事なのは、多分トーマ君の『戦の角笛』という能力のおかげだな。攻撃力の他、私たちの防御力なども上げてくれている」

　そう言った彼女が、ヒョイッと半身を岩かげから乗り出して……

　何してんの!?

　あわてて引き戻そうとすると、バーン、という鋭い音が。

「フハハハハ！　痛いが、問題ない！」

　イカヅチに撃たれ、後ろに吹き飛ばされたエルナーザさんが立ち上がった。

「『戦の角笛』のおかげで、城の住人は、魔法に当たっても大丈夫なようだな！　普通の防御魔法より、はるかに強い！　三人で、杖を奪いに行こう！」

　そんな提案をもらった。

　杖を奪えば敵は魔法を使いづらくなる。転移石も手に入るしな……

「わかりました」

　うなずく、俺。

「えっ！　その三人って、僕も入ってませんか!?」

　多分、ヨシュア君も入っている。

　君と俺とエルナーザさん……後方で矢に神酒を塗ってくれている女の子は入っていないはずだから。

「『戦の角笛』も、効果が消えかけているときはなんとなくわかります。そのときは、また能力を使います！」

「頼んだ！」

　エルナーザさんが、ヨシュア君を押して岩陰から飛び出す。

　俺も続くぞ！

　ひーっ、と声を上げながら走るヨシュア君を追い越す。

　敵のイカヅチの魔法が発動し、前を走っていたエルナーザさんが吹き飛ばされる。

　ハイ・リッチはすぐ近くだ。

「オオオっ！」

　雄おたけびを上げて飛びかかる。

　剣を敵の体に突き刺した後、ヤツの杖を握った。

　奪おうとするのだが意外に力が強いな！

「でやーっ！」

　そんな叫び声を上げたヨシュア君が、ショートソードで切りかかった。

　ハイ・リッチの腕に武器がブスっと刺さるが、しかし、そこまでだった。

　バーン、と音が鳴り、二人一緒にイカヅチに吹き飛ばされたのだ。だが……

「おおっ！　杖を奪ったか！」

　そんなエルナーザさんの言葉。

　痛みにうめきながら自分の手元を見ると、転移石のはまった杖があった。

　吹き飛ばされたときも、ずっと握りしめていたようだな。

　敵は片腕にダメージも負っていたし、魔力の乱れで、ほとんど動けない状態だった。それもあって割と簡単に奪えたのだろう。

「私も負けんぞ！」

　ハイ・リッチから奪った杖を『宝物庫』にしまっていると、そんな言葉が聞こえてきた。エルナーザさんだな。槍を手にハイ・リッチへと駆けていく。イカヅチに迎撃されることもなく敵にたどり着いたようだ。杖がなくなったせいで魔法の発動が遅くなっているのだろう。

　魔力を乱す爆弾のおかげで、動けなくもなっている相手──

「うおおお！」

　神酒をつけた槍を、ザックザックと突き刺していく。

　ハイ・リッチの体やローブに穴があくが、どちらも槍を抜いた瞬間に回復しているようだ。

　バーン、と音がして、エルナーザさんがイカヅチで吹き飛ばされた。

「放てーっ！」

　ハイ・リッチの周囲に誰もいなくなったのを見計らい、ヨシュア君や、ダークエルフ達の矢が降り注いだ。

　俺も魔石から作った爆弾を投げるぞ。これで、またしばらくは敵も動けない状態になる。

「ぐぬぬぬ、聖樹さまの枝から作った槍も、あまり効いてない」

　助け起こしたエルナーザさんが、そんなことを言っている。

　敵の魔力を見れば、ダメージの蓄積がわかると言っていたから、それで攻撃の効果がわかったんだろう。爆弾のせいで周囲の魔力も乱れているから、そのダメージの蓄積も見づらくなっているのだとは思うが。

「矢も思ったより効いてないし、これは弱らせて封印コースかな……」

　弱気な発言をする彼女に、悪い知らせが届いた。

「エルナーザ、聖樹さまが反応しない」

　岩かげに身を潜めながら、知らせを伝えてくるダークエルフの男性。

　再封印は聖樹さまの力を使うとか言っていたが……それができないということか？

「封印ができないのか。どういうことだ」

　俺とエルナーザさんは、その男性のもとに行く。

「わからん。もしかしたら聖樹さまが弱っているのかも」

「ぬう。最近処理する『呪気』の量も多かったからな……。もしくは、周囲に漂ただよっている呪気が、聖樹さまに何か悪さをしているのか」

　悩んでいる彼女。

「封印できないのはマズいな……。倒すしか道がなくなる。もともとあのハイ・リッチは、聖樹さまを狙って森に侵入した敵だ。逃がすことはできない」

「……ヤバい敵だったんですか？」

　俺の質問に、うなずく彼女。

「アンデッドなのに、聖樹さまを追い詰めた敵だ。同じことをされ、聖樹さまが亡くなり呪気が処理できなくなると、大勢の人が死ぬことになる」

　そうなのか。

「聖樹さまの調子がいつも通りなら、再封印もそんなに難しくないはずなんだが」

　首を振る、エルナーザさん。

「やつを倒すには、もっと圧倒的な攻撃力が欲しい……」

　そのタイミングだった──

　何か不思議な触覚が、俺の体全体を走り抜けた。

「うおっ！」

　思わず声を上げてしまう。

「……どうしたんだ？」

　エルナーザさんが首をかしげて聞いてくる。

「イヤ、なんか変な触覚がして──」

　と、そこまで言ったところで気がついた。

「……能力が増えている？」

『謁見室』という施設を作ったときに、いくつかの能力を使えるようになっていた。

　その使える能力が、一つ増えているのがわかった。

「これは……『城転移』ができるようになったのか」

　そういえば、『転移石』を確保して、『宝物庫』に入れていたな。

　それで前提条件はそろっているから、イェタが城で『城転移』をするための施設……『大転移クリスタル』を作ったのだろう。

「……もしかして、ここに城を転移させて、投石機でハイ・リッチを攻撃したりできるか？」

　そんなことを聞いてくるエルナーザさん。

「洞窟竜を倒した、爆発する石。あれに神酒をかければダメージは通るだろうし。もちろん最後の手段だが」

　うーん……。もし、それができたとしても、ハイ・リッチを仕し留とめきれなかったときのことを考えると危険すぎる。──一応、調べてはみるつもりだが。

「転移には広いスペースが必要で……、ここだと石筍や石柱が邪じや魔まで、城転移が発動できないかもしれませんけれど」

　そう前置きし慣れない感覚に戸惑いながらも、ためしに『城転移』を意識してみると。

「あれ？　できそう？」

「そうなのか？」

「ええ。思っていたより、転移に必要なスペースが少ないようで」

　城の本体だけを転移させ、次に『石壁』や『兵舎』などの周辺施設を転移させる。そんな能力のようだな。

　転移した『城』が、周囲の石筍などを除去してくれ、『石壁』や『兵舎』などが転移できるスペースを作ってくれるらしい。

『地下鉱石採取所』も、『石壁』とかと一緒に転移して来るそうだが……

「でもな……」

　肝心の、その『城の本体』を転移できそうな場所が、一ヶ所しかないんだよ。

　ハイ・リッチのいる場所だ。

　最初の『城の本体』を転移させる場所だけは、石筍などがない、平らなスペースが必要なよう。

　ハイ・リッチのいる場所は広場のようになっていて、転移には最適な場所になっている。

　だが、ハイ・リッチがあそこにいると、転移は発動できない様子で……

　それでも、何とか城の転移をできないかなーと試行錯誤していたら、城が空中に転移できることに気がついてしまう。

　空中……つまり、ハイ・リッチの真上だが。

「おっ？」

　心の中に、直接、情報を流し込まれるような感覚。

『警告！　城は神じん器ぎです。このまま転移を発動すると、高い確率で、下にいる生物（ハイ・リッチ）が消滅します。よろしいですか？』

　言葉にしてみれば、そんな感じの情報か。『神器』については、あとで調べたいが。

「とりあえず、ハイ・リッチの頭上に城を転移させることはできそうですね。……でも、転移した城が、そこから落下することになるので中にいる者達の身が危険です」

　一メートル半ぐらいの高さではあるけれど。

「それならば、あそこからハイ・リッチを退どかせば、城を転移させることができそうか？」

「ええ、多分」

　エルナーザさんにうなずく。

「ヤツを、あそこから退かせる方法か……」

　考え込む彼女だが……もうちょっと真正面から戦ってみても良いかもしれない。

　ヨシュア君の『パワー・ショット』とか、俺が城転移について調べている最中に、一度だけ使っていたが、矢が敵の体を貫通していたから。まあ、それを見てもエルナーザさんの顔が晴れなかったということは、あれでも攻撃力が足りないと考えているということなんだろうが……

　そんな考察をしながら、俺は城転移から意識を離そうとした。だが。

「……あれ？」

「どうした？」

　戸惑っていることに気がついたのだろう。エルナーザさんが問いかける。

「それが……、魔力も注いでいないのに、城転移が勝手に発動を始めてしまっていて」

　なんでだ？　操作を間違えたのか？

　……いや、違うな。

「これは、誰かが介入をしているのか」

　感覚でわかった。イェタが操作しているのだろうか。

「止まらない……？」

　止めようと思うのだが、どうしても止まらない。

　せめて城が転移する場所を、少しでも低い位置にしようと操作を試みる。

「これもできないのか」

　むしろ、転移予定地点が、ぐんぐんと高い位置にいってしまったぞ……！

　このままだと、この地下空洞の天井スレスレに、城が転移することになってしまう。

　三階建ての建物を、五つか六つ重ねたぐらいの高さだが。

「その高さはマズいよ!?」

　確実に、中の人間に危険がおよぶ。

　どうにかして止めたい。あせるのだが止め方がわからない。

　凝ぎよう縮しゆくしていく魔力。

「止まって……っ！」

　そんな俺の願いに反し、転移が発動。──ポン、と音を立て、地下空洞の天井近くにイェタの『城』が現れたのだ。

「おおっ!?」

　エルナーザさんの驚きの声。それとともにハイ・リッチへ向かって落下する『城』。直後に、ドーン、という轟ごう音おんが空洞に響いた。

　落下した城は、見事、ハイ・リッチを押しつぶした──。多分、ハイ・リッチは倒した。倒したんだが……

「イェターっ!?」

　あわてて城に駆け寄っていく。

「あっ、トーマーっ！」

　城の大扉がガチャっと開き、中から出てきたイェタが、こちらに手を振った。

　彼女の後ろから、こわごわと外を覗いている住人の姿も見えて……

「ぶ、無事だったか！」

　あんな高さから落ちて無事な理由がわからないが、その姿にホッとする。

「なんか、転移先の様子は見えたんだけど、全然『城転移』が発動しないからヤキモキしたよ！　城転移の使い方がわかんなかったんでしょ？　トーマの代わりに、わたしが発動してあげたよ！」

　えっへん、と胸を張る彼女。

「いや……発動のしかたはわかっていたよ？　ただ、空中に転移したら危ないかなーって思ってたんだよ？」

　そんな俺の反論に、彼女は首をかしげる。

「なんか『免めん震しん構造があるから百メートルぐらいの自由落下は大丈夫だ』って書いてあったけど……、トーマのところには、そんなメッセージなかったの？」

「……なかったな」

「どのぐらいの高さなら、あのアンデッドを確実に倒せるかの情報もあったんだけど」

　それもなかったから、俺が取得できる情報より、彼女が取得できる情報のほうが多いみたいだ。

「……まあ、みんなが無事でよかったよ」

　それもこれも『めんしんこうぞう』とやらの、おかげだろう。

　どんな能力なのかイマイチわからないが、すごいものだということはわかった。

　城が周囲の岩や石筍などを消し、『石壁』や『地下鉱石採取所』などの転移が行われるのを感じながら、イェタのおかげであの手ごわいハイ・リッチを簡単に倒せたと、俺は安あん堵どの息をついたんだ。













　城しろのある大空洞からのびる洞窟。出口の一つはダークエルフの集落へと通じている。

　そこを通り、俺達は彼らの集落へとやってきていた。この洞窟には魔物も出ないから、移動は簡単だ。

　俺と一緒に集落の中を歩いているのはイェタ、ウニ、ジュナンと獣じゆう人じんたち……つまり城のメンバー全員。それにエルナーザさんとダークエルフの男。彼らは案内人だ。

「いやーっ、目の前で城が消えたときの、ユモンっつったっけ？　あいつの呆ぼう然ぜんとした顔はエルナーザにも見せたかったな！　剣を抜いて『殺せー！　城と薬草園は私のものだー！』とか叫んでる最中に、ポンっと音を立てて城が消えてたからな！」

　笑うダークエルフの男。

「……けっこう近くまで来てしまっていたな。私の施した仕掛けが効かなかったのは悔しいが」

　ユモン・スカルシアは『人よけの結界がある場所』を見つける魔道具を持っていたとか。『魔術狂い』のゲルグが作ったマジックアイテムじゃないかと言っていたが……。例の、ダークエルフたちを裏切った者のことだな。

　エルナーザさんは、城の近くにもう一つ、魔道具で見つけやすい人よけの結界を作ることで、その魔道具がそちらの結界を指すようにしていた。それが効かなかったようだ。

「我らの仲間の一人が、『呪じゆ気き』による洗脳をされていたから……そこから情報が漏もれて対策をされたんだろう」

　エルナーザさんは、そんな推測をしている。結局、このゲルグは顔を見せなかったそうで、彼を捕まえたいと思っていた者たちが残念がっていたとか。

「……俺としては良い結果だったので、ありがたいと思っていますよ」

　多分、ダークエルフ達が足止め工作をしていなかったら、傭よう兵へいたちは城にたどり着いていたから……

　ガルーダさんによると、俺が知っている冒険者もいたそうだから、戦いにならなくて良かったと思っている。足止め工作はガルーダさんにもお願いしていたから、彼も、もしかしたら何かやってくれていたのかもしれないが。

「そうだな！　あの貴族も失しつ脚きやくしたって話だし、終わりよければ全て良しって感じにはなっているかもな！」

　そんなダークエルフの男の言葉。

「……あれ、ユモン・スカルシアが失脚していたんですか？」

　知らなかったんだが……

「そうみたいだぞ！　仲間が人間の町に潜入して聞いたらしい！　有力貴族家──黒こく神しんサクが伝説の時代に興おこした家の、正統な後継者を名乗る家だったかな。そこががんばったとか」

　その貴族家の存在は、俺も知っている。聖せい剣けんの英雄王が、この国を作ったときの協力者の子孫だ。たしかスカルシア家と同じように、聖剣の英雄王と子供を作っているはず。

「……貴族の間で、うまく、自浄作用が働いたんですかね」

　もうちょっと早めにどうにかして欲しかった気もするが、難しい相手だったんだろう。

　そんな会話をしていたら、そろそろ目的地についていたようだ。

「おーっ、トーマーっ！　あの、おっきい木だよ！　ここから見るとすごいーっ！」

　イェタが指差すのは、ダークエルフ達が『聖せい樹じゆさま』と呼ぶ大樹だ。

　遠くからでもわかったが、近くに来るとその大きさがさらに際立つ。幹の太さとかが尋常じゃない。木の下には数人のダークエルフの姿があり──

「巫み女こさま！　トーマ君たちを連れてきました！」

「案内したぜ！」

　エルナーザさんとダークエルフの男性が、その中の一人に声をかけた。

「ありがとうございます」

　ふわっとやわらかく笑った彼女。このダークエルフが『巫女さま』か。

「お久しぶりです、皆様方」

　獣人やジュナンに声をかける。そして優しそうな目を、こちらに向けた。

「はじめまして……。トーマさまに……イェタさま」

　そう言ってから、数秒だけ目をつむった彼女。

「やはり……あなた方から聖樹さまと似た力を感じます」

　それを聞いたダークエルフ達から、「おお」と感かん嘆たんする声が聞こえてくる。

「良かった……。ハイ・リッチのような規格外の存在ではなかったか」

「ああいう化け物や天才とは、我らは、なぜか相性があわないからな」

　と、どこかホッとした様子の声も……

「聖樹さまからも、あなた方を歓迎する気持ちが伝わってきていますよ！　神じん器ぎの使い手が二人というのは珍しいですが、『城』の主あるじであるあなた方二人を、我々ダークエルフは喜んでお迎えします！」

　巫女さまからそんなことを言われて……、多分、俺とイェタ。二人が『城』の主だと思ったのだろう。こんな勘違いが生まれるということは、神器にイェタのような精せい霊れいがいるということは珍しいことなんだと思う。

　彼女の間違いを、イェタが元気に訂正する。

「イェタの主はトーマだけだよーっ！」

　……少し説明を足したほうが良いか。

「イェタは『城』の精霊みたいな存在らしいですよ」

　驚く巫女さま。

「神器の精霊とは『聖剣の精霊』さま以来ですね！」

「聖剣の精霊さま……、ですか？」

　聞いたことがない。

「あなた方の国の初代国王……聖剣の英雄王の神器に宿っていた精霊さまです。その情報は一般には知られていないようですが」

　へー。

「本来は与えるのが非常に難しい神からの声や文字を、精霊さまを通して賜ったこともあったとか。そのときいただいた『めっせーじ』というのは、何か読みにくくなっていたということですが」

「文字化けだね！」

　イェタが補足をしてあげた。

「無理をして、言葉を届けてくださると、そういうことになるのでしょう」

　そうなのか……。たしか、俺達も文字化けしたメッセージをもらっている。城転移についての情報を受け取ったときだったか。

　そのおかげで、知り合いの傭兵を殺さなくて済んだのはありがたかった……。無言で感謝をささげていると、ジュナンが巫女さまに訊たずねている声が聞こえてくる。

「同じ神器の精霊ってことは、イェタちゃんの造り主も、黒神サクさまってことで良いのかな？」

「多分、そうでしょうね。あの神様は、独特な神器を生み出しますので」

　聖剣の英雄王に聖剣を与えた神は、黒神サクと言われている。

「あちらは『聖剣』ですから……。こちらは『聖せい城じよう』──『聖せい城じようイェタ』といったところでしょうか」

「なんか、かっこいい名前がついたっ！」

　イェタが喜んだ。

「聖城の精霊さまを我らが里にお迎えできたのはめでたいこと……。ハイ・リッチを倒してくださったお礼もあります。宴うたげを開きましょう！」

「おおっ！」と喜びの声を上げるダークエルフたち。

　……ハイ・リッチはこちらの都合で倒させてもらったので、お礼を言いたいのはこちらなのだが。ただ、宴は大丈夫なのかな？

「『呪気』の対処は、大丈夫なんでしょうか。けっこう危ない状態と聞いたのですが」

　そんな俺の言葉にうなずく彼女。

「はい！　実は、今までハイ・リッチの封印に聖樹さまが力を使っておりまして。あのアンデッドが消滅したおかげで余裕があるのです」

　そうだったのか。

「仲間たちには、ずっと呪気の対策をさせてしまっていたので……、何か気晴らしをしなければいけないとも思っていたのです」

　彼らの気晴らし……保養も兼ねているとか。

「……ということは、俺達も何か協力したほうが良いのかな？　贈り物を用意するとか」

　仲間たちにこっそり相談したのだが、巫女さまにも聞こえていたようだ。

「あっ……、それでしたら、エルナーザが食べたという、てんぷらという料理に興味があるのですが……」

　もじもじしている彼女。なんか可愛らしい。

　その料理ならどうにかなるから……

「わかりました！　では天ぷらを、作らせていただきましょう」

　と、うなずいたのだ。

　俺は、どうせならと彼らを城に招き、そして宴のときとなる。城の外では──

「この天ぷらというのは、サクサクしておいしいですね！」

「すごいな。こんな料理があったのか……」

　天ぷらはダークエルフたちに好評なようだ。「また、作って欲しい」「こういう宴をするなら、また呼んで欲しい」などと嬉うれしいことを言ってくれたりもして……

　ここは聖樹さまの力で光が照らす洞どう窟くつの中だが、一応、夜になると暗くなるようだ。巫女さまが持ってきてくれた聖樹さまの枝が発光し、一つの光源となってくれている。もしかしたら、聖樹さまもあの枝を通して、この宴を見守ってくれているのかもしれない……

　宴では、火の魔法で空中に模様を描いているダークエルフや、パワーショットを披ひ露ろうするヨシュア君の姿が見られて。みんな、笑顔だ。

　……まあ、ジュナンが賭かけリバーシで全戦全勝してダークエルフから薬草やマジックアイテムを巻き上げていたりもしたが。

　ていうか、あれ、宴の前に、俺たちがダークエルフさん達に贈り物として渡した薬草とかなんじゃ……。あれはあとで返還させよう。ルールを教えたばかりのゲームで賭け事をしたら、こちらが勝つのは当たり前だしな……

　ただ、悔しがっているダークエルフさんのリアクションに笑いが起きたりしているから、心配しなくとも大丈夫かもしれないが。

「みんな、楽しそうだな」

「うん！　わたしも楽しいよ！」

「きゅっ！」

　そんなイェタとウニの返答。彼女たちも楽しいのか。

「イェタはにぎやかなのも好きなんだな」

　俺の問いかけに、うなずくイェタ。

「うん！　みんなが笑顔なのが好き！」












　笑顔なのが好きなのか……。その返答に、思わず俺も笑顔になってしまった。

「また、ダークエルフさんと一緒に、こういうお食事会ひらこうよっ！」

「……そうだな。またやるのも良いかもしれないな」

　みんなに喜んでもらえるのなら嬉しいし──何より笑顔の人が増えれば、イェタも喜んでくれるだろうから。




　──こうして仲間とともに、新天地での城とイェタとの新しい生活が始まったんだ。









あとがき






　本書『俺、「城」を育てる』を手にとっていただき、ありがとうございます。

『小説家になろう』というサイトで、ウェブ小説を投とう稿こうしている者です。

　この作品も、そのサイトに投稿したものをもとに改かい稿こうなどを加え、ブラッシュアップしたものになります。

　幸運にもサイトの読者さまに、その投稿版の作品を好評価してくださった方がおり、このたび書しよ籍せき化かをすることができました！　イラストレーターの柴しば乃のさまに、かわいいイェタと、それにトーマの絵を描いていただけたことが嬉うれしかったですね！

　編集さんなどにもご尽力をいただき、無事、書籍の形にすることができました。関わってくださったすべての方々に感謝を捧ささげます。




　最後にもう一度、この本を手にとってくださったあなたに感謝を。

　作った物語を読んでいただけることにありがたみを感じるのです。楽しんでいただけたのなら望ぼう外がいの幸いです！


富とみ哉やとみあ
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